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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　走る。跳とぶ。笑う。

　夕日が作る影かげは色いろ濃こく、長く。

　茜あかね色いろの公園は賑にぎやかで、騒さわがしい。

　吹ふき付ける北風をモノともしない子供たち。

　楽しそうに駆かけ回る。

　私はそれを見つめていた。ただ一人、公園の入り口に佇たたずんで。

　まぶしくて遠い世界。あのキラキラした空間は彼らだけのもの。

　だからこうやってなにもできない私はただ眺ながめていた。

　あの輪の中へ飛び込みたいと、強く願いながら、ただ眺めていた。

『私も……』

　そう思い、一歩踏ふみ出す。

　きっと声をかければ私も混ぜてもらえる。あの中で一いつ緒しよに遊べる。憧あこがれたあの中で。

　なのに私にはそれができなかった。

　だって私は、いつそれを壊こわしてしまうかわからなかったから。

　だからもう一歩を踏み出せない私は、憧れから視線を逸そらす。

　どんなに望んだって手に入らない。

　手に入れても壊してしまう。

　それが私の憧れ。

　顔を伏ふせ、吹きすさぶ冷たい風に体を震ふるわせる。

「っ…………」

　どうして……どうして私は……

「どうしたの？」

　ふいにかけられたその言葉が、誰だれに対しての言葉なのか理解できなかった。

　ただただ、私であればいいと願いながら顔を上げる。




「一緒に遊ぼう？」




　そう言って、彼女は微笑ほほえんだ。








　一掬すくい目　七輪を追いかけると双ふた子ごに襲おそわれた




　闇やみ、闇、闇。




　家々が灯ともしていた光は消え街が眠ねむる。

　人々が床とこにつき一日を終えたころ、オレたちは動き出す。

　この街に、闇に、世界に蔓延はびこる『アク』を掬すくいに。




「今日はどっこにいっる、かなぁー！」

　元気な声が寝ね静しずまった街によく通る。

　オレの前にいる少女が跳はねるように暗い道をすたすたと歩いて行く。

　頭の両サイドで結われた亜あ麻ま色いろの髪かみがそれに合わせるように、楽しそうに躍おどっていた。

「はぁ……」

　オレはそんな少女の後ろ姿を眺めながらため息をこぼす。

　真っ白に染まる息。

　なんでコイツはこんなにも元気なのか。

　……謎なぞだ。

　オレなんか寒いし筋肉痛とか痣あざは痛いし脇わき差ざし重いし、唯ゆい一いつの武器だから置いていくわけにも行かないしでげんなりしてるってのに。

　手ぶらで元気なアイツがうらやましい。

「すまん、ユズ。ちょっと歩くペース下げてくれないか？」

　実はついていくのもしんどいんだ。

　ツインテ少女ユズがくるりと回り短いスカートがフワッと舞まう。

　雪みたいに白い太ももがちら見え。

　うむ、ナイス太もも。

「了りよう解かいなのだ！　稽けい古こでお疲つかれなのか？」

「あぁ、今日もキツかったからなぁ」

　まぁほとんど防ぼう御ぎよの練習なんだけどな。とりあえず身を守ることから、とかなんとか。

　リーダーによって毎日みっちり防御訓練を受けてるおかげで防御力と回かい避ひ力は上がりまくった気がする。

　まぁそれでも本気になったリーダーの攻こう撃げきは避よけきれないけど。

「修しゆう輔すけごろんごろん転がされてたのだ」

「…………」

　情けないとこ見られてるなぁ。

　相手がリーダーだから仕方ないんだけど……

　それでも女の子にはかっこいいところを見せたいと思うのが男の子ですよね。

　次からはもっと頑がん張ばろう……




　決意と共に空を見上げる。

　真っ黒な空に散らばった星々。

　空気が澄すんでいるからか遠くまで見える気がする。

　今日も今日とてアクと戦うのかなぁ、できれば戦いたくないなぁ。

　平和が一番だと思うんだ、オレ。

　とはいえ、それじゃあ職務放ほう棄きになるからこうやってアクとエンカウントするために街をふらついているわけだ。

　ちなみに先ほどから出ている『アク』ってのは漢字で書くと『灰あ汁く』。

　料理なんかしてるとでてくるアクと同じだ。

　人は寝ている間に悪意や負の感情を外に出す。

　その出てきたモノが凝こり固かたまってアクとなり動き始める。

　形はさまざまだ。

　案か山か子しだったり図ず鑑かんだったりピエロみたいなのもいれば傘かさみたいなのもいる。

　そうして形を持ったアクは活動を始め共食いして育ち、成長すると灰汁玉という彼らの核かくである玉の欠片かけらを人間に埋うめ込む。

　それを埋め込まれた人は善悪の区別がつかなくなり凶きよう行こうに走り始めるとかなんとか。

　当然誰かが凶行に及およべば周囲の人間に負の感情が溜たまる。

　溜まれば寝ている間にアクとして外に出す。

　そうなればアクがまた増えていく。

　つまり、負の感情をアクとして出す[image: やじるし]形を成す[image: やじるし]アクが共食いで育つ[image: やじるし]欠片を入れて悪人を作る[image: やじるし]周囲に負の感情を生む[image: やじるし]周りがアクを出す[image: やじるし]以下無限ループ。

　このループを使ってアクは仲間を増やすそうだ。

　こんな循じゆん環かんをそこかしこでやられたら世の中真っ暗だ。

　だからこそ、オレ達がいる。

　唯一アクを掬い取ることのできる存在。

　それが『掬い人』だ。

　仕事は単純。

　アクが活動を始める夜に、街を駆け巡めぐりアクを掬う。

　掬い人は全国各地、地域ごとに散らばっているらしく、オレがいるこの街では『シューティーングスター』というチームが活動している。

　オレはつい二週間前にこのチームに勧かん誘ゆうされた。

　出会った当初ユズはオレに『アクと戦うのを手伝え』と言ってきた。

　戦いたくなかったオレは『パンツ見せながら「お兄ちゃん大好き」と言えたらついて行ってやる』という無茶振ぶりをしたわけだが……

　ユズちゃん、躊躇ためらうことなく短いスカートをめくりあげてノルマクリアー。

　オレはわけもわからないままアクとの戦いに連れて行かれましたとさ。

　まぁ連れて行かれたものの情けないことに戦えるわけもなく、でも仲間にしてくれて、今では『シューティングスター』のリーダーに稽古をつけてもらいながら働いている。

　そんな新米君であるオレはまだ自分専用の武器も持っていない。

　アクはアクじゃないと倒たおせない。

　だから武器をアクと同じにするためアク玉を入れる。

　そうしてアクと同じにした武器が『是ぜ非ひ観かん器き』と呼ばれる掬い人の武器で、その武器を持つと特とく殊しゆ能力が使えるようになる。

　けどまだまだ未熟なオレは能力の使い方もわからない。

　なのでオレが持っているこの脇差ではアクを掬えるが能力は使えないという状態だ。

　故ゆえに相手にできるのは弱いアク達ばかり。

　まだ生まれたてであまり共食いをしていない連中だな。

　ちなみにアクはそのアクの持つアク玉の大きさで階級が分けられていて小さい方から『刹せつ那な、無ぶ勢ぜい、尋じん常じよう、幾いく多た、那な由ゆ多た』となっている。

　さっき言った物の形をしたアクなんかは刹那。

　昨日はタイヤを倒したな。

　横から倒したら動けなくなるという弱さだった。

　脇差刺さしたらパンクしたし。

　リーダーいわく、武器の能力がないと大きくなったアク（尋常以上）を倒すのは相当の力量がないと無理だということで、オレ達が見つけた場合リーダー達に連れん絡らくして逃にげろとのお達しが出ている。

　そんな掬い人には必ひつ須すの是非観器だが、それを持たず戦うやつが一人いる。

　今、目の前にいる少女ユズだ。

　彼女だけは武器ではなくアクそのものを武器というか友達？　として一緒に戦ってもらっている。

　今もユズの足下をトテトテと歩いている橙だいだい色いろのもふっとした毛を持つ犬のような何か。

　長い耳が特とく徴ちよう的な謎のモフモフ。

　その名も『スピー』。

　なんでスピーとユズだけアクと人間なのに悪さもされず仲良しでいられるのか不思議。

　まぁ安全なやつなんだろう。たぶん。

　そういうわけで二人と一いつ匹ぴきで毎晩パトロールをしている。

　スピーは同じアクだからかスンスン鼻を鳴らしながらいつもアクの元まで案内してくれるので俺たちはアクを探すのにそこまで苦労しない。

　リーダーたちは地道に足で探しているから大変だとか。




「えっと？　今日オレ達が行くのって学校方面だったっけ？」

「そうなのだ。なぁスピー」

「ワウッ！」

　もうアクを見つけているのかいないのか、スピーはスタスタと暗い夜道を進んでいく。

　できることなら見つけないで頂きたいが、そうもいかないんだろうなぁ。

　まぁオレがやらなきゃユズが暴走機関車の如ごとく敵に突つっ込もうとするから、戦うしかないよな。

　ユズに戦わせて怪け我がでもされたら敵かなわん。

　半ば諦あきらめに近いため息を漏もらし、

「ヘックション！」

　直後にくしゃみ一回。

　鼻をこすりながらオレは空を見上げる。

　真っ暗な空。

　ところどころか細く光る星々。

　いやぁ今日は本当によく冷える。

　もうちょっと着込んできてもよかったかな？

　冷たくなった空気は肌はだを刺し、北風が体温を奪うばっていく。

「なんか修輔寒そうなのだ」

「今日は冷えるからなぁ……お前は寒くないのか？　そんな短いスカートで」

「子供は風の子なのだ！　寒くなんて……」

　とまで言ってユズは首をかしげる。

「あれ？　わたし子供じゃないのだ！　だから寒い！」

　なに言ってんだこの子。

　寒いって言う割には見た感じ平気そうなんだけど。

「そうだ！　スピーなのだ！」

「ガウ？」

　ユズの足下にいたスピーが首をかしげる。

「スピーがマフラーになってくれたら暖かいのだ！　スピーポカポカだし！」

　両手でスピーを抱だき上げたユズは、その体を肩かたに乗せる。

　たしかにスピーならマフラー代わりにはちょうど良さそうだな。

　もふもふだし、ふかふかだし。

　肩に乗せられたスピーがシッポをくるんとユズの首に巻きつける。

「ぬくぬくなのだ！」

　幸せそうに目を細め、ユズはシッポに顔を埋めた。

　ホント仲良しなことで。

　見てるこっちまで微笑ほほえましくなってくる光景。

　いいなぁ、美少女と動物。

　この組み合わせの破は壊かい力は相当のモノだ。

　寒さも忘れる。いや寒いけど。普ふ通つうに寒いけど。超ちよう寒いけど！

　なんかユズのスピーマフラーがうらやましくなってきた。

　暖かそうだなぁ、あれ。

「ん？　ホントに寒そうなのだ。大だい丈じよう夫ぶか？　修輔」

「大丈夫じゃないかもなぁ。寒すぎる」

「わたしの服を一枚貸して……あげられないのだ。この服貸しちゃうと下着姿になっちゃうのだ」

　個人的にはそれでも悪くないような……

　いやだめだ、それだとユズが寒いし最悪風か邪ぜ引く。

　つーかそんな格好で夜道を歩くって変態だよな。

　思春期真っ盛りなオレとしては下着姿なんてご褒ほう美び以外の何物でもないけど、だからと言って美少女に害を与あたえてまで得るものじゃないのです。

　下手すりゃ捕つかまるし。

　公然猥わい褻せつとかなんとかで。

「いいよ、そこまでしなくても。見たくはないし（ユズが捕まる姿を）」

「なっ！　見たくないなんて失礼なのだ！（下着姿を）」

　突とつ然ぜん両手を振り上げぷんぷん怒おこるユズ。

「は？　何で？　つか見せたいのか？」

「べ、別に見せたいわけじゃないのだ！　けどけどそうはっきり見たくないって言われるのも寂さびしい気がするのだ！」

「オレは見ないにこしたことはないと思うけどなぁ（捕まる姿なんて）」

「うぅ！　なんか悔くやしいのだ！」

「なんだ悔しいって。逆に聞くけど、お前は見たいか？　オレのそんな姿（捕まる姿）」

「なっ！　見ない！　（下着姿を）見ないのだ！　そんなの見せられたら真っ赤になっちゃうのだ！　恥はずかしいのだ！」

　不意にユズの顔が真っ赤になる。

「なんで真っ赤になんの？」

「あんまり見たことないからに決まってるのだ！」

「いやオレだって見たことないけどな」

「うそなのだっ！」

「えっ！」

「修輔は毎日見てるはずなのだっ！」

「いやいやいや！　そんな毎日見れるもんでもないっていうか、普通に生きてて見れるもんでもないぞ！」

「修輔は鏡で見れるのだ！」

「マジか！　つかどういう意味だ！」

　わーわー両手を振り上げていたユズがふいにピタっと止まる。

　えーっと、なんか見つけたみたいだけど……

「なんか光ってるのだ！」

「ちょ、答えてくれないのか！」

「それよりあっちなのだ！」

　どうやら興味は見つけた何かに向いてしまったようだ。

　もうこうなったら何を聞いても答えてはくれないだろう。

「はぁ……なんだ？　何見つけたんだ？」

　そう言われてユズが指を差す方向に視線を移す。

「ほんとだ、なんだあれ？」

　ちょっと先の方になにやらぼーっとした明かりが一つ。

　温かそうなオレンジ色をしている。

　火でも焚たいてあるのか？

　けど明かりの下に火は見えないなぁ。

「ちょっと行ってみるのだ！」

「あ、こら！　待て！」

　人の制止も聞かずユズとスピーは駆かけ出してしまう。

　仕方なくオレも走り出す。

　なんだろうなぁ、アクじゃないといいなぁ。

　誰だれかのたき火の消し忘れとかさ、焼やき芋いも作ってるんですみたいな。

　ないと思うけど、こんな道のど真ん中でね。

　近づくほどに明かりは大きくなる。おかげで周りも見え始める。

　そうして初めて明かりがなんなのか知ることができた。

　その正体にオレは思わず首をかしげる。

「えーっと……？」

「あれは焼き肉焼くヤツなのだ！　なんか炭入れるやつ！」

「あぁ、間ま違ちがいなく七輪だな」

「そう、それなのだ！」

「いやなんでこんなところにあるんだよ」

　アクか？　アクなのか？　でも動いてないし、本当に普通の七輪だ。

　縄なわがぐるぐると巻かれてるのは気になるけど。そういう装そう飾しよくなのかな？

「でもなんか温かそうなのだ……そうだっ！　ちょっと温まっていくのだ！」

「いやそんなこんな怪あやしい七輪で温まるなんて……」

　というオレの言葉は無視され、ユズが七輪に手をかざす。

「はぁー、ぬくぬくなのだぁー」

　うん、まぁオレの言葉は聞いてくれないと思ったよ。

　幸せそうに目を細めたユズは七輪の前に屈かがみ込んでほんわかムード。

　いつのまにかユズの肩から下りたスピーは七輪を不思議そうに眺ながめていた。

「あ、スピーは近づきすぎちゃダメなのだ、焦こげるのだ」

「わーう」

　スピーが間の抜ぬけた声を上げながらユズの平ら……小さな胸に抱かかえ込まれる。

「ほら、修輔もこっちにくるのだ」

「あ、あぁ」

　なんでこんなところに七輪があるのか、もうちょっとツッコミたかったけど……まぁいっか。なんかほんわかしたユズ見てたらどうでもいい気がしてきた。

　なにより本当に温かそうなんだもん。

　オレもちょっと暖を取るとしますか。

　とりあえずユズの隣となりに体育座り。

　うぉ、お尻しり冷たっ！　地面やべぇ！

　けど七輪は温かい。

　真っ赤に燃える木炭からメラメラと火が揺ゆれている。

　なんか火って見てると落ち着くんだよなぁ。

「あー温か『違うのだ！　修輔！』」

「へ？」

　何が？　温まるのに作法とかあったっけ？　オレが知らないだけ？　え？　何間違ったの？　オレ。

　突然の否定にオレは固まり、まじまじと隣にあるユズの顔を見つめ続ける。

「そ、そんなに見つめるな！　恥ずかしいのだ！」

「いやいやいや！　何？　何が違うの？　突然大きな声だすからびっくりしたじゃないか」

「修輔はあぐらじゃないとダメなのだ」

「あぐら？」

　って胡座あぐらだよな？　え？　七輪で温まる時って胡座必ひつ須すなの？　それは知らなかった。まだ十数年程度しか生きてないけど初めて聞いたな。

「体育座りじゃダメなのだ」

「はぁーそうなんだな……」

　ってそんなわけあるかぁあああああ！　っと内心思いつつ、オレは体育座りから胡座にトランスフォーム。

　まぁ別に座り方くらいどっちでもいいでしょう。

「それでいいのだっ！　そこにわたしが……」

　スクッと立ち上がったかと思うとユズはスピーを抱えたままオレの前に立つ。

　目の前にはひらひら揺れる短いスカート。

「ちょっ、ユズ？」

　あまりに突然だったので上半身をのけぞらせる。

　いやだってこんな目の前にスカートって、ねぇ？　この布一枚向こうにはお尻ですよ。そりゃ身を引きますよ。

　マジでなにやってんの？　っていうかなにしようとしてんの？　この子。

　身構えたオレの膝ひざにユズがすとんと座り込んだ。

　小さな体が懐ふところにすっぽりと埋うまってしまう。

　さらさらな髪かみがオレの顔の前に突つきつけられる。

　ふんわりと香かおるシャンプーのいい匂におい。

　女の子独特のふにっとした体がオレの胸に寄せられて、ユズの温かな体温がオレの体にじわりと移ってくる。

　温かいなぁ……じゃなくっ！

「ユズっ！　お前なにをっ！」

「こうしたら背中もぽかぽか！　完かん璧ぺきなのだっ！」

　欠点だらけです！　先生！　オレにとっては！

「はぁーぬくいのだ。幸せなのだー、な、修輔」

　なんと答えたらいいのか分からないっ！

　とりあえず幸せです！

　幸せなんですけどちょっと思考が追いつかないっ！

　オレの心にも許容量ってものがあるんです！

　もうこれオレどうしたらいいの！

　楽しめってか？　無理だ！　心の準備がなかったの！

　だって誰がこんなの予想できるんですか！

　いいかい、諸君！　暖を取る時は胡座だ！

　女の子が側そばにいるならなおさら胡座だっ！　これ必須！

　幸せそうにまったりとするユズとは正反対にパニックモードのオレ。

　落ち着け！　まずは理性を働かせろ！　次に平家物語を暗唱！

『春はニーソ　ようよう広くなりゆく領域　少しもふり……これ平家物語違ちがぁああああう！　枕まくらの草そう子し！　落ち着けオレぇえええ！』

「いちゃいちゃしてるんじゃぁない」

「へ？」

　平家物語のようで実は別物な何かを唱えていると、不意にそんな声が聞こえてきた。

　しかもわりとダンディーボイス。

　いやそんなことよりもだ。

　今のってたぶんオレたちのことだよな？　周りに人いないし。

「誰だっ！」

　なんてちょっと格好良く言ってみるけど、今のオレの姿には合わないな。

「まったく、俺を囲んでいちゃいちゃいちゃいちゃと」

　俺を囲んで？

　オレ達が囲んでいるのは、この七輪だけ……

「あぁ、なるほど」と、納なつ得とくする。

　ユズはまだキョロキョロしてるから気づいてないな。

　ユズの腕うでの中でスピーがグルルルっと恫どう喝かつを始める。

「ウゥゥウウッ！　ガウッ！　ガウッ！　ガウッ！」

　さっき不思議そうにしてたのはこれがアクっぽかったからか。

　別に七輪を初めて見たとかそういうのじゃなかったんだな。

「これがアクだってスピーが言ってるのだ！」

「分かってるよ！　立てっ、ユズ！」

「了りよう解かいなのだっ」

　素す早ばやく立ち上がったユズのあとにオレも立ち、ユズの手を引いて七輪から距きよ離りを取る。

「まったくお前にこの俺の寂さびしさが分かるか？　ん？」

　やっぱり声は七輪からする。これで間違いないな。

　じっと睨にらむようにして七輪を見ていると、巻き付けられていた縄がシュルシュルと解けていく。

　どうやらそれは七輪の手足だったようで、両りよう端はしと底に先せん端たんの片方がくっついていた。

「動いたのだっ！」

「そりゃアクだしな！」

「戦っていいか？　スピーにゴーしてもいいか？」

「待て待て。無む闇やみにしかけるな」

　万が一それで危険な目に遭あわせてもまずいしな。

　先手必勝とは言うが、相手を観察するのも大事なことだって教わりましたし。

　そんなわけで七輪の動きを見張る。

　やつは頭（？）の網あみをずらし中に手を突っ込んだ。

　そうして取り出したのは長なが靴ぐつ。

　手を突っ込んだ時につけたのか、縄の先は軍手になっていた。

　そんなものあったか？　さっき中を覗のぞいた時は木炭しかなかったぞ、おい。

　そしてもう一度手を突っ込み、取り出したのは縁ふちのとんがったサングラス。

　それをかける耳もないくせにガッ！　と側面に貼はり付けると見事にくっついた。

　なんでもありだな、アイツ。

「とはいえ……」

　なんだか気の抜けるフォルムだな、まったく強そうには見えない。

　けどそんな気の抜けるフォルムによくやられるんだよなぁ、オレ。

　油断大敵って本当だと思う。

「はん、人前でいちゃつくなんてけしからん。うらやまけしからん」

「うらやましいって言った？　今うらやましいって言った？」

「ん？　何がうらやましいのだ？」

「なっ！」

　ユズの言葉に七輪があとずさる。

「べ、別にそんなうらやましいとか思ってねーし。別に全然いちゃいちゃしたいなんて思ってないし？」

　なんてもじもじしながら言う七輪。

　なんだろう、どことなく親近感。

「全然誤ご魔ま化かせてないな。っていうかホントにアクか？　初めて見たぞ、あんなヤツ」

　まぁ七輪が動いてるんだからどう見てもアクなんだけどさ。

「うるっさい！　貴様にはモテない男の悲しみが分からんのだ！　うらやましい！」

　アクにもモテたいっていう願望があったりするのか。それは知らなかった。

「もう思いっきりうらやましいって言ったな」

「ぐっ！　別にうらやましいなんて言ってないわ！」

「いやいや、誤魔化しきれないレベルで言ってたぞ？　なぁユズ」

「そうなのだ、うらやましいって言ってたのだ」

「わぁん！　覚えてろよぉ！　俺だって彼女をつくって見返してやるぅうう！」

　捨て台詞ぜりふを吐はいて走り出す七輪。

「むなしい勝利だ……」

「って逃にげられてるのだ！　追いかけないと！」

　おぉ！　バカかオレは！　まだ勝ってねぇよ！

　ユズが勢いよく駆かけ出し、それを追ってオレも走り出す。

　突き進むごとに、張り詰つめた空気が肌はだを刺さす。

「待つのだ！」

　ユズの声が夜道に響ひびく。

　七輪が振ふり向き、こちらを窺うかがったかと思うとさらに加速した。

「来るな！　まだ見せつけようってのか！　外げ道どうめ！　これだから人間は嫌きらいなんだ！」

　なんかめちゃくちゃ勘かん違ちがいされてるな。

「そんなつもりはない！　いいから止まれ！」

「誰だれが貴様の言うことを聞いたりするものか！　こっちくんな！」

「そうもいかないんだよ！　お前を掬すくい取るのが仕事なんだから！」

「なっ！　貴様らおたまか！」

「おたま言うな！　掬い人だよ！」

「ならなおさら止まれない！　俺はまだいちゃいちゃしてないのだ！」

　アクにも煩ぼん悩のうってあるんだなぁ。

　なんかアイツ見み逃のがしてもいいかなぁって、同情する心が生まれてきそう。

　いやでもここは心を鬼おににして掬わないと。

　地を蹴ける足に力を込こめる。

　走る、ではなく跳とぶように、前へ前へと体を押し出す。

「先に行く！」

　まずはユズを追い抜ぬく。次にスピー。

「おぉ、修輔任せたのだ！」

　後ろの方からユズの声が聞こえてくる。

「なんなんだ貴様は！　そんなに勝者の優ゆう越えつに浸ひたりたいのか！」

「勘違いだよ！」

　紐ひも状の足を必死に動かし走る七輪。

　あれでなんであのスピードが出るのか不思議だが、速く走っちゃってるのだから仕方ない。

　全力疾しつ走そうの七輪。

　それを追いかけるオレたち。

　肩かたで風を切り、張り付く冷たい空気に体を押されながら闇やみ夜よを切り裂さく。

　聞こえるのは鼓こ動どうと足音。

　差は少しずつ縮まっていく。

「くぅぅううっ！」

　それでも七輪は追いつかれないよう必死に走る。

　いつの間にやら学校が見えていた。

　まっすぐ学校に向かって走った七輪が門をハードルのように飛び越こえてしまう。

「っはぁ……なんだ、あのジャンプ力」

　オレの背せ丈たけより少し高い鉄てつ扉とびら。

　七輪は飛び越えた。

　さぁオレはどうする？　よじ登る？

　いやいや、なんかかっこ悪いと思うんだ。

　ここはどうせなら格好良く飛び越えたい。

　ぶっちゃけ無理な気がするんだけど、後ろにはユズがいる。

　ちょっとかっこよく飛び越える姿を見せてもいいと思うんだ！

　リーダー曰いわく、男なら夢を叶かなえるために努力を怠おこたらない。

　華か麗れいに飛び越えるとおそらくユズは「修輔すごいのだ！」ってなるだろう？

　そのあと七輪をさくっと倒たおせばきっとユズは飛びついてくる。

　スキンシップが過か剰じような子だからきっとくっついてくるはず。完っ璧だ！

　そうと決まれば決行あるのみ！

　できるできる！　オレならできる！　自分を信じて！

「うぉおおおおっ！」

　勢いを殺さず飛び上がり、門に手をかける。

　あとは体を引っ張り飛び越すだけっ！

　上半身は門を越える、あとは下半身！




　ガッ。




「なんとっ」

　空気読め右足。

　と、自分の足を呪のろうも体はクンッと振られ天と地が逆さに。

　こっちに向かって走ってくるユズとスピーまで逆さに映る。

「のぁあああっ！」

　さらに落ちる間に半回転して背中からコンクリートの地面に叩たたきつけられた。

「ぐぉおおお」

　悶もん絶ぜつ。一いつ瞬しゆん息が止まった。

　ミスッた時の恥はずかしさを計算に入れてなかった。死にたい。

　しかもたぶん背中すりむいたな、ひりひりするよ。

「プーッ！　かっこつけるからそうなるのだよ！」

　おい七輪、お前逃げてたんじゃないのかよ。

　わざわざ戻もどってきて笑いに来たのか、いい度胸じゃないか。

「修輔！」

　ちょっと涙なみだ目めなオレは背中をさすりながら体を起こし門の方を振り向く。

　そこには速度を落とさず走ってくるユズとスピーの姿。

　……ん？　まさかコイツマネするつもりじゃ！

　お前は小さいんだから飛び越えられるわけっ！

「やぁっ！」

　スピーと同時にユズが飛び上がる。

　スピーもユズもその跳ちよう躍やくは重さを感じさせないジャンプ。オレとは違い門に手をかけるとそのまま華麗に飛び越えてしまう。

　翻ひるがえるスカート。見えてしまう縞しまパン。むちむちとした太もも。目を奪うばわれる。

　それにユズが気づいた。

「ふあぁあああっ！　見ちゃダメなの、だっ！」

　だっ！　と同時に地面を踏ふみしめユズが降り立つ。

　なんか悔くやしいんだけど、でも嬉うれしいような。でも悔しいような。

　なにこの気持ち。

　っていうかユズすげぇ。

　そういや飛び蹴げりが得意なんだっけ？　身軽なんだな、コイツ。

　なんか思いっきり計画が反対になったぞ。こうなったらオレがユズに飛びつこうか。

「ユズすごい！」とか言いながら。

　いや止やめておこう。

　なんかキモイし、なによりそれやっちゃうともうただの痴ち漢かんだ。七輪にまた見せつけてるのかって……そうだ、七輪！

　振り返りすっかり忘れていた七輪を探す。つもりだったんだが、オレの予想に反し七輪はまったく逃げ出さず、その場でマネキンのようにただただ立ち尽つくしていた。

「いいものが見れたよ……」

　門の上辺りに視線を向けたまま呆ほうけている七輪さん。なるほど、コイツも見えちゃったらしい。

　そして悩のう殺さつされたんだな。気持ちはわかる。

「あぁ、いいものが見れたな、七輪……」

　なんかちょっとだけ七輪と心が通じ合った気がする。

　そんな心こころ穏おだやかなオレ達とは正反対にユズは顔を真っ赤に染めてぷりぷり怒おこる。

「いいものってなんなのだ！　パンツか！　わたしのパンツ見ちゃったのか！」

　パンツが見えないようにするためか、ユズは短いスカートの裾すそを下に引っ張った。もう遅おそいけどな？

「ナイス縞パンである、お嬢じようさん！」

　あぁ、ナイス縞パンだ、ユズ。

　オレは口に出さないけど。

「うぅっ！　ナイス言うな！　恥ずかしいのだ！　それにそう言われるとパンツしかいいところがないみたいなのだ！　もっといいところはあるのだ！」

「「たとえば？」」

　なんてちょっと意地悪なセリフが七輪と被かぶった。

　分かってるじゃないか、七輪のくせに。

　これでおそらくアイツは戸と惑まどうだろう。

　その姿がかわいいんだ。かわいいに決まってる！

　なんか今は七輪もユズに興きよう味み津しん々しんって感じだから逃げ出したりしないだろう。

　それにしてもアクさえも魅み了りようするのか、この子は。

「え？　自分で言うのか？　えっと、そのぉ……えっと……待つのだ！　考える！　考えるのだ！」

　そう言ったユズはすぐに屈かがみ込み足下にいたスピーと顔をつきあわせる。

「スピー、わたしのいいところってなんなのだ？」

　ちょこんと首をかしげたスピーが少し考えたのちに吠ほえる。

「ウゥウ、ガウッ」

「トーストの焼き方が上う手まい？　それはわたしじゃなくてトースターがえらいのだ」

「ガウッワウッ」

「トーストを分けてくれる？　ってトーストばっかりなのだ！」

　ユズが頭を抱かかえて嘆なげいた。

　そういえばその犬もどきはトーストが大好きだったな。

　隙すきあらばオレの朝食を狙ねらってくるくらいには。

「ガウゥ……ワウッ！」

「おぉ！　じゃあそれで行くのだ！」

　お？　どうやら決まったようだ。ユズがスクッと立ち上がり威い勢せいよくオレを指さす。

「トーストに塗ぬるマーガリンが絶ぜつ妙みようなのだ！」

　結局トーストかっ！　っていうかお前らホントに仲いいのか！　もっと他ほかにもいいところあるでしょう、スピーさん！

「な、なんなのだっ！　見るな！　わたしを見るな！　うぅっ！　わたしはパンツとトーストだけじゃないのだ！　違うのだ！」

　必死なユズがわーわーと喚わめき、静かな校内を賑にぎやかす。

「心配するな、言われなくてもちゃんとユズのいいところは分かってるから」

　まっすぐなところとか純じゆん粋すいなところとか、超ちよう無防備……なのは正直ちょっと心配になるけど、一いつ生しよう懸けん命めいなところとか。他にもいいところはたくさんある。

「じゃあなんで『たとえば？』とか聞いたのだっ！」

「ちょっと楽しそうだったからつい」

「うぅっ……」

　恨うらめしそうにこちらを睨にらむユズ。なんか目に殺気がこもっているような？

「スピー、ゴーなのだ！」

「ワウッ！」

「ちょ、まっ！　ユズっ！　狙う相手が違っ！」

　容よう赦しやなく飛びかかってきた犬もどきがオレの顔に張り付く。

　あまりにも突とつ然ぜんのことで、オレはバランスを崩くずし背中から倒れ込んだ。

　まさかこの短時間で二度も背中を打つとは思いもしなかった。

　痛む背中をさするのはあとにしてとりあえず顔にへばり付いたスピーを引き剥はがす。

「ぷはぁっ！　正直すまんかった！」

「知らないのだ！　修輔のバカーッ！」

　さて紳しん士し的な男であるオレはこの罵ば倒とうですら萌もえに昇しよう華かできるのです。

　なかなか聞けるセリフじゃないですよ。

　美少女の「バカーッ」なんて。

　今は噛かみしめておきましょう。

「ぬぅう、結局俺は蚊か帳やの外……お前達なんか祝ってやる！　一生幸せにしてろっ！」

　完全に部外者と化していた七輪が騒さわぎ始める。

　にしてもコイツ実はいいヤツなんじゃ……萌えの心は理解してるし。

　なんて油断した矢先のことだった。

　七輪は頭に載のっていた網あみをずらすと中から一本の木炭を取り出す。

　本当に七輪の中に入っていたのかと疑いたくなる長さ。

「嘘うそだよっ！　くらえっ！」

「撤てつ回かい早いっ！」

　木炭を振ふりかぶったかと思うと、オレの頭めがけて容赦なく振り下ろす。

　スピーを抱だきかかえたまま文字通り飛び起きる。木炭の先がオレの髪かみに触ふれた。

「誰だれが祝うものか！　大人しくやられていればいいものを！」

「そう簡単にやられるかよ！」

　オレは抱え込んだスピーを地面に降ろすと腰こしに帯びた脇わき差ざしを抜ぬき身構えた。

　正直なところを言うと、なんとなくこの七輪とはやり合わずに済むんじゃないかなぁなんて甘いことを思っていた。

　けれど結局はこうなった。

　やっぱり相手はアクでオレは掬すくい人。

　そこはどうしようもないのかもしれない。

「もう修輔！　早くこの七輪を倒たおしちゃうのだ！　わたしの飛び蹴りをお見み舞まいしてやりたいのだ！」

　両手を振り上げ勇むユズをオレはとりあえず落ち着かせる。

「やめとけ、またジャンプするとパンツ見られるぞ」

「なっ！」

　どうやら飛び蹴りでもスカートがめくれることに気づいたらしい──っていうか普ふ通つうやる前に気づきそうなもんだが──ユズは恥ずかしそうにスカートを押さえる。

「余計なことを言うな少年！　さぁどんとくるんだお嬢さん！」

　欲よく望ぼうに忠実な七輪は両手を広げかかってこいと言う。

　バカだな、こいつ。オレが言うのもなんだけど。

　っていうか普ふ段だんオレあんな感じなのかな、ちょっと自重……できたらいいなぁ。萌えを前にするとちょっと自分を見失うからあまり自信がない。

「もーっ！　スピー、代わりに倒して欲しいのだ！」

「ガァアアアアッ！」

　スピーの咆ほう吼こうが校舎にぶつかる。

　オレの足下にいたスピーは七輪の元まで一挙動で詰つめ寄り、七輪に牙きばを向ける。

「余よ裕ゆうさ、犬っころ！」

　それを七輪は高々と飛び上がることで躱かわしてみせた。

　スピーの顎あごが空を噛む。けれど問題はない。

　むしろこれでいいんだ。

　スピーが動いた直後、オレも脇差を振りかぶり間合いを詰めていたんだから。

「くらえっ！」

　七輪の真横を通り過ぎる。

　その刹せつ那なオレは握にぎっていた脇差を振るった。

「ぐはぁっ！」

　響ひびく甲かん高だかい音。

　七輪の側面が欠け、ヒビが入る。

　空中では踏ふん張ることもできず何も抵てい抗こうできないまま七輪は吹ふっ飛ばされ、ガチャンッと音を立てて落下した。

　いくつもの破は片へんが飛び散り、蜘く蛛もの巣すのように七輪の体にヒビが走る。

「一いち撃げきでボロボロだな。陶とう器きだから仕方ないんだろうけど」

　オレは転がった七輪に近づいた。

「まだだ！」

　威勢よく七輪が立ち上がり、オレは歩みを止め身構える。

　まだ動くのか、コイツ。

「見るがいい！　必殺！」

　バッと膝ひざを折り、両手を地につけ七輪が顔を伏ふせた。

　えーっと、これはどう見ても……

「土ど下げ座ざ？」

　土下座されてもなぁ。見み逃のがすわけにはいかないし。

「馬ば鹿かめ！　かかったな！」

　七輪が頭に載っていた網をずらすと、中に詰まった木炭の姿が目に入る。真っ赤に色づいた木炭の姿が。

　直感的に感じたイヤな予感。

　退くかっ？　いや退いたら事態は悪化する。

「くらうがいいっ！　我が炎ほのお！」

　七輪が叫さけぶと同時に、覗のぞいていた木炭が激しく燃えさかり、こちらに向かって吹き出してくる。

「女の子といちゃつくヤツは燃えるがいい！」

　笑う七輪。

　しかしその声はすぐに驚きよう嘆たんに変わる。

「やなこったっ！」

「なっ！」

　炎をくぐり、突つき出される刃やいば。

　容赦なく七輪の中へと刺ささり真っ赤に燃える木炭をことごとく貫つらぬき砕くだいた。

　真っ赤に染まった木片が飛び散り、闇やみを仄ほのかに照らす蛍ほたるのように舞まってはゆっくりと落ちていく。

　ガツッという音がして、七輪がゴロゴロと転がっていった。

　どうやら底にまで刺さったようだ。

　転がったあとに赤く染まった木片が線を引く。

　悩なやんだら前へ。

　そうすることで体が炎に包み込まれる前に、火の発生源である木炭を破は壊かいした。

　たぶん退いてたら今いま頃ごろ黒こげだ。

　かといって無傷というわけでもない。頬ほおや手がひりひりと痛む。

　服のところどころは微び妙みように燃えている。

　オレはその炎をパンパンと叩たたいて消し止めた。

「俺の……体が……」

　ふらふらと立ち上がった七輪がヒビの入った自分の体を押さえる。

　奥の手も尽つきた七輪に、もう抵抗する気力はなさそうだ。

「さてと、そろそろ終わりだな」

　脇差を逆手に握り高々と振りかざす、あとはこれを足下の七輪に突き立てるだけ。

　だけなんだけど、なんだろう、変にわかり合えちゃった部分があったせいか少し躊ちゆう躇ちよする。

　ほんとに倒すしかないのか？　ユズとスピーがああやって仲良くできているんだ。

　もしかしたら分かり合えるかもしれないじゃないか。

「…………」

　そうためらった瞬しゆん間かんだった。

　不意に感じた悪お寒かん。

　外気の肌はだ寒ざむさとは違ちがう、背筋に走った寒気。

　背中を何かが這はいずり回った時のように、腰から首筋へと駆かけ抜ける。

　オレは身み震ぶるいしながらも掲かかげた脇差を降ろし、前方に集中した。

　何かが来る……




「修輔！　前！」

　あぁ、分かってるよ！

　ユズの声より少し早く、ボウっと何かが光を放っていた。オレはそれをしっかりと見ていた。

　頭で考えるよりも早く、オレはその場から飛び退のき離はなれた位置まで駆け出す。

　これはマズそうだっ！

「光こう撃げき！　光こう芒ぼう一いつ閃せん！」

　闇に溶とけることなくまっすぐと響いてきた少女の声。

　その声が契けい機きとなって光を放っていた何かが横一文字に動き、真夜中に走る車のテールライトみたいに尾おを引いた。

　一瞬流れ星を思い出し、キレイだなんて思った。

　けれどその感想は一瞬で砕かれる。

　尾を引いた光は消えずに残った。

　残ったどころか、空気を切り裂さく音を校舎に反はん響きようさせながら、ものすごい速さで薄うすい半月状の光となって七輪目がけて飛んでくる。

　七輪にはもう躱す力は残っていない。

「うわぁあああああああああっ！」

　七輪の断だん末まつ魔まはすぐにドガッ！　という地面をえぐる音にかき消される。

「七輪っ！」

　思わず叫ぶ。

　けれど半月状の光に襲おそわれた七輪は砕け、えぐり取られたアスファルトの破片に混ざって消えた。

「なんだ……これ？」

　そう漏もらした時には光は収束し、深い亀き裂れつの入った地面だけが残された。

「修輔！　大だい丈じよう夫ぶか！　なんだったのだ、今のは！」

「分からない……けど七輪が……」

　面おも白しろい奴やつだったのに……

　オレと同じように萌もえを追い求めていたヤツだったし、もしかしたら分かり合えるかもと思ったんだが……。

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむオレ達の前に現れたのは子供。

　ユズよりも小さな、小学生くらいの二人の子供だった。

「ガウッ！　ガウッ！」

　唐とう突とつにほえ始めるスピー。

　なんだ？　もう七輪はいなくなったっていうのに。

　それともまだ死んでなかったのか？

「スピー、しーっなのだ！　もう七輪は倒たおしたのだ！」

　ユズがスピーにしーっと言いながら人差し指を立てるが、スピーはお構いなしで吠ほえ続ける。

　そんなスピーに目もくれず、二人の子供は抉えぐれたアスファルトの前でしゃがみ込んだ。

「あった！　見るのじゃアイ！　今こ宵よいは壊こわさず倒せたのじゃ！　褒ほめろ褒めろ！」

　あぁ、やっぱり死んだか……七輪。なんか残念だ。

　けど相手はアク。仕方ないんだよな。

　七輪がいた場所から白い玉を拾い上げた少女が、キャッキャと闇の中輝かがやくように笑った。

　やけに時代がかった口調には似合わない、さらさらとした長く柔やわらかそうな金色の髪かみ。

　ただでさえあどけない顔つきなのに、その髪かみ型がたも相まってより一層幼く見えた。華きや奢しやな体は厚手のカーディガンに包まれている。

「よかったね、ココロ。やればできるね」

　アイと呼ばれた少年は少女──ココロ？──とは違い穏おだやかに優やさしく微笑ほほえみ、ココロを撫なでた。

　少年は少女と同じ髪色だけど、長さは圧あつ倒とう的てきに短くて耳にかかる程度。

　顔は美少年と呼ぶに相応ふさわしいほど端たん整せいで繊せん細さい。

　顔に似合わない長めの黒いコートで体を覆おおっている。

　それにしてもこの二人顔立ちがそっくりだ。

　これで髪型と服装が同じなら見分けはつかなかっただろう。

　けれどオレの目はそれよりも別のものに引かれる。

　手に握にぎられた到とう底てい子供が持つには似つかわしくないもの。

　少年の握っているものは月明かりを反射し怪あやしく光る西洋剣けん。

　少女が握っているものは闇に溶け込みそうなほど真っ黒に染まった日本刀。

　まさかとは思うけどさっきの技わざはこの二人がしたのか？

　となると、この子たちは同業者……なんだよな？

「ウゥウウッ！　ガウッ！」

　相も変わらずスピーが吠える。なんでこんなに興奮してんだ？　変なスピーだ。

「だから、しーっなのだ！　スピー！」
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「……アイ、あれはアクかのぉ？　なぜ掬すくい人とアクが一いつ緒しよにおるんじゃ？」

「あのアクに操あやつられてるから……かな？」

「ふむ……なら」

　ココロが手に握った刀の切っ先をこちらに向け、こちらに向かって微笑みかけた。

「まとめて倒してしまうのじゃ！　腕うでが鳴るのじゃ！」

「ガァアアアアアッ！」

「スピーダメなのだ！　そいつらはアクじゃ……」

　ユズの制止の声を聞かず、咆吼をあげながらスピーはアイに飛びかかる。

「わわっ！　僕の方に来たよ！」

　その言葉とは裏腹にアイはいとも容易たやすく身をひねりスピーをやり過ごす。

「じゃあ私はあちらを貰もらうのじゃ！　手を出してはならぬぞ！　アイ！」

「う、うん。がんばってね、ココロ」

　アイが剣をスピーに向ける。

「待てっ！　オレ達は……っ！」

　鋭するどい踏ふみ込み。

　それとほぼ同時に金属音が空気を震ふるわせる。

　自分でもなんで防げたのか不思議なくらいだ。

　目の前で少女の黒い刀がオレの脇わき差ざしとぶつかり合っていた。

　お互たがいが鍔つばで刃を止めギリギリと競せり合う。

　オレの胸辺りまでしか背のない少女は、楽しそうに笑いながらオレの目を見つめてきた。その天使のような微笑みに一瞬見とれそうになる。

　ロリコンのリーダーなら一いち撃げきでやられそうだな。なんて余計なことまで考え始める。

　少女の行動と表情の差にどうやら頭がついていけていない。

　っていうか、なんでオレ達戦ってんの？

「ほぉ！　やるではないか！　褒めてつかわす！」

「そりゃどうもっ……」

　なんだこの力。

　最近の子供は力強いのか？　そんなわけないか。

　さすがのオレだって小学生くらいの子供に力負けしたりしないはずだ。

　はずなのに、今オレたちはほぼ五分の力で競り合っていた。

　もしかすると少女は全力じゃないかもしれない。

　あの笑え顔がおを見てしまうとそうとすら思えた。

「修輔！　わたしリーダーに連れん絡らくしてくるのだ！」

「あぁ、頼たのんだ！」

　この戦いがどうなるかわからない以上、リーダーに来てもらった方がいいだろう。

　なにより戦線をユズが離れてくれるのはありがたい。

　これでユズに危害が及およぶことはなくなっただろう。

　あとは、さっさと戦いを切り上げるか、リーダーが来るのを待つかのどちらかだ。

　幸い少年の方はスピーが相手してくれている。

　飛び上がったスピーが弾だん丸がんのようにアイに向かって体当たりする。

「うわっ！　危ないなぁ、もう！」

　やはりそのセリフとは裏腹に顔には笑えみを浮うかべ攻こう撃げきを避よける。そしてすれ違い様にアイは剣を振ふり上げた。

　ギンッと短く響ひびく音。

　アイの剣をスピーは爪つめで弾はじく。

　スピーってけっこう戦えたのか。かわいいイメージしかなかった。

「ふむ、見くびられたものじゃ。よそ見なぞしおって、もう！」

　不意に競り合っていた少女がオレの刀を受け流す。

　思い切り押し込んでいたためにオレの体は崩くずれ、前のめりになった。

「しまっ──」

　振り上げられる黒い刃やいば。

　襲い来る凶きよう刃じん。

　まずいっ！　斬きられるっ！

　地面を踏みしめ、思い切り力を入れてとにかく上半身を引き起こす。

　切っ先がオレの胸をかすめ、服を裂いた。

　チクッとした痛みに思わず冷ひや汗あせをかく。

「あっぶねぇえ！」

「まっだまっだじゃあ！」

　なんでこんな楽しそうなの、この子！

　刃を返し、下から上へと素す早ばやく黒刀が振り上げられる。

　相当の重さである刀は振り下ろし後、隙すきができる。

　にもかかわらずこの斬り返しの速さは尋じん常じようじゃない。

　や、ら、れ、る、かぁあああっ！

　切り上げられる刀に脇差を叩たたきつける。

「おぉ、よく受けたのじゃ！　でも……」

　ココロの口元がつりあがる。

　なんだろう、既き視し感かん。

　なーんか稽けい古こ中にもこんな感覚を味わったような。

「足元がお留守じゃ！」

　あぁ、そういやリーダーもおんなじこと言ってたっけ？

　がっ！　とココロの片足がオレの出足を絡からめとる。

　直後バランスを崩し、視界いっぱいに映りこむ夜空。

「いっ！」

　ドシンと音をたて、またも仰あお向むけに倒れこむ。

　けれど、さっきと違ちがってのんびり転がっているわけにもいかない。

　夜空と共に映るココロが、黒刀の切っ先をオレに向け振り上げていた。

　貫つらぬかれるっ！　やられてたまるか！

　すぐ体を捻ひねって横に転がる。

　鈍にぶい音が頭の横で聞こえてくる。

　間かん一いつ髪ぱつとはまさにこのことだ。

　すぐに立ち上がって脇差を握りなおす。

「……あれ？」

　てっきりまたすぐに斬りかかってくるものだと思ったんだけど……

　なんだろう？　地面に刀を突つき立て……いや刺ささってないな、あれ。

　さすがにアスファルトには刺さらないよな。

　ココロは刀を地面に立てたまま、なんだかわなわなと震えている。

「うわぁあああん！　アイ！　切っ先がかけたのじゃあああ！」

　かと思ったら泣き出した。

「ごめん、ココロ。今僕忙いそがしいんだよ」

　その言葉と同時にアイがスピーに突きを放つ。

「ワウッ！」

　スピーはその突きを飛び上がることで避けたかと思うと、剣の上に乗りアイの右みぎ腕うでを駆かけ上がる。

「ガァアアアッ！」

　大きく口を開きスピーが牙きばを剥むく。

　そのまま首元へと一直線に走るもアイは空いた左手でスピーを叩き落した。

「うぅっ……うぐっ……いいのじゃ、ちょっと欠けただけなのじゃ……ぐす」

　どうやらアイは構ってくれないと思ったのか、ココロは自分に言い聞かせるようにそうつぶやくと刀を握り直した。

　けどまさか泣き出すとはなぁ、やっぱ中身は子供なんだな。

　一応謝っとこうか……オレが避けたから欠けちゃったんだし。いや避けないと死んでたんだけども。

「えっと……ごめんな？」

　ごしごしと涙なみだを拭ぬぐったココロが、じっとオレを睨にらんだあと肩かたを落とす。

「……いいのじゃ。避けられなかったら欠けなかったのにとか思ってないのじゃ」

　思ってるんだな。

「それにしても変なヤツじゃのぉ……なぜ戦ってる相手を気き遣づかうのじゃ」

　そう言ったココロは黒刀の切っ先を自分の後方へと向け、大きく体をひねって振りかぶった。

　なんだ？　刀を体で隠かくしている？

「甘さは、戦いの邪じや魔まにしかならぬぞ？」

「仕方ないだろ、それは性しよう分ぶんなんだよ」

「ふふっ、変なヤツじゃ……まぁよい、これをくらってもそう言ってられるかのぉ。光こう撃げき！　光こう芒ぼう一いつ閃せん！」

　力強く振るわれる刀。

　真っ黒な刀身からまばゆいほどの光を放っている。

　さっきオレが見たのはこれだっ！

　やはりその光は刀の軌き跡せきを辿たどるように尾おを引いた。

　横よこ薙なぎにされた刀から半月状の光が飛んでくる。

　オレに向かって、すさまじいスピードで。

　さっきと変わらず冷えた空気を切り裂さきながら、まっすぐに。

　とっさに脇差で受け止める。

　今日、何度目になるか分からない金属音。

　そして車に正面衝しよう突とつされたかのような強い衝しよう撃げきが脇差を通り抜ぬけ体を打つ。

　体の疲ひ労ろう感かんなんか気にしていられないほどの力。

　なんだ……これっ！　受け、きれないっ……！

「うあぁああっ！」

　三秒も持たずに光の束を受け止めたオレの体は飛ばされ、地面の上を滑すべっていく。

　オレをはじき飛ばした光の斬撃は勢いを削そぐことはなかった。

　ズガッ！

　鈍い音がして、直後にガラガラと崩れる音。

　仰向けになったまま音のした方を眺ながめると学校を囲むコンクリートの壁かべがえぐれていた。

　今ではパラパラと瓦が礫れきの破は片へんが落ちている。

　一気に全身から血の気が引く。

　外気の肌はだ寒ざむさを思い出したみたいに鳥肌が立つ。

　今までオレが見てきた技の中でも圧あつ倒とう的てきにヤバイ。

　くそっ、のんびりなんかしていられないっ！　早く立たないと……

「っつ……」

　立ち上がろうとすると、コンクリートの上を転がったせいか体の至るところに痛みが走った。

　肩や肘ひじ、腕うで、手の甲こうや膝ひざはすりむいている。

　ボロボロじゃないか、オレ。

　そりゃそうだよな、コンクリートを砕くだく力なんだ、無事な方がどうかしてる。

　腕は痺しびれ、足は重い。本当、こいつら何だって突然襲おそってきたんだ。

　腹のそこからは中身をぶちまけようと何かが込こみ上げてくるような感覚。

　呼吸は乱れ、バクバクと心臓が胸を叩いている。

　オレはこの感覚の正体を知っている。

　──恐きよう怖ふだ。

　あぁ、びびってるな、オレ。

　このまま寝ねていたいなんて思ってる。

　斬られて吹ふっ飛ばされれば誰だれだってそう思うだろう？　けど……

「まだ……まだっ！」

　脇わき差ざしを握にぎり直し、しっかりと身構える。




　どんなに痛くてもどんなに怖こわくても、オレはもう二度と這はいつくばったままなんてゴメンだっ！

　動けなくなるまで、何度でも立ち上がる！

　もう二度と、オレは逃にげることを考えない！

　もう二度と、弱さを見せない！




　大きく息を吐はき、大きく吸い込む。そうしてどうにか平静を取り戻もどす。

「ふむ……立つか。甘いだけ……でもないということかのぉ」

　そんなオレの姿を少女はまじまじと見つめていた。

「なぜじゃ……？」

「？」

　不意に少女の声がワントーン下がりどことなく笑顔に影かげが落ちた。

　握られていた黒刀の切っ先が地面に触ふれる。

「おぬしはなぜ戦う？」

「……え？」

　今までとは違った寂さびしそうな声にオレは思わず聞き返してしまう。

「なぜ戦うのかと聞いておるのじゃ。アクが憎にくいか？」

　単純な好こう奇き心しんなんかではない。この少女は真しん剣けんにオレが戦う理由を聞いている。

　まっすぐとオレを見つめる視線、明るさのなくなった声から、そう思った。

「別に……特に戦う理由もないさ。憎いとも思ったことはないし」

　それだけ返して、オレはまた深く呼吸する。

　唐とう突とつに掬すくい人になった上に、まだ日にちも経たっていないオレは、明確な理由を持って戦っているわけではない。

　そうだな、強しいて言うなら『弱い自分を変えるため』だけど……それは掬い人をしなくても変えられることだから。

「ほんに変なヤツじゃのぉ、初めてはっきり理由はないと言われたのじゃ」

「まぁまだ新米だからな……おいおい見つけるさ」

「理由もないのに立ち上がり、強いわけでもないのに敵に甘い。ふふっ、変な掬い人もいたもんじゃ。少し興味を持ったのじゃ」

　再びココロが刀を大きく振ふりかぶった。

　それを見て悟さとる、話は終わりだ。

「しかしの……」

　少女の背中にある闇やみの中で何かが光を放つ。

　何か、じゃないな間ま違ちがいなくあの黒い刀だ。

「勝負故ゆえ、斬きらねばならぬ。すまぬの、私はおぬしほど甘くはないのじゃ」

「ちっ……」

　もう一いち撃げき来るっ……

　オレは歩ほ幅はばを開き、両手で脇差をしっかりと握る。

　もう一度あの砲ほう弾だんのような衝撃をオレは耐たえ切らなくちゃいけない。

　肌寒い外気など忘れ、手のひらにじっとりと汗あせをかくのがわかる。

　腹の奥底から込み上げる不安感はオレの足を震ふるえさせた。

「参るっ！　光こう撃げきっ！」




　──来るっ！




　オレが全身を強ばらせたその瞬しゆん間かん、足音と共に後ろからユズが飛び出した。

「やめるのだっ！　わたしたちは味方なのだっ！」

「バカユズっ！」

　戻ってきたそうそう飛び出すなよなっ！

　両手を広げオレの前に立ちはだかったユズの肩を鷲わし掴づかみ即そく座ざにオレは背中に隠した。

　当然そうなると脇差を握っているのは右手一本。

　これでは弾はじくことすらできないっ！　けど、ユズだけはっ！




「……？」

　結論から言うと、襲おそい来るはずだった光の斬撃は来なかった。

　ココロの刀は振るわれず、捻ひねっていた体もいつの間にかこちらを向いている。

「味方……？　誰がじゃ？」

「わたしたちがなのだ！　同じ掬い人なのに、なんで戦わないといけないのだ！」

「それくらい知っておるのじゃ！　おぬしらが操あやつられた掬い人だということくらい！」

「操られてなんかないのだ！　スピーはそんなことしないのだ！」

「……む？　操られておらぬのか？」

　少女の見開いた目がオレとユズを同時に映す。

「そうなのだっ！」

　ユズの言葉にココロが黙だまり込んだ。

　だらんと手を下ろし少女の体とは不ふ釣つり合いな黒い刀の切っ先が地面に触れる。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのこと、次の瞬間には楽しげな表情を浮うかべ少年の方に向き直った。

「あはははははっ！　アイっ！　大変じゃ！　勘かん違ちがいしておる！」

「どうしたんだい？」

　スピーの爪つめをかいくぐったアイは跳とぶようにして、スピーから離はなれココロの近くにやってくる。

「スピー！　やめるのだっ！」

　少し怒おこったようなユズの声に追いかけようとしていたスピーの体が固まる。

　けれどスピーは決してアイから視線を外さず、睨にらんだまま「グルルルルッ」と唸うなり続けた。

「聞くがよい、アイ。どうやらこの者たち操られてはおらぬようじゃ」

「え、え？　操られてないの？　じゃあなんで」

「勘違いじゃ勘違い！　アハハハハッ！」

　お腹を抱かかえてアハハハッとココロが笑う。

「ふふ、そっか勘違いなんだ。面おも白しろいね」

　面白くねぇよ！　どこに面白い要素があるんだよ！　と、叫さけび出しそうになるのを堪こらえる。

　なんなんだ本当にこの子供達は。

　だいたいこんな子供ですら掬い人やってることに驚おどろきだよ。

「で、でもさ」

　アイの澄すんだ瞳ひとみがオレにまっすぐに向けられる。

　澄み切っていてどこか冷たくすら感じる瞳。

「じゃあなんで掬い人がアクと一いつ緒しよにいるの？」

「スピーはアクだけどわたしの大事な友達なのだっ！」

「ふむ、変な話じゃのう。何な故ぜ大事な友達などと言えるのか理解できぬ。アクと掬い人は敵対しておるのに」

「でもスピーは違うのだ！　今日はお前達に襲いかかっちゃったけど……いつもはちゃんとわたしの言うこと聞いてくれるのだ！」

　双ふた子ごは揃そろっていつのまにかオレの隣となりに立っていたユズを見つめる。

　一体何を考えているのかはわからない。

　ただ確実にユズの言葉はあの双子に届いている。

　オレは深く息を吐いて反応を待った。

　この弛し緩かんした雰ふん囲い気きならきっと戦いは終わるはず。

　けれどなぜか空気の読めないスピーだけがまた吠ほえ始め飛びかかろうとした。

「もう！　どうしちゃったのだ、スピー！　なんで今日は言うこと聞いてくれないのだ！」

　そんなスピーの体をユズは抱だきかかえて抑おさえ付ける。

　それを見ていたココロが口を開いた。

「……普ふ通つう、人とアクは相あい容いれぬもの、それを今日まで仲良くしていたなぞ、奇き跡せきみたいなものじゃ」

「そんなことないのだ！　スピーとは仲良しなのだ！」

「今までは、じゃ。いや、わたしが言いたいのはそこじゃなくての。アクは時に本能に支配されるのじゃ。もしかしたらそのアクが言うことを聞かぬのはその兆候やも知れぬぞ？　明日あしたにはおぬしらに襲いかかるやも知れぬ。それでもおぬしはそのアクと仲良くすると申すか？」

　それを聞いたユズが少しうつむき、唸るスピーを見つめる。

　スピーの暴走？　それで今ユズの言葉を聞かないのか？

　けどあのスピーが暴走してユズを襲う姿なんて想像もできない。

　それくらい仲良しなんだ。だから絶対、ユズの答えは……

「……それでもスピーはわたしの友達なのだ！」

　少し目に涙なみだを浮かべたユズがキッとココロを睨む。

　考えるまでもないユズの返事。

　ココロが微笑ほほえんだ。

「ふふっ、本当に変な者どもじゃ」

　双子がほぼ同時に握っていた凶きよう器きを鞘さやに戻した。

　それを見てオレも脇差をしまう。

「よいよい、今日は珍めずらしいモノが見れたから満足じゃ。私たちは別の場所へ向かうとするのじゃ！」

「うん……ば、ばいばい。お二人と一いつ匹ぴきさん」

「それじゃあのぉ。縁えんがあればまた会おうのぉ、変な掬い人どもよぉー」

　交こう互ごに言葉を告げた双子は静かにまっくらな街の中に溶とけていく。

　ぽつねんと残されるオレたちはただ双子が走り去ったあとを眺ながめていた。

　やっと終わったか。

　吹ふき付けた北風がオレから熱を奪うばった。

　頭も勝負の熱も急速にクールダウンされ、一挙に痛みが体を駆かけ巡めぐった。

「っつ！」

　肘ひじや膝ひざが微び妙みようにヒリヒリする。たぶん血が出てるぞ、これ。

　帰ってハルに手当てしてもらおう、いや美み雪ゆきさんがいいか？　あの豊満な胸で抱きしめてもらえたら一気に癒いえる気がするぞ。

「大だい丈じよう夫ぶか？　修輔？」

　眉まゆ毛げをハの時にしてどこか申し訳なさそうにしたユズが、オレの前に屈かがみ込んで頬ほおを撫なでた。

「ん、大丈夫だ。けど少し休ませてくれ。さすがに疲つかれたよ」

　ふっと力を抜ぬくと糸の切れた操り人形みたいにすとん、と崩くずれ尻しり餅もちをついた。

「そういやリーダーたちは？」

　結局来る前に終わったんだが。

「別のアクと戦ってるらしいのだ……」

　あぁ、それですぐ来れなかったのか。

　ふーっと深くため息をついて顔を伏ふせる。

　すると、オレの前に垂れていた二本の長い髪かみが急に視界から消えた。

「なんで！　なんで言うこと聞いてくれなかったのだ、スピー！」

　突とつ然ぜん吠ほえたユズに驚いてオレはすぐに顔を上げた。

　初めて聞いたぞ、ユズの怒ど声せいなんて。

　いやまぁオレまだこいつらに会って二週間程度だけどさ。

「ワウゥ……ガウッガウッ」

　しょんぼりとシッポを垂らしたスピーが弱々しく吠える。

　言い訳でもしてるのかな？

「そんなわけないのだ！　修輔の時だって間違ってたのだ！」

「ワウッ……」

「でもじゃないのだ！　スピーが飛びかかったから戦わなくちゃいけなくなったのだ！」

「ウゥ……ワウッ！　ワウッ！　グルルルルッ」

「分からず屋はスピーの方なのだっ！」

「おい、お前らっ！　いつっ……」

　オレは飛び上がるようにして立ち上がる。

　美少女と動物は喧けん嘩かするよりモフモフしあってくれている方が萌もえるってもんだ。

　それになにより、普ふ段だんはあんなに仲いいのに喧嘩なんかされたら見てるほうが気まずくなってくる。どっちにしろ喧嘩なんて見たくないんだ。

「喧嘩しなくてもいいじゃないか。結局誤解は解けたんだしさ」

「でもでも！　そのせいで修輔は怪け我がまでしたのだ！　だから……ごめんなさいなのだ……」

　しょんぼりとしおれたユズは力なくオレに頭を下げた。

　気のせいかいつもぴょんぴょんと跳はね回っているアホ毛までへたれている気がする。

　ユズの心と連動してるのか？

「いやいやいや！　べつに謝ることはないさ。たいした怪我じゃないし、逃にげだそうと思えば逃げ出せたんだ。でもそうせずに戦ったのは結局オレの意志だ。ユズが謝ったりすることじゃないって」

　こんなユズは初めて見たなぁ。

　どんな時でも元気いっぱい、やられても弱気な姿は見せない子なのに。

　なんとなくオレの調子も狂くるうんだよなぁ。

　なんか心配になってオレは自然とユズの頭に手をやる。

　柔やわらかでふわっとした亜あ麻ま色いろの髪の手て触ざわりのよさにちょっと驚きながらも優やさしく撫でる。

「本当に気にするな。オレはお前らが喧嘩してるのを見る方が辛つらい」

「うん……ありがとう……なのだ」

　……ダメだな。

　これくらいじゃ励はげますことはできないらしい。

　まだ弱々しく微笑んでいる。スピーまで尻尾しつぽも頭も垂れてるし。

「はぁ……」

　思わずため息。

　せっかく戦い終わったってのに、この暗い感じはいただけない。

　どうせなら明るくわいわいとしたいものだ。

　目の前でしょんぼりとしたユズを見つめながら考える。

　どうにかしてこの哀かなしそうな顔を笑え顔がおにしたい。

　やっぱり女の子は笑顔が一番だと思うんだ。

　と、なればだ。

　ここは実力行使と行きましょう。

　そう、手っ取り早く人を笑わせる必殺技わざ『くすぐり！』。

　セクハラじゃね？　っていう意見はあえて無視！

　たとえ捕つかまろうとも、美少女に笑顔をお届けするのが美少女を愛めでる会名めい誉よ会長の務め！　いくぞ！

「なぁユズ、バンザーイ」

「う？　ばんざーい、なのだ……」

　そう言って力なく両手を振ふり上げるユズ。

「いくぞー」

「へ？　何するのだ？　修輔？」

　不安そうなユズの顔。

　オレは何も言わずにユズの脇わき腹ばらに手を伸のばす。

　さぁ、くすぐり開始だっ！

「修っ！　あはははははははっ！」

　静せい寂じやくを取り戻もどしたはずの校庭に賑にぎやかな笑い声が響ひびき渡わたる。

　おぉー笑った笑った。

　なんかやってから根本的に解決してないことに気がついたけど、もう手を出しちゃったのでひたすらくすぐることにした。

「あははははっ！　やめっ！　修輔！　くすぐっちゃ！　ダメ！　あはははははっ！」

　身をよじり、でも必死にバンザイを続けるユズ。

　言われたことはしっかり守る。

　それがユズちゃんのクオリティー。

「も、もうダメなのだ！　あははははっ！　苦しい！　息が！　あははははははっ！」

　おっと、さすがに息ができなくなるまでくすぐる必要はない。

　パッとユズの脇腹から手を離はなしてくすぐるのをやめる。

　やっぱりユズは笑ってる方がいいよ。

　そっちの方がかわいいしな。

　どことなくいいことした気分になるオレ。

　でもこれってどう考えても痴ち漢かんですよね。

「はーっ、はーっ……」

　屈み込んだユズは深々と息をする。

　ちょっとやりすぎたな。

　けどまぁいいさ、オレだってユズに怒おこられるのを覚かく悟ごで笑わせたんだ。

　切腹する気構えでオレはユズからの反はん撃げきを待つ。

「はーっ……落ち着いたのだ」

　そう呟つぶやいたユズがオレの顔を見つめる。そして、

「ありがとうなのだ、修輔」

「へ？」

　まさかの感謝の言葉。

　正直一番予想外の言葉が出てきました。さすがのユズも怒るものだとばかり。

「なんかたくさん笑ったらすっきりしたのだ！」

　おぉーまさかの効果覿てき面めん。

　さっきまでのしんみりユズはどこへやら、満面の笑顔を咲さかせている。

「そうか、それならよかったよ」

　やっぱり女の子は笑顔が一番。

　いやぁ、いいことしたオレ！

「お礼をしなきゃいけないのだ！」

「いやお礼なんかいいって」

「お返しにたくさんくすぐってあげるのだ！」

「……え？」

「いくのだ、修輔！　覚悟なのだ！」

　お礼なのに覚悟っておかしくね？　と、突つっ込む前にユズの両手がオレの脇腹に触ふれる。

「ちょ、待って！　ユズ！　別にオレは笑わせなくても、あはははははははっ！」

　本当にありがたいと思っているのかどうか。

　確かく認にんしようにも笑い声しか上げられないオレは、息ができなくなるまで静かな校舎に笑い声を響かせ続けていた。








　二掬すくい目　ハルと双ふた子ごのケイドロ遊び




　バタン──戸が閉まる音で目を覚ます。

　薄うす暗ぐらい部屋の中。

　ボーっとした頭、ぼやけた視界。

「んっ……」

　もぞもぞと枕まくら元もとに置いてある携けい帯たいを手に取る。

　手に取った携帯を開くと液えき晶しようがこれでもかというほどの光を浴びせてくる。

　まぶしっ……

　目を細め、慣れるのを待つ。

　えぇっと……あぁ、まだ起きるには早い時間じゃないか。

　デジタルの時計は六時を回ったばかりだった。

　アラームが鳴る前に起きたのって久々だな。

　いつもはアラームが鳴るまで布団ふとんと仲良くしてるんだけど……

　携帯を閉じ、また枕元に放ほうり出すとゴロンっと寝ね返がえりをうった。

　そして痛む体。鈍にぶい痛みが、腕うで、足、腹を襲おそう。

「っ……」

　……ダメだ、痛みのせいか目が覚めた。

　オレは温かな楽園から這はい出る。

　いやホントこれ寒いって。

　手近にあった上着を掴つかむとそれに袖そでを通し部屋を出る。

　オレは体をこすり背中を丸めながら庭に面した回かい廊ろうを歩く。

　一歩踏ふみ出すたびにギシギシと床ゆかが音をたてる。

　ひんやりした空気。

　吐はく息は白く染まり、吸い込む空気はかぎりなく透とう明めい。

　寒い！　お日さま早く来い！

　少しずつ明るくなり始めた東の空を眺ながめる。

　今日はなんかいいことあるといいなぁ。




　たとえばさ？　ここでパジャマがわりにキャミワンピを着た深み雪ゆきさんと鉢はち合あわせるとかさ？

　ちなみに深雪さんってのは、春の暖かさを纏まとった胸の大きな優やさしいお姉さんだ。

　こげ茶色の髪かみをおさげにした清純派美少女。オレの心を一いち撃げきでかっさらっていくほどの美少女。そんな深雪さんのキャミワンピ姿。

　まぁ性格的にまず着ることはないと思うんだけども、こう偶ぐう然ぜんそれしか着るものがなくて着てたとしよう。そして深雪さんは朝を迎むかえていつも通り洗面所へ向かう。

　当然深雪さんはそんな格好なのを忘れているわけだ。

　ドギマギするオレと『変な修しゆう輔すけくん』とか言って笑う深雪さん。

　気づいた時には途と端たんに真っ赤になって腕で体を隠かくすだろう。

　で、必死に深雪さんは『こ、これはたまたま着る物がなくて！』とか言うんだ。かわいい人だなぁ。

　最後に『でも……見られたのが修輔君でよかったです』なんて言われた日には死んでもいいな。

「あら？　修輔君。今日は早いんですね」

　前の方から美雪さんの声。

　噂うわさをすれば……ってちょっと違ちがうか。

　とりあえずニヤけていた頬ほおを引き締しめる。

　深雪さんにだらしない顔見せたくないからな！

「そうなんですよ、今日は珍めずらしく目が覚め……」

「？　どうしました？　修輔君」

　さらさらしたこげ茶の髪を下ろしたその姿は寝起きで間違いない。

　そしてなにより、オレの目を釘くぎ付づけにしたのはそのパジャマ。薄うすいピンク色したこれまた薄い下着のような服。まさかの妄もう想そう実現。

　誰だれが深雪さんのこんな姿を想像できただろうか！

　おぉ、神よ。私の願いを聞いてくださったのですね。

　思わず合がつ掌しようしたくなる衝しよう動どうを抑おさえる。

　はち切れんばかりのお胸がその薄い布を押し上げ、小高い丘おかを作っている。布越ごしにも分かるその重量感。たまらん！　たまらんぞ、これ！

　さらにさらに、さっきからちらりと覗のぞくおへそがまたなんとも。これは目に焼き付けるしかないでしょう！

「えっと……どうかしました？」

　おや？　これはもしかしてオレの想像通り深雪さん自分の格好に気づいていないのか？　あり得る。深雪さんならあり得る。なら今はそれを思い出され──パンッパンッ──ないことに……ん？　なんか変なノイズが入ったぞ。

　布を伸ばした時になるような音だったな。

　ノイズに現実へと引き戻されたオレは辺りを窺うかがう。

「なんだ？」

「あっちの方から聞こえましたね」

「そうですね」

　こんな朝早くから誰だ？

　しっかりと庭を眺めると、なにやらぼーっと光を放つ物体が、庭の開けた場所にある物もの干ほし竿ざおの近くに見えた。

　その近くで今となっては見慣れた白はく髪はつが目に留まる。

　ひょろ長い体をした青年。

　いつも笑顔を絶やさない、オレが住むこの竜りゆう庵あん荘そうの主にして掬い人の集団「シューティングスター」のリーダー。伊い吹ぶき白しろ。オレと同じ萌もえを愛めでる会の会員第一号だ。

「リーダー、何して……ん？」

　オレと深雪さんは回廊から近寄り話しかけようとして固まる。

　寒いからかストーブを置いて洗せん濯たく物ものを干しているっぽいんだけど……あれって……

「ふむ、次はスパッツさね」

　えーっと？　なんでこんな日も出てない時間から洗せん濯たくしてんの？

　しかもスパッツオンリーじゃん。

　次はっていうかずっとスパッツだったんでしょう？　ねぇねぇ。

　パンパンとしわを伸のばしてから丁てい寧ねいにスパッツを干していく。

　なるほど、さっきの音はこれか。

　ずらっと並んだスパッツたち。

　爽さわやかな笑顔とは一いつ切さい似合わないこの光景。

　ちょっと怖こわいんだけどこの人。

　なんなの？　一体なんなの？

「あれ？　なんか一枚足りない気がするのぜ……八着しかなかったっけ？」

　八着もあれば十分すぎますよ、リーダー……

　ガクっと肩かたを落とすオレと、ちょっと表情の引きつっている深雪さんにリーダーが気づいた。

「ん？　おぉ二人とも！　早起きだねぇ」

「お、おはようございます。白……」

「おはようリーダー。早さつ速そくだけど、聞いていい？」

「どうしたんだい？　好きな萌え要素とか？　幼女一択たくだぜよ。いやあとスパッツも好きなのぜ」

「そう、そのスパッツについて聞きたいんだ」

「スパッツについて？　語ってもいいのかい？　スパッツについて語ってもいいのかい！」

　おや？　リーダーのテンションが跳はね上がった。これは聞くと長くなりそうな……

「いやいいです。遠えん慮りよします」

「スパッツはいいのぜ、修ちん！　なによりあのピタッとした感じ！　その子の足のラインがでるのぜ！　おまけにその伸しん縮しゆく性のおかげでしまって見える！　それだけでスパッツがどれだけすばらしいものかお分かりいただけると思うのだが、さらに言うなればあの生地の肌はだ触ざわり！　人肌では味わえ「スト─────ップ！」」

　さすがにこれ以上は人としてマズイと思う！

「そんなの聞いても仕方ない、っていうかもうなんて言っていいのかわからん！」

「さすが白って感じですね……」

　さすが、っていう割には深雪さんの視線が冷たいのは気のせいか？

「スパッツの良さじゃなくてさ、なんでこんな時間から洗濯してるのかを聞きたかったんだ。まだ日も出てない朝なのに。しかもスパッツばっかり」

「オイラをスパッツだけの男と思うな、修ちん！　次からはコスプレ衣い装しようのターンなのぜ！」

「いらない！　そんなターンいらない！」

「いやなに、今日昼忙いそがしいし洗濯できる時に干しておこうと思っただけなのぜ」

　こちらを見て微笑ほほえんだかと思うと、リーダーはまた洗濯物干しの続きを始める。

　出てきたのはいつぞや見たバニーさんの衣装。こんな形で再会しようとは。

「あ、あとオイラも聞きたかったんだけど深雪その……」

　とまで言ってリーダーと目が合った。

　男たちは目で語り合う。

　──しまった。すまん修ちん、あれは気づいてないんだな。

　──そう！　寒いしすぐ気づくかと思ったけど全然気づかないんだ！

　──深雪のあんな姿なかなか拝めないからな、このまま気づかれないことを祈いのろう。

「えっと……なんですか？　白？」

「あー、ごめん、深雪じゃなくて修ちんに聞きたかったんだ。体は大だい丈じよう夫ぶなのかい？　派手にやられたみたいだけど」

　結構無理やり！　いやけど気づかれてない？　なら問題ないんだけど。

「あぁ、動くと痛むけど、別に問題はないよ」

「いやぁ、すまないねぇ、ユズちんから連れん絡らくあったんだけど昨日はみんな手が空いてなくてねぇ」

　そういやユズもそんなこと言ってたな。

「昨日はみんな戦ってたんだな」

「そーそー、ねぇ深雪」

「えぇ、珍しく全員がそれなりに大きいのと出会ってたんですよ」

「あぁ、そりゃー忙しいわけだ」

　オレ達が戦ってたのは掬すくい人なわけだし、そりゃー応おう援えんも遅おくれるよな。

　ってことはユズの戻もどりが遅おそかったのも、ハルに電話して指示を待ってたからかな？

「にしても子供の掬い人なんているんだなぁ」

「んー数は少ないけどねぇ。オイラだって小さい時から祖じ父いさんについて回ってたくらいだし。とはいえこの区域に子供の掬い人がいるなんて知らなかったなぁ。まぁきっちり全員把は握あくできてるわけじゃないからそういうこともあるんさね」

「まさか戦うなんて思いもしなかったよ」

「あり？　襲おそわれたのかい？」

「そうそう、なんかスピーに操あやつられてるんじゃーとか言い出してさ」

「あーなるほど。それなら納なつ得とくなのぜ。そっかぁ、やっぱそろそろ修ちんも武器を持つべきかなぁ……」

　あれ？　なんか納得してるな。

　ってことは本当にアクに操られる掬い人とかいたりするのか？

「本当にそういうことがあったりするのか？」

「あるよぉ、たまにあるよぉ。仲間だと思ったら実は操られてる掬い人じゃん！　やべぇ！　みたいな」

「本当に稀まれな話ですけどね？　私もまだ出会ったことありませんし」

「オイラは小さい時に一回じっちゃと見つけたなぁ。いやぁ取り押さえるの苦労した。ちなみにアクに籠ろう絡らくされることを業界用語で『アク落ち』と言うのぜ」

「アク落ち……じゃあ可能性としてスピーもそういうことをしたりすることがあるかもしれないのか？」

　昨日のあいつらの話じゃ、スピーは暴走するかもしれないって話だ。その暴走の内にアク落ちも入っているとしたら……

　そのときは最悪、スピーだけじゃなくユズまでもが敵になるってことじゃないのか？

「んーそれなんだけどね？　スピーは絶対にそんなことしないのぜよ」

「……へ？　絶対に？」

　スピーだってアクなのに絶対？　なんでそう言いきれるんだろう。

「えぇ、絶対にありません。ユズちゃんがいればスピーが誰かをアク落ちさせるなんてあり得ません」

　けどそのユズがいてもスピーは昨日ユズの声も聞かず突つっ走ってたんだけど……

「ユズちゃんが生きている限り、スピーだけは絶対に安全なアクなんです。だから昨日は私スピーと一いつ緒しよに寝ねましたし」

「なっ！　深雪さんがスピーと？　正直うらやましいんですが……いやいやいや口にしちゃだめだ、オレ」

　でもうらやましい。

　スピーは深雪さんの豊満な胸に顔を埋うめて眠ねむっていたのか？

　そうなのか？　くっそぉ、オレだって抱だきしめられながら寝たいのに……

「でもなんで深雪さんがスピーと？」

「なんかユズちゃんが言うにはスピー、今日はユズちゃんと一緒に寝たくないって言い張ったみたいで」

　原因はたぶん、昨日のあれだな……ユズに怒おこられてふて腐くされてるんだろう。

「……あれ？　ってことはユズは一人で寝てたのか」

「そうなるねぇ」

　リーダーが巫み女こ服片手に少し顔を伏ふせる。っていうかなんで巫女服まで……

　本当になんでもありそうだな、この人のコスプレコレクション。

「寂さびしがり屋さんだから泣いてたりしないか心配だったのぜ。ハルを派は遣けんしたけど大丈夫って言われちゃったらしいしねぇ」

「……そうか」

　なんか心配だなぁ。

　あんな仲良しなのに、まさかこんなことになるなんて思いもしなかった。

　早く仲直りできるといいんだけど。

「まぁ、とりあえず今は様子見しかできないのぜ」

　そう言ってリーダーが最後のコスプレ衣装を干した時、ユズの部屋の扉とびらが開いた。

「あ、修輔とリーダー、深雪！　おはようなのだ！」

　早くも制服に身を包んだユズが片手を上げスキップするようにしてオレたちの方に近づいてくる。

　見た感じはいつも通りのユズだ。ユズなんだけど……

　無理に明るく振ふる舞まってるような気がするのはオレの思い込みなのかどうか。

「あぁ、おはようユズ」

「ユズちん、おはよー。よく眠れたかい？」

　ユズの挙動が一いつ瞬しゆん止まる。が、すぐにいつもどおりの表情を見せる。

「ぐ、ぐっすりだったのだ！　別にわたし一人だってちゃんと寝れるのだ！　スピーいなくても全然平気なのだ！　わたしにはガラパゴス諸島から来たクマさんがついてるのだ！」

　なんだガラパゴス諸島帰りのクマって。

　そもそもあそこにクマっているのか？

「あ、そのクマってこの前私があげたぬいぐるみのクマですか？」

「そうなのだ！　あの子を抱だいて寝たのだ！」

「あーあれだねぇ、オイラがガラパゴス諸島からお越こしのって設定をつけたクマ」

　だからなんでガラパゴス。

　にしてもユズは普ふ段だんスピーを抱きしめて寝てるのか？　ちょっとその光景を想像してみる。

　うむ、なかなかに良きかな良きかな。

　で、昨日はクマのぬいぐるみだったと。

　オレは大きなクマのぬいぐるみに抱きついてすやすやと眠るユズの姿を想像する。

　……うん、カワイイから正義だな。

　高校生なのに、とかいう無ぶ粋すいなツッコミはしませんとも。

　是ぜ非ひ写真に収めたい光景じゃないか。

「いいねぇ、ユズちんはぬいぐるみ似合いそうなのぜ」

　どうやら同じことを考えたらしいリーダーがユズを眺ながめて切れ長の目を細める。

　さすがリーダー。

「それより深雪は着き替がえなくていいのか？　なんか寒そうな格好なのだ！」

「え？　格好……」

　深雪さんが視線を落とし、自分の服を眺める。

　その瞬間、戦せん慄りつが走る。
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「キャ─────ッ！」

　とっさに深雪さんは両りよう腕うでで自分の体を抱きしめる。

　あー、おっぱいが……

「ちっ、バレたのぜ」と、リーダー。

「えっとえっと、これはその！　そう！　これしか着るものがなかったんです！　他ほかのは洗せん濯たくしちゃってて！　だから毎日こんなはしたない格好で寝てるわけじゃなくて！」

　なんかオレの妄もう想そうどおりになってるな。自じ爆ばくのおまけつきで。

「あれ？　でも前一緒に寝たときも深雪その格好だったのだ。なんか生き地じが好きだし、楽だからって……」

「ダメ、ユズちゃん！　それ言っちゃダメ！」

「ほう、それはいいことを聞いたのぜ」

　リーダーの目が怪あやしく光った。

　オレはというと、もうすでにキャミワンピで眠る深雪さんの姿を脳内再生しているところだ。

「うぅっ……着替えてきますっ！」

　顔を真っ赤にした深雪さんは、服を翻ひるがえし駆かけ出してしまった。

　いやぁ珍めずらしいもの見れたなぁ……

「なかなか愉ゆ快かいな朝なのぜ、今日は」

「ホント、いい朝だな……」

「ん？　深雪はどうしたのだ？」

　なんで深雪さんが駆け出したのか理解できていないユズは首を捻ひねっている。

　まぁこの子は羞しゆう恥ち心しんのポイントがちょっとずれてるからなぁ。

「まぁいいのだ。それより！　リーダーに相談なのだっ！」

　思い出したようにユズが切り出した。

「ん？　どうしたんだい？」

　空になった洗濯物カゴを逆さにし、そこに腰こしを下ろしたリーダーが首をかしげる。

「飛び蹴げりはパンツが見えちゃうのだ」

「ほう、とうとう気づいたんだねぇ」

　キラン、とリーダーの目が光った気がする。

「気づいたって……リーダー、まさか……」

「いやいや！　別になんもたくらんではないのぜ！　ストップ誤解！」

　絶対うそだ。

「うん、気づいちゃったのだ。だからどうしたらいいかな？　って思ったのだ」

　リーダーの言葉に微み塵じんも怪しさを感じないらしいユズは素す直なおにリーダーと会話を続ける。

「ふぅむ、そうだねぇ……パンツが見えず……（でも萌もえを噛かみしめられる方法）」

　なんか小声で萌えを噛みしめられるって言ってたような気がしたんだけど。

「なにかいい方法を考えてほしいのだ、リーダー」

「そうだねぇ……」

　珍しく真しん剣けんな面おも持もちのリーダーが顎あごに手を当て、じーっと風に揺ゆられる洗濯物のスパッツ群を眺める。

　っていうかこういうときは空とか眺めるもんじゃないの？　そんなに好きか、スパッツが。オレも嫌きらいじゃないけど。

「あ、そうだ、スパッツを穿はいてみたらどうだい？　これなら見られても恥はずかしくないのぜ！」

　完全に趣しゆ味みに走ったこの人！

「おぉ！　いいアイディアなのだ！」

　マジで！　スパッツでも見られたら恥ずかしいと思ってるのは、男のオレが勝手にそう思ってるだけなんですかね？

「じゃあ早さつ速そく試ためしてみるのだ！」

　ほくほく笑え顔がおのユズはタタッと駆け出すと自分の部屋に飛び込んでいった。

「アイツ、スパッツ持ってるのか。っていうか試す？」

「女の子はわりと持ってるもんなんじゃないかなぁ。オイラでさえ九着は持ってるんだし、一着なくなってるけど」

「いや、普ふ通つう男は持ってないと思うんだけど……」

「そもそも女の子でも九着持ってる人は少ないと思いますよ……」

　ですよね。絶対に九着も持ってるリーダーがおかしい。

　だいたい一着なくなるってどういうこと？　どうやったらなくすの？

　──ガサガサッ

　オレがなんで一着なくなったのか考えていると、リーダーの背後にある植え込みから音がした。

　オレとリーダーがそちらを向く。

「スピー、おはようさん。なんでそんなとこにいたんだい？」

　洗濯物カゴから立ち上がったリーダーがスピーを抱き上げる。

「わうぅ……」

　あれ？

「なんかスピー元気ないな……」

「もしかしてさっきのユズちんの言葉を聞いちゃったかねぇ？　スピーさんや」

「わう……」

　今のはなんとなく分かった、聞いちゃったって言ったんだ。

「けどスピーさっきのあれはユズの強がりで……」

　バンッ！　と威い勢せい良よく開かれる扉の音にオレの言葉はかき消される。

　どうやらユズが着替え終わったらしい。

　スカートの下に穿くだけだしな、そんなに時間はかからない。

　さっきまでのニーソ姿ではなく、珍しく短くてかわいらしい普通の靴くつ下したを穿いている。まぁスパッツだもんな。

「おっまたせーなの……だ」

　そこまで言ってユズの言葉が詰つまる。

　オレはユズの視線を辿たどる。

　そのまっすぐな視線の先にいるのはやはりスピーだった。

　スピー自身もユズのことを黙だまって伏ふし目めがちに見つめている。

　二人に言葉はない。

　というか、なんだかユズがわたわたしだした。

　やっぱり一晩会えなかっただけで相当寂さびしかったんだろう。

　そして今突とつ然ぜん顔が見れて安心したと同時に嬉うれしくて何を言ったらいいかわからなくなってるってところかな？

　必死に言葉を探すユズと、何を思っているのか悲しそうな目でユズを見るスピー。

　二人の心の内はきっと違ちがう想おもいが交こう錯さくしている。

　そんなことを思いながらオレも物音一つたてないように、呼吸の音すら気にかけながら二人を見つめる。

　時間にすればきっと十秒もなかったと思う。

「おはようなのだ！　スピー」

　快活な挨あい拶さつ。

「…………」

　けれど、スピーは返事をしない。

　ただ変わらずにじーっとユズを眺めていたかと思うと、唐とう突とつにリーダーの腕うでの中でじたばたと暴れ出した。

「お、スピー？」

　思わずリーダーが手放すと、上う手まく着地したスピーは走りだしユズの真横を駆け抜ぬけた。

「なんで……スピー」

　ユズの寂しそうな声。

　うつむいて表情を見せないユズにオレはなんと声をかければいいのか分からなくてただ黙り込む。きっとリーダーも同じだったんだろう。

　リーダーは心配そうな顔をしながらユズを見つめていた。

　たぶん、言葉を探している。今ユズにかけるべき言葉を。




　けれどオレ達のどちらかが一番いい言葉を見つける前にユズは自分から口を開いた。

「うー……リーダー！　お腹空いたのだ！」

「……へ？　あ、あぁそういや朝ご飯まだ作ってないねぇ」

　あまりにも脈みやく絡らくのないセリフに、珍しくリーダーが呆とぼけた返事をする。

「じゃあわたしが作るのだ！　今日もトーストでいいのか？」

　あぁ、そういうことか。と、納なつ得とく。

　どうやらリーダーも気づいたようだ。

　なんで突然お腹空いたなんて言ったのか。

「ん、あとコーンスープとサラダがあるといいかなぁ」

　優やさしい笑顔にかわったリーダーがスクッと立ち上がる。

「いやぁありがたいよ、ユズちん。今日オイラはこのまま修ちんとちょっとデュエルしようと思ってたのさね。っていうかそういう約束だったのぜ、なぁ修ちん」

　ポンと肩かたを叩たたかれるオレ。

「え？」と、思わず聞き返す。

　えーっと、リーダーのデュエルってカードゲームとかそういうのじゃないですよね？　たぶんリアルファイトですよね？　こんな朝っぱらから？

「なぁ修ちん！」

　笑顔が怖こわい。

　怖いです、リーダー。

　なんか目が笑ってないですよ？　あと肩掴つかむ手に力を込こめないで！

　見かけによらず握あく力りよくすごいんだから！

　だいたいオレもちゃんと空気読む方なんだ、そんな顔しなくても大だい丈じよう夫ぶだって。

　オレだって早く仲直りしてもらいたいし、ユズには笑ってほしい。

　朝からの無理した笑顔じゃなくていつもの明るい笑顔の方が好きだからな。

　となれば、美少女を愛めでる会名めい誉よ会長として答えは一つですよ。

「あぁ。またあの子供達にやられないように特訓が必要だからな」

「そうなのか！　じゃあわたしに任せるのだ！　ガンバレ修輔！」

「おー、お前もな」

「うんなのだ！」

　言うが早いか、ツインテールをなびかせてユズは台所に駆け込んで行った。

「早く仲直りしてくれるといいけどねぇ」

「そうだな。スピーも誤解しちゃってるだけだし……」

　ただタイミングが悪かっただけなんだ。

　だいたいいつもユズの側そばにいたスピーがなんで強がりだって気づけないんだよ。

「……とりあえず着き替がえてくるよ、リーダー」

「お、やる気だねぇ、修ちん。朝の運動にはちょうど良さそうなのぜ」

　にやりと笑うリーダー。

　絶対手加減なんかしないぞ、この人。




　でもまぁ──望むところだ。







「参ったなぁ……」

　放課後。

　一日学生としての職務を全うして、やっと解放される時間。

　四階の窓まど際ぎわにある自分の席で真っ赤に燃える空を眺ながめる。

　どうしてこうなったんだろうなぁ、厄やく日びか？　と自分の不幸を嘆なげく。

「修輔！　ちゃんと聞いて欲しいのだ！」

　オレの目の前には見慣れた亜あ麻ま色いろのツインテールを揺ゆらしながらぷんぷん怒おこる一人の少女。もちろんユズだ。

　コイツが現れたのはオレが帰ろうとカバンを掴つかんだ瞬しゆん間かんだった。

　いきなり現れたかと思ったら、『聞いて欲しいのだ！』なんて言いながらオレの席の前に陣じん取どった。

　そしてそんなお怒いかりモードのユズと、怒りをぶつけられているオレを遠巻きに見ているクラスメイトの男ども。

　何が参ったかって、そのクラスメイトどもなんだ。

　別にユズの話を聞くくらいはやぶさかではない。

　なにより美少女を愛でる会では美少女からのお悩なやみ相談を二十四時間いつでも受け付けているのです。

　問題は男共。何かと話題を見つけると騒さわぎ立てるクラス連中だ。

　ユズがやってきてからずっとオレの方を見ている。

　見るな男共、見せ物じゃないぞ、さっさと帰れ。

「なんであんなにスピーは怒ってるのだ！　口もきいてもらえないのだ！　ショックなのだ！　泣いちゃうぞ！　わたし泣いちゃうぞ！　いいのか、それでも！」

「いやよくない。泣くな、頼たのむから」

　じゃないとたぶんオレの命が危ない。

　今だって背中に刺ささる視線を無視するのに必死なんだから。

「おい、今泣いちゃうって言ってなかったか？」

「マジかよ、海うみ野ののヤツ、夏なつ川かわを泣かせるのか？　っていうかアイツらどういう関係なんだよ、委員長！」

　一応補足しておくと、海野＝オレ。夏川＝ユズだ。

　だいたいそれを委員長に聞いてどうするんだ。

「分かりません。僕が予想するに『私と別れるっていうの？　イヤだ、そんなの！　私泣いちゃう』という会話があったに違いありません」

　ウチのクラス委員長であるメガネくんがメガネの端はしを光らせる。

　裏声で熱演してくれなくてもいいのに……

　だいたいかすりもしてないぞー、その予想。

　にもかかわらずざわめくクラスメイトたち。

「待てっ！　じゃあ海野は夏川と付き合ってる……ってことなのか？」

「そういうことになりますね」

「くっ……海野のヤツめ……」

「さすが委員長だ！　あれだけでここまでわかっちまうなんて！」

「あんなカワイイ子を捨てて泣かせるだと？　ふざけてるのか、アイツは！」

　ダンッと机を叩く音が聞こえたよーな。

　でも怖いから振ふり返らない。

　だいたい泣かせてねぇよ。オレ何もしてないから。

　戦せん々せん恐きよう々きようとしながらもオレはユズの言葉に耳を傾かたむける。

「せっかくスピーのためにトースト焼いてマーガリンもたっぷり塗ぬったのに！　全然食べてもらえなかったのだ！」

　まぁたしかにスピーは今朝かたくなにユズのトーストを食べようとはしなかったな。

「スピーはきっとわたしのこと嫌きらいになっちゃったのだ！　絶対絶対嫌いに……これからはもう二度と話なんか……してくれ……ない……ぐすん」

　涙なみだぐんだユズを見て思わず言葉に詰まる。

「……大丈夫か？　ユズ」

「……泣いてないのだ。ちょっと泣きそうなだけなのだ」

　似たようなもんだろう、とツッコミたいけれど今のユズには言いづらい。

　唇くちびるをムーっと横一文字に塞ふさぎ、目め一いつ杯ぱいに涙を溜ためるユズ。

　それと同時になんか背後で盛せい大だいに物音がした気がする。

　なんかこう号令がかかって全員一いつ斉せいに席から立ち上がったみたいな。

　普ふ段だんのオレなら後ろで何が起こっているのか気になって仕方なかっただろうが、今のオレはそんなことよりもユズの方が心配だった。

　だってそうだろう？　初めて見たんだ、コイツが涙ぐむところなんて。

　普段強がってるヤツが涙ぐむなんて、それだけ傷ついてるってことだ。

　そんなの見たくもない。誰だれだって笑ってる顔を見る方がいい。

　その方がみんな幸せなんだから。

「大丈夫、スピーは誤解してるだけだよ」

　だからオレは少しでもユズの気が休まるように言葉をかけ、頭を撫なでてやる。

　これだけでも少しは気が楽になったりするもんだ。実体験的に。

「でもでもっ……！」

「誤解なんてすぐ解ける。ちゃんと想おもってることを正直に伝えればいい。強がったりしないで、素す直なおに。な？」

　ユズは変わらず潤うるんだ瞳ひとみでオレをまっすぐに見つめてくる。

　ちょっとドキっとしたのは、あれだ、なかなか見れない表情だったからだと思う。

「だ、だから帰ってスピーとお話しするといいよ。返事をしてくれなくても、伝えたいことはちゃんと伝えるんだ。そうすればきっとまたすぐいつも通りに戻もどれるさ」

「……本当か？　信じてもいいのか？」

「あぁ、信じていいよ」

「ホントにホントなのだな！」

「あぁ、ホントにホントだ。きっとすぐに仲直りできるよ」

　スピーが怒ってるのは誤解なんだ。

　だから誤解が解けてしまえば、二人はまた元に戻れると思う。

「……信じるのだ。わたしは修輔を信じる」

　そう言ったユズはぐしぐしと涙を拭ぬぐう。

　泣き止やんでくれたみたいだ、よかった。

　まさか学校でまでこんな顔見ることになるとは思わなかったよ。

「えへへ、なんか修輔に話したらすっきりしたのだ！」

　さっきとは打って変わってユズの表情がすっきりと晴れやかになる。

「ありがとうなのだ、修輔！」

「ん、気にすんな」

　仲間が悩んでたのなら手を差し伸のべる。それは当然のことだろう？

　ホッと一息ついて、オレは馬ば鹿かな連中の様子を窺うかがう余よ裕ゆうができた。

　さて今アイツらの中でオレの処しよ遇ぐうはどうなっているのやら。

　そう冷静に振り返ったわけだが、どう考えても対物ミサイルを撃うち込まれてもおかしくない状じよう況きようにある気がするんだけど……

「お、おい。なんか夏川笑ってないか？」

「まさか和解したのか！」

「なんだとっ！　海野に振られて傷ついた夏川に優しく話しかけて美お味いしく頂いていくという俺の完かん璧ぺきな計画が！」

　だからそもそも誤解してるってお前ら。

「なっ！　お前一人抜ぬけ駆がけするつもりだったのか！」

「え？　いやそういうつもりじゃー」

　そういうつもりじゃなければさっきの計画はなんだったのかと問いたい。

「抜け駆けは許さんぞ！　貴様ぁああああっ！」

「なんだとぉ！　やろうってのか、この野や郎ろう！」

「みんな落ち着け！　落ち着くんだ！」

　なんかよく分からないうちに暴徒と化した男子連中を委員長が止めようと声を荒あららげた。けどアレは止まらないと思う。あんな連中を指揮してるんだから委員長も大変だよなぁ。

　とはいえ、勝手に起こったこの混乱に乗じない手はない。

　オレのことには一いつ切さい触ふれていないんだし。

「さて、落ち着いたろ？　だから帰ろうユズ。速すみやかに帰ろう」

　さぁさぁとユズを急せかし、カバンを手に取り席を立った。

「うん！　もうお日さま沈しずんじゃいそうなのだ！」

　ユズの言うとおり、もう太陽が街の西の方に顔を隠かくし始めている。

「それにしても修輔のクラスは賑にぎやかなのだ」

「あーそうかもな」

　でもそれが誰のせいか知ってるか？　お前のせいなんだぞ、ユズ。

　だいたいなんでこんなにコイツは大人気なのか。

　たしかに見た目も中身もかわいらしいけれど、だからってここまで人気が出るものだろうか？

「なんか喧けん嘩かしてるっぽいのだ」

「みたいだなぁ。元気だよな、こんな寒いのに」

「……むー」

　ちょっと真ま面じ目めな顔をしたかと思うと、ユズは荒あれてるクラスメイトどもの方へと向かっていく。

「あ、おいユズ？」

　なにするつもりだ？　アイツ。

「お、おい！　夏川が……」

「え？　なんでこっちに……え？」

　クラスメイトたちだけでなく委員長ですら固まってユズを眺めている。

　ざっと仁に王おう立だちするユズにそれを呆ぼう然ぜんと見つめる男ども。

　何？　この光景。

「喧嘩はよくないのだっ！」

　びしっと一いつ喝かつするユズ。

　男どもだけでなく、周りで冷ややかな視線を送っていた女子まで黙だまり込んでしまった。

「これを上げるからもう喧嘩しちゃダメなのだっ！」

　ごそごそっとポケットを探さぐったユズは常備している星のシールを一枚取り出して一番近くにいたヤツに手て渡わたす。

　それを周りの男共が覗のぞき込む。

「なにそれシール？　わけわからん……が、かわいいから許す！」

「うらやましい！　夏川からシールゲットなんて！……シール？　が、かわいいから許す！」

「星だぁああああ！　星形シールだぁああああああ！　シール？　が、かわい」

　もういいよ、みんなして同じこと言うな。

「あ、ありがとう……？」

　受け取ったやつが困こん惑わくしながら感謝する。

　まぁ子供じゃないんだし、まさかシールで喧嘩を止められるとは思いもしなかっただろう。けどそれで喧嘩を止めてくれると本気で思っているのが、ユズという女の子。

「お礼なんかいいのだ！　みんな仲良くなっ！」

「…………」

　全員沈ちん黙もく！

　アイツ気づいてないな、原因が自分にあるっていうことを。

　そしてなおかつその原因である自分が一人だけにシールを上げたらそれを取り合って戦争が起きるということに。

　たくさん持ってるんだからみんなに配ればいいのに。

「それじゃあわたしは帰るのだ！　バイバイなのだっ！」

　元気よく手を振ってユズがオレの元に戻ってくる。

「さぁ、帰るのだ修輔！」

「お、おう……」

　えーっと本当にこれ帰っていいのか？　アイツら大だい丈じよう夫ぶだよな。

　……仕方ない、ちょっと様子を見てから帰るとしよう。




「ぐっ……それを奪うばうためにお前を倒たおしたい。けど……できないっ」

　シールを貰もらったヤツ（シール男）の隣となりにいた男子Ａが握にぎっていた拳こぶしを解き肩かたを落とす。

　な、なんかオレの予想とは違ちがった方向に動いてるぞ？

「えぇ、もしここで争えば夏川くんの気持ちを裏切ることになる。我々は絶対にそれだけはしてはいけません。なかなかのご決断です」

「委員長……」

　男子Ａは委員長と顔を合わせ目を潤ませている。なにこれ？

「……みんな！　聞いてくれ！」

　それを見ていたシール男が唐とう突とつに口を開いた。

　その表情からはなにかを決心したようなそんな雰ふん囲い気きを感じる。

「オレはこれを、みんなのものにしようと思うんだ！」

「なっ！　馬鹿な！　そんなことしなければお前だけの物なのに！」

「けど……それじゃあダメだと思うんだ」

「シールくん……」

　違うよね、そいつの名前そんなんじゃないよね？　なんでオレが名付けた名前にニアミスしてるんだよ。

　シールくんの方が語ご呂ろいいし。

「じゃあこうしましょう！　そのシールをこの教室の教きよう壇だんに貼はりましょう！」

　委員長の提案に拍はく手しゆ喝かつ采さい。

　いやだからなんなの！　これ！

「たーんたーんたたーんたーん、たららららんらんらーん」

　誰だれかがどっかで聞いたことのあるようなクラシックを歌い、シール男が教壇にうやうやしく星のシールを貼り付ける。

　そしてまさかの拍手と歓かん声せい。

「わーわー！」「うぉおおお！」「ばんざーい！　ばんざーい！」

「…………」

　言葉が出ない。

　連中バカだとは思ってたけど、まさかここまでとは。

　けどなんか楽しそうなので、わざわざ口を挟はさむような空気の読めないマネはしないさ。

「おぉ、わたしのシールでみんな仲良しなのだ！」

「あぁ、ホントだな。よくやった」

　よくやったのか？　と疑問に思いつつ、連中も楽しそうだしオレも無事に教室を出られそうなので結果オーライってことで納なつ得とくしておこう。

　なんか今日は疲つかれるなぁ……もうこのまま一日が終わってくれますように。







　なんて思うときほど変なことは起こるもんだ。

　はぁっと漏もらしたため息が白く染まる。

　早く夏になってくれないかなぁ。薄うす着ぎで歩ける日が待ち遠しい。

　夏とか目のやり場に困るときあるもんね。

　厚着の女の子もおしゃれでかわいいけど、オレはやっぱ開放的な夏の方が好きなんだ。みんながみんな薄着になるって素す敵てきだと思うんだ。

　なんてことを思いながら歩いていると不意にユズが足を止めた。

　場所はちょうど公園の前。

　あらゆる遊具が動物の形になっているというちょっと凝こった公園だ。

「どうした？　ユズ」

「ハルがいるのだ！」

　え？　ハルが？　誰かと遊んでるのか？

　オレもユズの隣に立って公園の中に視線を移す。

　あ、ちなみにハルってのはリーダーの親しん戚せきだ。

　見た目は幼い中学生の女の子。女の子らしい女の子って感じだな。リーダーと同じ部屋に住んでいる。

　リーダーのことだから付き合っていてもおかしくはない気もしたんだけど、リーダー曰いわく「オイラが溺でき愛あいしてるだけ」。

　パッツンの前まえ髪がみと黒い長い髪、そして愛用しているピンク色のカーディガンが彼女のトレードマーク。

「おぉ、ホントだ。遊ん……で？」

　覗いた公園の中に子供の影かげが三つ。当然一つはハルだ。

　いつもは優しさ溢あふれる笑顔なのに今日は珍めずらしくまぶしいほどの明るい笑顔。

　あんな楽しそうなハルは初めて見たな。

　まぁそれはいいさ？　友達と遊んでるんだしさ、そりゃー楽しいだろう。

　だからオレが驚おどろいたのはそれじゃない。

　遊んでいる相手だ、遊んでいる相手が思いもしない相手だったからだ。

「これ！　ハル！　大人しく捕つかまるのじゃ！　わははは！」

　時代劇でしか聞かないようなしゃべり方をする少女が楽しそうにハルのことを追いかけ回す。

「ねぇハル、早く助けて欲しいな。ここ寒すぎてさ……」

　少年の体がベンチの上で小刻みに震ふるえている。

　ただでさえ青白い顔をしてるのに今では蒼そう白はくどころではない。大丈夫か、あれ。

　一いつ緒しよに走ればいいのになんであそこで座り込んでるんだろう？

「ちょっと待って欲しいの！　ココロがそっちにはいかせないようにしてるの！　でもすぐ助けるから待ってて！」

「通さない！　ここは通さないのじゃハル！　大人しく捕まるがよい！」

　あぁ、そうかこの子達がしてるのはあれか、ケイドロか。

　でも三人で？　圧あつ倒とう的てきに人数が足りてない気がするんだけど。

　あれはもっとこう大人数でやるものだと思ってた。

「コ、ココロもちょっとは手を抜ぬいてくれてもいいんだよ？」

「何を言ってるのじゃアイ！　手を抜くなど言語道断じゃ！」

「僕には手加減しろって言ったくせに……ねぇハル本当に早く」

「あ、ユズねぇと修にぃ！　おかえりなの！」

　お、ハルがこっちに気付いた。

　いつになく元気いっぱいなハルが駆かけ寄ってくる。

　リーダーなら狂きよう喜き乱らん舞ぶすること間ま違ちがいないかわいらしさだな。

「あぁ、無視されるんだね、いいよもう……」

　頑がん張ばれアイ。と同情しておく。

「おぉ！　おぬしらは昨晩の！」

「なっ！　なんでお前達がハルと一緒にいるのだ！」

　オレも気になっていたことをユズが聞いてくれた。

　なんで一緒にいるんだ？　見た感じかなり仲良しな雰囲気なんだけど。

　タタっとやってきたハルがハーハーと息を落ち着かせてから答えてくれる。

「ココロとアイはハルのお友達なの。ちょっと前にこの公園で仲良くなったの」

　ハルの答えにさすがのユズも驚いたらしい、「ほえー」とか言って呆ぼう然ぜんとしている。

「世界は狭せまいのだ。びっくりなのだ」

　いやホントその通りだな。

　昨日たまたま出会った二人にまた出会うだけでもなかなかないことなのに、さらに仲間の友達ともなれば奇き跡せきに近い。

「なんじゃなんじゃ、ハルの知り合いだったのか？」

　ハルのあとからトコトコと駆け寄ってきたココロがオレを見上げニパッと笑う。

　その表情が天使みたいにかわいらしくて思わずオレも顔がほころぶ。

　オレ昨日本当にこの子に襲おそわれてたの？

　こんなかわいらしい子が人のこと斬きったりできるわけないと思うんだけど……

　でも掬すくい人なんだよなぁ。

　正直襲われた手前どう接すればいいか分からないんだが、相手も誤解だったわけだし気にしない方がいいのかもしれない。

「……あー、私が斬りかかってしもうたこと、怒おこっておるのか？　どうも勝負になると夢中になってしまってのぉ。申し訳ないことをした」

「いや！　別にそういうわけじゃないさ」

　複雑な顔でもしてたのか？　オレ。

「傷は大丈夫かの？　手て応ごたえからして浅かったと思うのじゃが……」

「あぁ、ほとんどかすり傷だよ、これっくらい。だから気にしなくていいよ」

　そう言って微笑ほほえみかけるとココロの表情がにこやかな笑顔に戻もどる。

「ハルっ！　こやつはいいヤツじゃ！　気に入ったのじゃ！」

　ハルの肩かたに片手を置いてココロは楽しげにオレを指さした。

「当然なの。ハルたちの仲間だもん」

　オレが斬られたということは知ってるみたいだな。

　それがココロにやられたとしてもハルは気にしてないようだ。

　オレのせいでこの二人まで喧けん嘩かしないよなぁと少し不安だっただけにホッとする。

「時にハル」

「みゅ？」

「既すでに私はおぬしの肩を捕まえておることに気づいておるのか？　おぬし捕まってしもうたぞ？」

「みゃっ！　反則なの！　今はタイムなの！」

「盗人ぬすつとには時効以外安息はないのじゃ。安らぎが欲ほしければ罪を清算するよりないのじゃよ。大人しくお縄なわにつくのじゃ！」

　小学生くらいのくせに難しいこと言うな、ココロは。ユズなんか首捻ひねってるぞ。

「それでじゃな、次戦へと突とつ入にゆうするのじゃが……よかったらおぬしらも混ざらんか？　三人では味気ないと思っておったのじゃ」

　混ざらんか？　とこちらに聞いてきたくせにココロの手はしっかりとオレの手を取っている。

　断らせる気ないよね、これ。

「！　一緒に遊ぼう、ユズねぇ！　修にぃ！」

　捕まったことよりもオレ達を誘さそうことの方が重要度が上まったようでハルまでユズの手を取って引っ張る。

　ホントに珍しいな、ハルがこんなに積極的なのって。

　普ふ段だんのハルはどこか一歩引いて、オレ達のやることを見守っているようなそんな存在なんだ。

　なんか新しん鮮せんだし悪くない。

　さて、それはいいとして、オレ達も遊ぶかどうかだが……

　オレが答えるまでもないのですよ。

「おぉ！　遊ぶ！　遊びたいのだ！」

　ほらね。ユズが断ったりするわけないんだ。

「じゃあおぬし、修と申したか？　おぬしと私が盗人。そしてそっちのおなご」

「ユズって呼んでいいのだ」

「うむ、ユズとハル、アイは同心じゃ」

　いまさらだけどこの子は言葉が時じ代だい遅おくれってレベルじゃないな。

　時代劇好きなんだろうか、この年で。

　いいことだとは思うけど。

「なぁ修輔、同心ってなんなのだ？」

　ユズにはココロの出す単語が分からないようだ。

　まぁなかなか聞く言葉ではないし無理はないか。

「警察だよ、警察」と、簡単に説明しておく。

「初めて知ったのだ！」なんて言ってるから納得したらしい。

「おぬしらはしっかりとお務めを果たすのじゃぞ」

「次は絶対に負けないの！」

「えっと、僕はどうすればいいのかな？」

　一人ベンチにいたアイは現状がつかめていない様子。

「ふふっ！　アイはそこで牢ろう番ばんじゃ！」

「えぇ！　それじゃあ僕また動けないの？」

「うむ、そういうことじゃな！　耐たえるのじゃ、アイ！」

「そんなぁ……」

　頑張れアイ。超ちよう頑張れ。

「それじゃあ共に逃にげようぞ、修！」

　そう言ってココロがオレの腕うでを掴つかみ走り出す。

　まぁユズも遊ぶって言ったわけだし……

「しゃーない、付き合いますか」




　と、余よ裕ゆうを見せておきながら速そつ攻こうで捕まるオレ。

　ココロに手を掴まれながら走っていたらなんか足がもつれたんだ。

「情けないのじゃ、修の馬ば鹿か者もの！　うつけものぉ！」

　キャーキャー騒さわぎながら走り回るココロ。

「ふがいなくてすまん」

　聞こえてないだろうけど、一応謝っておく。

「ふふっ、その……仕方ないよ。あんなに無理やり引っ張られたら誰だれだってこけるよ」

　相変わらず体を抱かかえて震えるアイが慰なぐさめてくれる。

「……そう言ってもらえると助かるよ」

　そう言ってオレは自分の制服の上着を脱ぬぐとアイにかける。

　できれば女の子にしたかったけど……まぁ子供だしな、なんかマジで寒そうだし。

「あ、ありがとう」

「気にすんな。オレは少し走ったからまだ暖かいしな」

　とはいえ、北風の寒さは異常だな。

　一気に熱を奪うばわれている気がする。

　耐えろぉ、気にすんなとか言っておきながらブルブル震ふるえてちゃ世話ないぞ。

　なによりかっこ悪すぎる！

　絶賛やせ我が慢まん中のオレをアイは真顔で凝ぎよう視ししていたが、すぐに笑え顔がおを見せる。

「ふふ、ココロが気に入るのも納得……かな？」

「へ？　気に入るって？」

「貴方あなたをだよ？　ハルといいココロが気に入る人が出てくるなんて思いもしなかったよ。僕だけのココロだったのになぁ……」

　今まで見せていた弱々しい笑顔とは違ちがう、どこか粘ねん着ちやく質しつな笑顔。

　なんだろう？　ちょっと寒気がした気がする。

「お前たちは双ふた子ご……なのか？」

「うん、双子だよ。小さいときからずっと二人だけ。親もいない、味方もいない、周りはみんな敵だらけ。それが僕とココロなんだ」

　なんと言っていいのかわからないオレは口を噤つぐんでただ耳を傾かたむける。

「暖かいモノなんて知らずに僕達は大きくなった。自分達の力だけを頼たよりに生きてきたんだ。あ、でも寂さびしくなんてないよ？　僕にはココロがいるんだ。僕にはココロしかいないんだ。ココロだけがいてくれたら僕はそれでいい。それ以上は望まないよ。望んでも手に入らないもん。だから寂しくなんてないんだ」

　まくし立てるように言葉を連ねるアイは自分を誤ご魔ま化かしているようにしか見えない。

「ココロにはハルも大事になっちゃったみたいなのがちょっと悔くやしいけど」

　ココロには？　じゃあアイはハルのことをどう思っているんだ？

「僕はココロがいたいって言うから一いつ緒しよにいるだけだよ？　それ以上でもそれ以下でもないよ」

　オレの表情から心の内を読み取ったようにアイがそう言葉をかける。

　それ以上でもそれ以下でもない……か。そうは見えなかったんだけどなぁ……

　なによりそんな寂しそうな顔で言うことじゃないだろう。

　なんでわざわざ強がるのか。

　男の子だからか？　好きだってバレるのがなんか恥はずかしいみたいな？　気持ちは分からなくもない。

「捕つかまえたーっ！　なのっ！」

　ハルの元気な声。

「あ、ココロ捕まっちゃった、アハハハハ」

　楽しそうなアイの笑顔はさっきと違った。

「むーっ！　不覚！　不覚なのじゃ！」

「じゃあチームを替かえるのだ！」

　学校で沈しずんでたのが嘘うそみたいにユズは両手を振ふり上げて楽しんでいた。

　気分転てん換かんになっているようで何よりだ。

　けど……

　オレは横目でアイの顔を見る。

　アイはにこやかにココロを見つめていた。

　もうこれ以上は聞けそうにないな……

「次はアイと私が盗人なのじゃ！　さぁアイ！　逃げるのじゃ！　私たちは盗人になったのじゃ！　貧しき人々を救う義ぎ賊ぞくじゃ！」

「あぁ、やっと僕も体を動かせるんだね」

　縮こまっていたアイがベンチから立ち上がると、タタッと軽快に走り出す。

　ココロはココロで飛び跳はねるように様々な動物の形をした遊具に次々と飛び移っていた。

　気分はネズミ小こ僧ぞうなんだろう。さすがに距きよ離りが遠いと地面に下りるみたいだけど。

　それにしてもさすが掬い人、軽快な身のこなしだ。

　オレが走り出した二人を眺ながめていると、制服をハルにひっぱられた。

　んお？　なんだ？

「……修にぃは走っても大だい丈じよう夫ぶなの？」

　あぁ、ハルはオレの怪け我がの度合いを知らないから心配してくれてるのか。

「大丈夫だよ、筋肉痛みたいなもんだし」

「でもでも、痛いなら休んでた方がいいのだ！」

「え、いや別に……」

「みゅ、だから修にぃは牢番をしてほしいの」

　いや、気を使ってくれるのはありがたいんだけど、絶対凍こごえると思うんだ。

　さっきのアイみたいに。ちゃっかりアイはオレの上着持って行ってるし。

「みゅ！　ユズねぇ、一緒に頑がん張ばるの！」

「おーなのだ！　牢ろう屋やは任せたのだ修輔！　ゴーなのだ！」

　同時に駆かけ出すツインテとロングヘアー。

　真っ赤に染まる公園へとタイブしていく。

　その姿をただただ見守るオレ。

「えー……」

　彼女たちの背中に向けて呟つぶやくも当然聞こえるはずはない。

　文句言う暇ひまも与あたえられなかったオレは大人しくベンチへと向かうしかないわけだ。

　なんか寂しい……




　それからおよそ五分後のこと。

「なんでじゃ！　なぜ私がいの一番に捕まらねばならんのじゃ！」

　いやオレに言われても。

　憤いきどおる金きん髪ぱつ少女。

　怒おこる度たびに少女の後頭部がオレの胸にこつんこつんとぶつかる。

「義賊は捕まってはならんのじゃ！　捕まっても同情した同心が見み逃のがすのが筋だとは思わぬか！　のう、修！　というわけでどうじゃ、私を逃がす気はないかの？」

「断る。それするとあの二人に怒られそうだし」

　オレはそう言って公園の中を駆けずりまわり二人がかりなのに一人に翻ほん弄ろうされているユズとハルを眺める。いいなぁ、アイ。

　オレも美少女に追いかけられたい。

　ちなみにココロは調子に乗って遊具から下りないと宣言したばっかりにあっさり二人に囲まれてしまった。おかげで今オレとこうして牢屋にいるわけだ。

「少しぐらい良いではないか！」

「だからダメだって。いいから、大人しくアイが助けにくるのを待ってろ」

　まぁそのアイはさっきの仕返しのつもりなのかまったく助けに来る気配がない。

　たまにこっちをチラっと見てはいるんだが。

「うぅ、修め、今に見ておれ。おぬしの判断のせいで多くの貧しき者どもがひどい目に遭あうのじゃぞ」

　あぁ、それなら大丈夫だ。

　きっとどこぞの元副将軍とか遊び人のお奉ぶ行ぎよう様が代わりに助けてくれるから。

　義賊だけが下々の味方ではないのです。

「それよりもさ、なんでお前膝ひざの上に座ってんの？」

　さっきから顔の前でちらつくサイドアップにされた金髪が気になって仕方ない。

「寒いからのぉ」

「……あーなるほど」

　寒いもんなぁ、そりゃー膝にも乗りたくなるよ。

「この私が膝に座って湯たんぽ代わりになってやってるのじゃ。ちょっとは喜んだらどうじゃ？」

　こちらを振り返ってイタズラっぽく笑ってみせるけど……

　残念ながら幼女にはあまり興味がないのだよ。

　っていうか幼女の楽しみ方はＮＯタッチが基本原則だからな。

　触ふれた状態で喜んでしまっては美少女を愛めでる会名めい誉よ会長にはなれないのだ。

　とはいえ別に無理矢理降ろす程ほどのことでもないし、なにより……

「オレも温かいからいいか」

　ちっこいココロの体は体温が高いのかポカポカしていて気持ちいい。

　はたから見たら兄妹きようだいにでも見えるような構図だと思う。

　口調こそ変だけどこういう妹も悪くないなぁ。

　聞いてみようか、オレの妹にならないか？　って。

　ロリッ子にはさほど興味はないけれど、そこに妹ってつくと不思議とトキメク。

　きっと分かってくれる人はいるはずだ。

「それにしても膝の上というのはなかなかにいいものじゃ、こんなにほんわかしたものだとは生まれてこの方知らなかったのじゃ！」

　……さっきのアイの言葉は本当なんだな。

　こいつらにどんな過去があるのかは知らないけど……

　今ココロが幸せそうならそれでいいだろう。

「まぁこんな膝でよければいつでも乗せてやるよ」

　オレ自身このほわほわした幸せ感はなかなか味わえないものですし。

　これを味わえるのは幼い妹を持つ兄の特権だと言えるでしょう！

「ここはほんにいいところじゃのう。温かいし、ハルはいるしの」

　ここは？　以前は別の場所に住んでたんだろうか？

　もしそうならリーダーがこの二人を知らないのも納なつ得とくがいく。

「最近こっちに来たのか？」

「そうじゃな、つい最近なのじゃ」

「へぇ、じゃあハルとも最近仲良くなったのか？　それともお互たがい掬すくい人だし前から知ってたとか」

「……なぬ？　ハルも掬い人なのか？」

「あれ？　知らないのか？」

　ってことは別に掬い人つながりってわけでもないのか。

「ハルは事務担当の掬い人なんだよ」

　こちらを向いたココロの瞳ひとみがまんまると見開かれている。本当に知らなかったみたいだな。

「ほぉ……それは知らなんだ。ハルもあれで戦えるのかと少しびっくりしたではないか」

　まぁココロにも同じことは言えるんだけどな。

「でもそれじゃあ、お前達はどこで出会ったんだ？　クラスメイトとかか？」

「いや？　そういうのではない。この公園で偶ぐう然ぜん出会ったのじゃ」

「ここで？」

「それまで私には友達というものがおらんでな、友達というものに憧あこがれておったのじゃ。そこにハルが声をかけてきた。嬉うれしくてのぉ、今では随ずい分ぶんと満たされたものじゃ」

　ココロが今までとは違ちがう穏おだやかな口調でハルのことを見つめる。

「なんせハルが友達になってくれたおかげで私の夢は叶かなったのじゃ。もう他ほかに望むものなぞない」

「そうか……」

　過去に強い悪意に触れた人間だけがアクを見ることができる。だから掬い人は皆みな思い出したくもない過去を持っている。こんな幼いココロやアイですら傷を負っているんだ。

　この街にやってきたのも、友達がいなかったのもきっとそれに起因すると思う。

　でもここに来ることでココロにはハルという友達ができた。

　そのおかげでココロの傷は少しずつ癒いやされているんだろう。

「よかったな、ハルに会えて」

「うむ！　ハルだけじゃなく、おぬしやユズにも出会えた。おぬしら変な掬い人にの。このうえない幸運なのじゃ。これ以上私に何を望めと言うのか、ふふっ」

　オレに体を預けたココロが楽しげに笑う。

「おぬしらは変じゃ！　アクを友達と言うし、理由もなく戦っておるし、そのくせ敵に甘い。本当に修はなんのために戦っておるのじゃ？」

「なんのため……」

　そういやオレってなんのために戦ってるんだろう？

　言われるまで深く考えたことはなかったな……

「まぁ強しいて言うならやっぱり自分を変えるため、強くなるためなんだけど」

「それならわざわざアクと戦わずともいいと思うのじゃが」

　そうなんだよなぁ。

「それに強さと言うのもたくさんあるのじゃ。おぬしが目指す強さとはなんじゃ？」

「目指す強さ……うーん……」

　強さと聞いて思いつくのは、やはりリーダーやセイタ、深雪さんの持つ敵に打ち勝つ強さだ。っていうかそれ以外に強さって何かある？

「う、うぅん……」

「まぁそんなに悩なやむこともないのじゃ、考えて見つかるものでもないしのぉ」

　ココロはオレの胸にこつんと頭を当てオレを見上げてくる。

「ただ、甘ちゃんのおぬしには是ぜ非ひとも私の望む強さを目指してほしいのぉ」

　そう言ってココロはオレの膝の上から飛び降りた。

「お前の望む強さ？」

　急激に気温が下がったわけでもないのに、吹ふき付ける風がやけに冷たく感じた。

　長くキレイな金髪が風にたなびく。

「うむ、私の望む強さ。私を救ってくれた掬い人の強さ、じゃ」

「それは……」

「聞かれても答えぬぞ。ふふっ、きっと修なら分かってくれると思うのじゃ」

　なんだろう……ココロを救った掬い人の強さって。

「ふふっ、やはり修はちゃんと考えてくれるんじゃの。本当にハルやおぬしに出会えてよかったのじゃ。ハルには私でも夢は叶うと教えてもろうた。故ゆえに私はもう満足じゃ……けど」

　不意にココロの声が沈しずむ。

　あのかわいらしい声からは想像もできない悲しみに包まれた声。

「あっちはそう、思っておらぬようじゃがな」

　あまりにも寂さびしそうで、あまりにも哀かなしそうなその後姿をオレはただ眺ながめていた。

　夕ゆう闇やみに染まる公園のもの悲しさがオレにそう感じさせたのか、それとも本当にココロの気持ちが沈んでいたのかは分からない。

　ただ、目の前にいる少女が泣いているように見えて仕方なかった。

　とくん、と一つ心臓が波打つ。

　今胸の内に流れた想おもいがなんなのか確かめる前に、ココロの表情が戻もどってしまう。

「ふむっ！　ところで修よ！」

「え？」

　突とつ然ぜん振ふり返ったココロはオレの前でニヤっと笑って見せた。

「ふふふ、義ぎ賊ぞくは脱だつ獄ごくもできるのじゃぞ！」

「あ！　まさか！」

「気づいた時には既すでに遅おそしじゃ！　さらばじゃ牢ろう番ばんよ！　あっはっはっは！」

「なっ！　ココロっ！」と叫さけんだところで走り出したココロを止めることはできない。

　脱獄ってケイドロのルール的には反則だと思うんだけど……

　あーあ、もうユズが何か騒さわいでるな。

『なんで逃にがしちゃったのだー』って言われてもなぁ。

　まさかあの流れから逃とう亡ぼうを計るとは思わなかったんだよ。

　ったく、元気じゃないか、ココロのやつ。

　ハァっとため息をついて夕闇に染まる公園の中、わーわーと駆かけ回る四人を眺める。

　けどココロ──さっきの姿を見てしまったオレは考え込む──お前は本当に心の底から笑っているのか？








　三掬すくい目　ユズのなりきりゾンビごっこ




「ほれ修しゆう輔すけ、さっさと立て」

「っつぅ……」

　透すき通った空に浮うかぶ真っ白な雲が目に飛び込んでくる。

　翌日。土曜日昼。

『シューティングスター』の住む竜りゆう庵あん荘そうでオレはリーダーと稽けい古こに励はげんでいた。

『今日から攻こう撃げきも覚えるかねぇ』というリーダーの提案で、今日はそういう稽古をしてるのはいいんだが……

　この人戦せん闘とうになったら性格変わってる気がして仕方ない。

　いきなりかかって来い、一いち撃げき決めてみろなんて言われてもなぁ。

「ボーっとすんな、死ぬぜよ」

　転がったままそんなことを思っていると、足下の方でリーダーが長い木の棒を振り下ろすのが目に入った。

「ちょっ！」

　容よう赦しやなく打ち据すえられた棒をなんとか木刀（小刀）で受け止める。

　ギリギリと押しつけられる棒。

「反応はよくなったねぇ、良きかな良きかな」

「いやいや……これ止められなかったらどうする気だったわけ？」

「鼻血？」

「鼻血で済むかぁあ！　あとなんで疑問系！」

「まぁまぁ細かいことは気にしない方がいいぜ、禿はげるから」

「細かく、ない、っよ！」

　仰あお向むけになっていたオレはリーダーの股こ間かん目がけて蹴けり上げる。

「ぬぁ！　あぶなっ！」

　それを見たリーダーが素す早ばやく後方へ飛ぶ。当然オレを襲おそった棒は目の前から退いた。

　今なら立てるっ！

　そう判断したオレは素早く立ち上がり、木刀を握にぎり直す。

「金的はズリィ！」

「勝負にズルイも何もないって教えたのはリーダーでしょ！」

「限度ってものがあるのぜ！　男の子の股間は反則だと思います！　万が一にでも当たったら悶もん絶ぜつ確定ぜよ！　危険すぎると思います！」

「どうせリーダーなら避よけるでしょう、よ！」

　オレは体を前方に倒たおしつつ、勢いよく地面を蹴って詰つめ寄る。

　今度こそ、一撃入れてやるっ！　そのためにっ！

「くらえ！」

　握っていた木刀を素早く投げつける。

　矢のように素早く、鋭するどく、一直線にリーダーへと投げ飛ばす。

　リーダーなら避けるか木刀で弾はじくかするだろう。

　その瞬しゆん間かん、懐ふところに入って打だ撃げきを決めればっ！

「ふむっ」

　なんてこともなさげにリーダーは持っていた棒で脇わき差ざしを弾き上げる。

　くるくると脇差がリーダーの頭上高く宙を舞まう。

　これは予想通りっ！　今だッ！

　さらに加速して懐へと飛び込んでいく。

　棒を振り上げたリーダーに当然隙すきができる！

「りゃあっ！」

「愚ぐ手しゆ、武器を捨てるな、愚おろか者」

　突つき出したオレの拳こぶしがパンっと軽い音を立ててリーダーの手の平に収まった。




　直後、世界が反転。

　オレの体まで宙に浮く。

　やられた。

　棒を振り上げたから武器はすぐに使えない。

　オレはそう思ったのだが、リーダーは使えないなら使わなければいいと考えた。

　だからリーダーは武器から片手を離はなした。

　そうしてその手でオレの勢いをまったく殺すことなく、むしろ利用することで足を引っかけ腕うでを引っ張るという、ただそれだけの動作でオレの体を投げ飛ばしてみせた。




　気づけば視界には真っ青な空が広がる。

　オレの体が宙を舞い、ちょっとした無重力感が全身を襲った。

　けれどそれも一瞬のこと、直後に背中から思い切り地面に叩たたきつけられる。

「うぐぁっ！」

　一瞬呼吸が止まった。おまけに体に走った衝しよう撃げきのせいですぐには立ち上がれない。

　故ゆえにオレはリーダーの動きをただ見ているしかなかった。

　さっきオレが投げた木刀。

　あれがリーダーに向かって落ちてくる。

　当然リーダーはそれを受け止めた。

　そりゃー木刀の存在を忘れてぶつかったりするような間ま抜ぬけな人ではないですよね。

　握られた木刀がオレを睨にらんだ。

　その瞬間、敗北を知る。

「っ！」

　振り下ろされる木刀。

　顔の真横で地面に突き刺ささる。

　ドスッという鈍にぶい音が鼓こ膜まくに張り付いた。

「まぁ今の状じよう況きようで目を閉じなかったのは褒ほめてあげよう」

　眼前にまで迫せまったリーダーの顔がにやりと笑う。

「っ……はぁ……」

　リーダーが立ち上がって、オレは詰まっていた息をやっと吐はき出せた。

「ふーむ、武器は極力手放しちゃーダメだぜ。戦う手段を失うだけならまだしも、今みたいに利用されることすらあるからねぇ。なによりアクとの戦いに手て馴なれた武器がないのは心こころ許もとない。我々の戦いは能力より腕が大事なんだからね」

「覚えておく……」

「さて、戦ってる感じからは体が疲ひ労ろうしてても動けるようにはなったみたいだけど……どうする？　休んでもいいのぜ？　もう一時間以上はやりあってますし」

「まだまだっ」

　まだちょっと心臓がドキドキしてるけど立ち上がり、突き立てられた木刀を引き抜ぬく。

　さっき打ち付けた背中がズンと痛んだ。

「いい根こん性じようだねぇ。じゃあちょっと楽しもうか」

「楽しむ？」

　オレさすがに楽しんでる余よ裕ゆうはないんだけど……

「次オイラに一撃当てられたらユズちんと一いつ緒しよに寝ねるという特別イベントをプレゼントしてあげましょう。ハンデは両手を使わない、でどうかな？」

「なにっ？」

　ユズと一緒に？　それはちょっと魅み力りよく的……

「っていうかなんでユズなんだ？」

「ユズちんだと不満かい？」

「別にそういうわけじゃないんだけど」

　なんとなく気になった程度だし。なにより？　女の子をチェンジなんてそんな贅ぜい沢たくなこと言いませんとも。何様だって話だよね？

「ならハルか！　ハルが目当てなのかっ！　渡わたさんぜ、渡さんぜよ、ハルだけは！　両手どころか能力まで使ってやる！」

　おぉ、本気だ、超ちよう本気だ。ポケットからなにやら白い玉まで取り出した。

　あれ間ま違ちがいなくリーダーの武器だ。

「いやいやいや！　別にそんなつもりじゃないから！」

「ホントかい？」

「あぁ、本当ですとも」

「ふむ、というわけでユズちんだ。ユズちんが修ちんと一緒に寝ようとするイベントを起こしてしんぜよう」

　えっと？　一緒に寝ようとするってことはだ……

　ユズが夜にやってきて『修輔、今日一いつ緒しよに寝て欲しいのだ』ってなるわけか。

　おまけにユズの寝顔っていうかクマのぬいぐるみを抱だいて寝る姿も見れるわけだ。

　欲よくを言うならばクマのぬいぐるみの代わりになりたい！

　……いや待て、しかしだ、年とし頃ごろの女の子と一緒に寝るなんて、オレ自身が落ち着いて寝られない気がする。そしてなにより……

「どうやってユズにそうさせるんだ？　さすがのリーダーでも無理な気が……」

「甘い！　甘いぜ、修ちん！」

　びしっと一いつ喝かつするリーダー。

　マジで？　何か秘策でもあるってのかこの人は！

　いやこの男ならあるいは……！

「オイラに基本不可能はない！　こと萌もえイベントに関しては自信がある！　だいたい」

　不意に真しん剣けんな顔をしたリーダー。

「……修ちん、君はこの家になんのために来たんだい？　その理由をよく思いだすんだ」

　その言葉がオレの胸に突き刺さる。

　オレがこの家に来た理由。それはっ……

「美少女との共同生活を楽しむため……」

「あぁ、そうさね。なのにせっかくの計らいを無下に断ってしまうのかい？　それではなんのためにここに来たのか分からなくなるさね！」

「くっ……」

　リーダーの言う通りだ！

　ここで断ってしまえばたしかにオレの来た目的がなくなってしまう！

　オレは何を日ひ和よっているんだ！

　よくゲームやマンガでもあるじゃないか、『一緒に寝よう』なんてイベントは！　それをご褒ほう美びにしてもらって何を躊ちゆう躇ちよする必要がある！

　変に手は出さず、ギャルゲーレベルならきっと許容範はん囲い！

　そう、ここで退いちゃ漢おとこが廃すたる！

「あぁそうだな、リーダー。オレが間違ってたよ……」

「ふふっ、思い出したようだねぇ、君がここにいる理由を」

　はっきりと思い出したさ。

　正直オレは心のどこかで美少女たちの近くで生活しているという現状に満足してしまっていた。

　三人の美少女との共同生活。

　その現状に甘えてオレは自らイベントを楽しもうとはしていなかった。

　なんて情けないっ！

　これがオレの夢だったのか？　否いなっ！　断じて否だっ！

　オレはまだ、数ある王道をこなしていないっ！

　たとえば脱だつ衣い所でばったりとか、『お菓か子し作ってみたんだけど、食べてほしいな』とか、虫が出てきて『助けて修輔君！』なんて言われながら抱きつかれるなどなど、まだ星の数ほどもあるイベントをオレは経験していない！

　それらすべてが実現可能な状況にいるのにだ！

　こんなことじゃ、美少女を愛めでる会名めい誉よ会長の名が廃る……




　宣言しよう！　オレはここで王道という王道を全すべてこなしてみせるっ！

　そのためにここにいるんだっ！




「あ、けど一つ、約束してほしいんだ」

「ふむ、なんだい？」

「ユズが嫌いやがったりするような方法だけはしないでくれ」

　まぁこの紳しん士しの中の紳士と言える男がそんな方法を取るはずはないんだけどな。

「ふっ、愚ぐ問もんだぜ、修ちん。オイラが女の子を傷つけてまで萌えを手に入れようとするわけないだろう」

「さすがだ、さすがだよ、リーダー」

「これも紳士のたしなみなのぜ」

　平然と言ってのけるところがまたなんとも。

「さぁ修ちん、かかってくるがいい。ただし修ちんがダメだった場合はオイラが美お味いしく頂いていきます。ハルと一緒に」

　ハルはどうせいつも一緒だろう。

「でもリーダー、ハンデで両手を使わないってのはさすがに」

「気になさんな、アンドあまり見くびらないでほしいねぇ」

　冷ややかな笑えみ。

　けれど、これは別にオレをバカにしてるわけでも自分を過信してるわけでもない。

　あくまで冷静にリーダーが分ぶん析せきした結果、それでイーブンだと考えた。ただそれだけだ。

「そうだな、思い上がってたよ。全力で行く」

　萌えのため、オレはこの勝負は負けられないっ！

「あっはっは！　いい判断だ。ハンデに遠えん慮りよなんかされたらどうしようかと思ったぜ」

　棒を放ほうり出したリーダーが手を後ろに回して、こちらを睨む。

　オレは一定の距きよ離りを保ったまま考える。

　どうすればこの勝負に勝てるのか。条件としては圧あつ倒とう的てきにオレが有利だ。

　まずリーダーは両手が使えない。とはいえそれでもオレより格段に強い。

　小細工はさっきみたいな失敗を生むだろう。

　そしてこれが一番大きいんだが、一いち撃げき決めたらオレの勝ちということだ。

　どんな形であれ、一撃決めればいい。

　そう、ダメージになる一撃でさえあれば。

　となれば、一つだけ思いついた方法がある。

　けどこれ痛いんだよなぁ、痛いけどたぶん成功はするだろう。

　けどリーダーの攻こう撃げきって一撃がハンパ無いんだよなぁ、ヤダなぁ、怖こわいなぁ……

　とはいえ、それ以外にいい方法も思いつかない。

　仕方ないか……痛みになれる良い機会、とでも思おう。

　ふぅっと一回息を吐く。落ち着け……

「行くぞ！　リーダー！」

「来いっ！　修ちん！」

　出だしはさっきと同じだ。

　正面から突つっ込んでいく。

　間合いに飛び込んでからが勝負だ。

「うぉおおおおっ！」

　一見無防備に、無策のように、この身を砲ほう弾だんにして全力で突とつ進しんし間合いを破る。

　左手を伸のばし、木刀を持った右手を引いておく。

　来るならこのタイミングのはずっ！

　リーダーの右足が空を凪なぎ、オレのガラ空きになった脇わき腹ばら目がけ蹴けり込んできた。

　狙ねらい通りっ！　回し蹴りっ！

「ガラ空きだぜ、修ちん！」




　──あぁ知ってるよ！




　痛みを予想し、歯を食いしばる。

　直後、ゴッという鈍にぶい音がオレの脇腹から体内を駆かけ抜ける。あばら骨がミシッと音をたてて軋きしんだ。

「ぐぅうっ！」

　しなるように襲おそい来る右足がオレの脇腹にめり込んだ。

　息が止まり、胃からのど元を熱い何かが込こみ上げる。

　それを飲み込み、痛みに耐たえる。予想はしていたさ、この痛み。

　こうでもしなければオレの攻撃は当たらない。

「ありゃ、やられたのぜ」

　リーダーが間の抜けた声を上げる。

　当然だ。

　オレはしっかりと左手でリーダーの足を取り押さえていたのだから。

　肉を切らせて骨を絶つ。

　……つもりだったんだけど、なんかオレの骨もやられた気がする。正直リーダーの蹴りを舐なめてた。

　しかしそれでも片足立ちになったリーダーと既すでに木刀を振ふりかぶっていたオレ。

　もう勝負は明白。

　──オレの、勝ちだっ！

　容よう赦しやなく木刀を横よこ薙なぎに振るう。

　その瞬しゆん間かん、回かい廊ろうを歩くハルの姿が目に入った。

　ハルの方もちょうどオレたちに気づく。

「あ、白しろにぃと修にぃ稽けい古こ中なの」

「はっ、ハルの声！」

　不意にリーダーが目を見開いた。

「うぉおお、ハルの前で負けらんないのぜぇえええ！」

　リーダーがそう呟つぶやいた瞬間、パンッという小気味いい音がして右みぎ腕うでに鈍どん痛つうが走る。

「っつ！」

　木刀がリーダーの左ひだり肩かたを打つ。けれど威い力りよくは圧倒的に殺された。

　打つというより撫なでると言った方が正しいくらいだ。

　どうしてそうなったか。

　結論は簡単だ。

　封ふう印いんすると言っていたリーダーの手がオレの右腕を叩たたき止めていた。

「すまんね、修ちん。たとえ稽古でもハルの前でやられるのはオイラのプライドが許さないのぜよ」

「……まぁ、いいよ。気持ちはよくわかるしさ」

　リーダーの足を解放して、代わりに自分の脇腹を押さえる。

　ジンジン痛むのがなんとも言えない。

　にっぶい痛みが響ひびくように腹を襲っている。

　ホントなら屈かがみ込んで唸うなりたいんだけど、ハルの手前情けないところは見せたくない。

　オレの顔が青ざめてないことを祈いのろう。

「いやぁ、捨て身かぁ。たしかに足さえ押さえたら修ちんの勝ちだもんなぁ」

「それが一番確実で、それ以外だと負けそうな気もしたから」

「いいねぇ、覚かく悟ごってのは大事なことさね。痛みも恐きよう怖ふも許容して初めて見いだせる活路もあるってね。よく踏ふみ込んできた、修輔」

　楽しそうに笑うリーダーがオレの頭をわしゃわしゃと撫でる。

　えっと……オレ、褒ほめられた？　褒められたのか？

　よくよく考えたら頭を撫でられるなんてことも初めてじゃないか？　オレ親おや父じに褒められた記き憶おくなんてないし……

　思わず背筋がゾクっとした。

　胸の奥から込み上げるこの気持ちがなんなのかは分からない。

　けどすごく心地ここちよくて、すごく嬉うれしい。

　手に持った木刀を握にぎりしめる。

　強くなることが楽しいだなんて思いもしなかった。

　オレは、もっと強くなる。




　一人、決意を固めているとハルがサンダルを履はいてトコトコとリーダーに駆け寄ってきた。

「しろにぃ大だい丈じよう夫ぶ？」

「ん、オイラはよゆーよゆー。どっちかっていうと修ちんのが痛いんじゃね？」

「まぁ正直言うとちょっと気持ち悪いけど……まぁ大丈夫大丈夫」

　ハルはオレの服をめくり上げる。

「ちょ、ハル？」

　なんか恥はずかしいんですが、これ。

　普ふ通つう誰だれかに脇腹をまじまじと見られることなんてそうそうない、そりゃ恥ずかしくもなる。それがかわいい女の子なんだからなおさらだ。

　そんなオレの気持ちなんて露つゆ知しらず、ハルはオレの脇腹を眺ながめたあと、ひんやりとした手で蹴られた場所を押さえる。

「みゅ、痛い？」

「痛っ！」

　痛いんだけどなんかくすぐったいような、ひんやりしてて火照った体には気持ちいいような。リーダーが『いいなぁ』って言ってるのは無視しよう。

「青あざになってるの……」

　そりゃーあんだけ思いっきり蹴られたら青あざくらいできるよな。

　こればっかりは仕方ないか。

「お湯につけたタオルで温めると早く治るの」

「そうなのか？」

「みゅ」

　へぇーそれは知らなかった。

　なんとなく冷やした方がいいものだと思ってたけど、逆だったのか。

「ところでハルはどこかにお出かけなのかい？」

　そういえば今日のハルはいつもの格好に加えて、お出かけ用のポーチを肩からかけている。

「お友達と遊ぶ約束なの」

「あぁ、今日もココロたちと遊ぶのか」

「ココロ？　ってそれは女の子？　名前は女の子っぽい男の子とかだったらオイラ泣くぜ、超ちよう泣くぜ」

　本当にハルのこと好きだなぁ、リーダーは。

「ココロは女の子なの、かわいいちょっと変わった女の子」

　アイのことは話さない方がよさそうだな。

　ハルも同じことを思ったのか、ココロのことしか話さない。

「そうかぁ、ハルにもお友達ができたかぁ、良きかな良きかな」

　腕組みをしてしきりに頷うなずくリーダー。

　そういやハルが遊びに行く姿を見るのも初めてだな。

「じゃあ修にぃはちゃんとタオルで温めてね？」

「うん、ありがとうなハル」

「どういたしましてなの」

　リーダーの傍かたわらでふんわりとハルは笑って見せる。

　かと思うと、すぐに小さな手を振り玄げん関かんへと向かっていった。

「それじゃあいってきまーすなの！」

「おぉーいってらっしゃい」

「気をつけてねぇ、変な人見かけたらオイラを呼ぶのぜー」

　元気に屋や敷しきから駆けだしていくハルをリーダーと一いつ緒しよに見送る。

「いやぁハルにもお友達ができたのかぁ、寂さびしいような嬉しいような。これが親心ってもんなんだねぇ」

　うんうんと一人頷くリーダー。

「リーダー親じゃないけどな」

「まぁねぇ、ダンナのつもりだぜよ」

　うん、知ってた知ってた。だから別にツッコミませんとも。

「……あの子昔は病気がちでねぇ」

「え？　そうなのか？」

「うん、今でこそだいぶ元気にはなってるけどね？　でもよく学校休んでた上に、遊んでても体調崩くずしちゃうことが多くてさぁ。そのせいでハルは自分から一線引いて人と接するようになっちゃったんだよ」

　あぁ、なるほど……

　それでハルはどこか一歩引いた雰ふん囲い気きがあったのか……

「だからあの子が楽しそうに遊びに行くなんて見るのは初めてでねぇ。つい夫という立場を忘れて父親の感かん慨がいに浸ひたってしまったわけですよ」

　本当に嬉しそうな、リーダーの姿。

「……ココロも、友達がいなかったらしい。けどハルが声をかけてくれたおかげで友達になれたって言ってたよ」

「へぇ、ハルから声をかけたんだねぇ。よほどその子が寂しそうに見えたのかなぁ」

「寂しそうに？」

「うん、自分と重なって見えたのかもしれないし、なによりハルは人一倍やさしい子だからね、寂しそうなその子を一人にしておけなかったのかもしれない」

「それでハルはココロに声をかけたのか」

「そうかもしれないし、違ちがうかもしれない。オイラはまだその子に会ったことないしねぇ」

　とは言うけど、なんとなくリーダーの言葉には納なつ得とくできた。

　さすがハルのことを世界で一番理解していると自負するリーダーだけはある。

「さてどうしようね、そろそろ切り上げる……」

　とまで言ったリーダーがなにやら回廊を見て言葉を止める。

「どうしたんだ？　リーダー」

「いや、ユズちんが頑がん張ばってるなぁ、と思って」

　ユズが頑張ってる？　ってのは……

　オレもリーダーが向いている方に目を移す。

「スピー、誤解なのだ！」

「…………」

　そこにはスタスタと歩くスピーに、それを追いかけるユズの姿。

「スピーいなくても一人で寝ねれるって言っちゃったのはついなのだ！　ちょっと強がっちゃっただけなのだ！」

「…………」

　アイツ、オレの言ったとおり素す直なおに思ってることを言ってるんだな。

　けど、スピーは聞く耳を持たないらしく足を止めない。

　完全に無視するつもりなのか？　スピーのやつ。

「うー……」

　その姿にユズが耐たえられなくなったのか、目に涙なみだを浮うかべる。

「ひどいのだ！　なんで何にも言ってくれないのだ！」

「あ、怒おこっちゃったか……」

「でも無視されるのはユズちんだって怒りたくなるよ……」

「…………」

　スピーは相も変わらず口を開かない。

　スピーも意地になってるのか？　そりゃー自分がいなくても平気だって言われたら辛つらいとは思うけど……

「ぐすっ……話してくれないと何にも分からないのだ……」

　肩を落とし涙を浮かべるユズの姿をちらっと眺めたスピーが小さく口を開く。

「ワウゥ……」

「わたしが信じてくれない？」

「ガウッ！　ガウッ！」

「だってあれは絶対にスピーの間違いなのだっ！　そんなことあるわけっ！」

　一体何があったのかユズに聞いても話してくれないし、スピーの言葉は分からないしで外野のオレ達は手を出せない。

「どうすんべねぇ、修ちんやぁ」

「ホントどうしたものか……あ、スピー逃にげた」

「待つのだ！　スピー！」

　当然ユズの制止には耳を貸さず一目散に駆かけ抜ぬけて屋敷を飛び出してしまった。

　いいのか？　スピーが外に出ても……

　んー、リーダーは何も言わないし大丈夫なのかな？

「スピー……」

　ぽつんと残されたユズの姿がやけに寂しく映る。

　色合いのない寒々とした景色のせいもあってか一層哀かなしそうに見えて仕方ない。

「あら？　修ちん？」

　気づけばオレはユズに歩み寄っていた。

　だって見たくはないんだ、あんな姿。

「ユズ」

「……修輔？」

　顔を上げたユズにいつもの元気は微み塵じんも感じられない。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫……なのだ。まだスピーちょっと怒ってるだけなのだ……あはは……」

　そう言ってユズはひどく寂しそうな笑え顔がおをオレに向けた。

　コイツはオレが昨日言ったことを信じてくれている。

　だからこそオレが力になってやりたいし、ならなくちゃと思う。

「よっし！　ならオイラの部屋で映画でも見ませんか！」

　横を見るといつの間にかリーダーが立っていた。

「へ？　映画？　また突とつ然ぜんだな」

「なに、落ち込んでるときは映画を見て気分転てん換かんが一番なのぜ」

「……面おも白しろいなら見るのだ」

　というもののユズ本人はやっぱり気乗りしていないみたいだ。

　仕方ないよな、あんなに仲のいいスピーと喧けん嘩かしてたら、何するにしても手につかないだろう。

「大丈夫！　面白いから！　少なくともオイラにとっては面白かった！」

　それってオレたちも面白いと思うかどうか怪あやしいセリフではあるな。

　本当に大丈夫なのか？

　いまいち不安だけど……ユズを元気づける良い方法の思いつかないオレはリーダーに任せるしかないか。







　そんなわけで早さつ速そくリーダーの部屋に。

　雰囲気作りのためか、カーテンまで閉めて部屋の中を真っ暗にしてしまう。

　とりあえずリーダーがあくせく準備している間ユズとコタツに入って上映を待つ。

　コタツの上には蜜み柑かんが三つ。

　まぁ定番だな。

　あとポップコーンが入ったお皿にコーラのペットボトルとコップが三つ。

「準備万ばん端たん！　それじゃあ再生ー」

　同じようにコタツに潜もぐり込んできたリーダーがリモコンの再生ボタンを押す。

　ＤＶＤプレイヤーが音を立て、ディスクを回した。

　にしてもどんな映画なんだろう？　ジャンルすら聞いてないんだが。

　だいたいなんでこんなときに映画？

「リーダー……なんの映画なのだ？」

　ちびちびとポップコーンを食べていたユズが口を開いた。

「んー世の人々はなんと言うかわかんないけど、オイラはアクションだと思ってるんだよねぇ」

　なんか曖あい昧まいな答え方だな。その言い方だと本来はアクションではない、って言ってるようなもんだ。

　さて、となるとなんだろう？　ＳＦとか？

「ちなみにコレは２なのぜ」

「え？　１じゃないのか？」

　それオレもユズも見てなかったら話が分からなくなる可能性もある気がするけど。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。ユズちんはこの前一緒に見たし、かなり有名だから修ちんも見たことあると思うぜ？」

「そうなのか？」

「……わたし見たことあるのか？」

「うん、ユズちんこの前一いつ緒しよに見たよぉ、けっこう前だけど。これ元がゲームの映画なんだけどさー、オイラは１より２の方が好きなんだよねぇ。好きなキャラ出てきますし。ほれもう始まるぜ」

　リーダーに促うながされて目を移すと、映画を制作した会社のロゴが画面一いつ杯ぱいに映し出され本編が始まった。

　出だしは主人公と思おぼしき女性の回想。

　おそらく１の内容なのだろう。

　それを見て、これがなんの映画なのか理解する。

　たしかにこれはオレも見たことがあるな、あまりにも有名だ。

　リーダーの言う通り、これは某ぼう有名ホラーサバイバルゲームを映画化した作品。

　端たん的てきに映画のストーリーを説明すると、大量のゾンビがうようよと現れた街でその魔まの手から逃げる、かつ元げん凶きようと戦う。そんな内容のホラーアクションムービーだ。

　なるほど、リーダーが言っていたことも納得だ。

　この映画、ゾンビ映画ではあるが確かにホラーというよりはアクション映画に近いとオレも思う。ワイヤーアクションだってあるしな。

　実はオレも既すでに２見てるんだよなぁ。

　まぁこれはユズの気分転換だし……そう思いユズの方に視線を送ろうとした瞬しゆん間かん、

　──ガシッ！

　不意に掴つかまれるオレの腕うで。

　その手はユズのものだった。

「リ、リーダー……これもしかして！」

「そーそー前見たゾンビのヤツさね！」

「ダ、ダメなのだ！　わたしはこれ苦手なのだ！」

　あぁ、コイツホラー映画苦手なんな。この映画ホラーっぽくはないけど。

　とはいえ、苦手な映画で気分転換も何もないだろうに。

　リーダーは一体何を考えてるんだ？　と思った矢先、ビシっとユズが画面を指さした。

　そこには大量にうごめくいろんな部位が欠損したゾンビさんの面々。

「だってあんなのうじゃうじゃいたら危ないのだ！」

　ごもっとも。

　けどそれじゃあ物語の根本が崩くずれると思うんだ。

　もしヤツラが安全だったなら、それはそれは平和な映画に仕上がっていたことだろう。

　っていうか気にしてるのはそこか？　そこなのか？

「もうたくさんいるのだ！　危ない！　危ないのだ！　あと怖こわい！」

　ついでみたいに怖いって言ったな。

　はたしてコイツは本当に怖がっているのかどうか。

　さっきから画面を凝ぎよう視ししたまま首一つ動かさないし。

　画面の中、ところ狭せましと暴れ回るゾンビさん達。

　逃げ惑まどう人々、抗あらがう主人公。

　そして食い入るように画面を見つめるユズさん。

「いやぁなんだかんだで見続けてるからねぇ、ユズちん。実は平気なんじゃないかと」

「そんなことないのだ！　だってあれ！……わぁ、痛そうなのだ」

　警察官らしき男が突然ゾンビ化した男に噛かまれるシーンになぜか釘くぎ付づけになっている。

『わぁ、痛そう』って感想は怖がっている人間から出る言葉ではないと思うんだけどなぁ……だいたいさっきまでのしおらしさはどこ行った？

　なんかちょっと興奮気味な気がする。

　コイツホラー映画苦手と言っておきながら実は好きなんじゃ……

「あ、修ちん。ユズちんスキンシップは時間経過とともに激しくなるから覚かく悟ごするように。ハルはこの前泣いてた」

「え？　泣いてたの？」

「うむ、まぁ試練だと思って耐えるのぜ」

　……なんで泣くことになったりするんですか？　ちょっと詳くわしく聞きたいんだけど。

　しかしオレの気持ちを知ってか知らずか、リーダーはゴロンと寝ね転ころがり小春日和びよりと書かれた──正確に言うと編み込まれた──枕まくらを頭の下に敷しいて完全に映画に集中する体勢に入ってしまった。

　どうなるんだ、オレ……

　いやビックリシーンで抱だきつかれる程度だろう、きっと。それなら全然問題ない。

　むしろ大だい歓かん迎げいですよ。

　一度は夢見るだろう、ホラー映画を女の子と見に行って「きゃっ」とか言いながら抱きつかれるシーンなんて。これも王道と言ってもいいだろう。

　いいじゃないか、早速一つ消化だ！

　……でもそれだとハルが泣くっていう理由が分からないんだよなぁ。




　そう思いながら映画を見ることおよそ十分。

　相変わらず画面から視線を切ることのないユズはいつの間にかオレの隣となりに来ていた。

　ユズが隣に！　これは早速王道体験か！　なんて喜ぶ余よ裕ゆうはなかった。

　王道どころかオレの予想斜ななめ上の行動にユズは出たんだからな。

　いきなりオレの肩かたを鷲わし掴づかんだと思ったらユズはひたすらオレの体を揺ゆさぶり始めた。

　もうかれこれ五分は揺れている。

　最初は小刻みに早くがくがくと揺らされていたのに今では右にー左にー右にー左にーとゆっくりだ。

　揺れるー揺れるー。

　コイツはオレを揺りかごか何かと勘かん違ちがいしてるんじゃないだろうな。

「大変なのだ！　あの女の人噛まれちゃうのだ！　なんとか！　なんとかするのだ修輔！」

　オレにどうしろと。

「大丈夫、ほら警官っぽいのがヘリから助けに」

「あーっ！　噛まれちゃったのだ！　修輔のバカーっ！」

「ご、ごめんなさい……」

　あれ？　オレのせいなのか？　っていうかコイツは絶対ホラー苦手じゃないな。

　いや苦手なんだろうけど、それはお化けとかのホラーであってスプラッタなのはむしろ好きなんだと思う。

　怖いもの見たさっていうのもあるんだろうけど。

　しかしまぁこれくらいなら平気だな。

　リーダーが試練だなんて言うからドキドキしたけどたいしたことないじゃんか。




　と、フラグをきっちり立てたのち、さらに三十分経過。

「わー！　わー！　食べられちゃう！　食べられちゃうのだ！　早く逃にげてぇええ！」

「…………」

　今度は前後にブンブン揺さぶられながらの映画鑑かん賞しよう。

　こんなの初めてだ、画面全然見えない。キモチワル。

　最初は怖さのあまりにオレの背中に隠かくれに来たのか、カワイイヤツめ。

　なんて思ったが、隠れるアンド揺さぶり継けい続ぞくだとは思いもしなかった。

「もうヤなのだ！　怖い！　なんで人間食べちゃうのだ！　ひどいのだ！　こっち見た！　あいつこっち来るかもしれないのだ！　わー！　わー！」

「いや、映画だから、とりあえず、落ち着け……って聞こえて、ないんだ、よな」

　しゃべりづらい！　いい加減ユズには大人しくしてもらいたい。

　普ふ通つうならここは「きゃー怖い！」って抱きついてくるところでしょう！　なんでオレを揺さぶり続けてるんですか！

　まったく、ここまできゃーきゃー言って貰もらえたら制作した人たちは本望だろう。

　とにかくオレは学んだ。

　絶対にユズは映画館に連れていってはいけない。




　オレが教訓を得て、騒さわぎ回るユズに耐たえ、さらに三十分ほど経過したころ。

　ここに来てユズの行動が一変した。

　オレを揺さぶるのをピタっと止め、逆に自分がフルフルと震ふるえ始めた。

　とうとう恐きよう怖ふが臨界点を突とつ破ぱしたか？　っていうかやっぱり怖かったのか。

　かと思うとユズは唐とう突とつにオレの袖そでをまくって、献けん血けつでもする時のように片かた腕うでを机の上に放ほうり出した。

「ちょっ……ユズ？」

　何する気だ？　腕うで枕まくら……ならこたつの上に置いたりしないか。

　じゃあ何を？　と見守っていると、ユズが大きく口を開いた。

　画面上でゾンビが人に噛みつくのとほぼ同時、ユズの八重歯がちらっと見えた。

　こいつ、まさか！

「がーおー、はむっ」

「いや、はむっじゃなくて！」

　かじりつかれる腕。

　はむっ、とオレの腕に食いついたままテレビ画面を凝視してフルフルと震え始めた。

　一瞬錯さく乱らんして食いちぎられるのかと変な汗あせをかいたのは内ない緒しよ。

　実際甘噛みだからさほど痛くはないんだが……はたしてこの子は何をしているのかという疑問が残る。

　あまりにも怖くて錯乱したか？

「おーい、ユズ。何してるんだ？」

「…………」

　返事がない。映画に見入ってるのか？

　これは何を聞いても答えが返ってこない気がする。

　とはいえ揺さぶられるよりはマシか。

「ホントに何がしたいんだ、この子は……」

「説明しよう！」

　今まで一人のんびりと映画を見ていたリーダーが起き上がった。

　何？　説明？　ってこの状態のユズをか？

「いやなに、ユズちんにもちゃんと考えがあって噛みついてるわけさね」

「はぁ……」

　考え？　単純に怖いのを誤ご魔ま化かしたいだけなんだと思ったんだけど……

「ゾンビはゾンビを食べないっしょ？　食べられるのは生きてる人間だけなのさね。だから賢かしこいユズちんはゾンビのマネをしたら食べられないと考えたのぜ。つまりこれはユズちんのなりきりゾンビごっこというわけなのです！」

「あーなるほど、だからこれか」

　っていうかコイツは映画のゾンビが現れるとでも思っているのか？

「そうそう、だからそれ。今ユズちんは『生きてる修輔を食べちゃうマネすればきっと誤魔化せるのだ。けど怖いのだ！』とか思ってるんじゃないかなぁ。まぁ食いちぎったりはしないと思うから安心するといいよ。たぶん」

　たぶんはやめて！　誰だれもそんなシーン望まない！

　ただでさえ美少女に噛まれるっていうわけのわからない状じよう況きようなんだから！

「それで行くと、万が一ゾンビが来たらオレは食われるよな」

「そだね、結論的にユズちんも一いつ緒しよに食べられるね、誤魔化せないだろうから。ゾンビなめんなって感じだよねぇ」

　そう言ってケタケタ笑うリーダーはどこか楽しそうだ。

「まぁきっとユズちんの脳内では恐怖と興奮が入り交じって一部機能してないからそこまで考えられないんだと思うのぜ」

　あぁ、なんかそれは分かる気がする。

　さっきから話しかけても言葉は通じないし、行動に脈みやく絡らくがない。

「……でもリーダー、なんかちょっとずつ歯が食い込み始めてるんだけど」

　心なしか痛みが増しているような？

「それはたぶん気のせいじゃないぜよ」

「なっ！　さっきリーダー食いちぎられることはないって言ったじゃん！」

「ちぎられはしないけど、くっきり歯形はつくかなぁ。やったね、修ちん！　ユズちんの歯形だよ！……オイラはいらないけど、さすがに」

「ボソっと呟つぶやかないで！　オレもいらないから！　美少女の歯形なんて……いややっぱいらない！　そんなの付けてたらどう考えても変態だろう！」

「一いつ瞬しゆんちょっといいかも？　とか思いやがったな修ちん。さすが会長だぜ……」

「ちょっと思ったけどやっぱマズイと思うんだ、人として」

「大だい丈じよう夫ぶ、修ちんが美少女の歯形を誇ほこらしげに見せてきても、オイラは付き合い方がぎくしゃくするくらいだから」

「やめて！　それが一番辛つらい！」

　なんてやりとりをしているうちに、いつの間にやらユズがオレの両腕を取り押さえていた。

　逃のがさない気か……そこまで徹てつ底ていしてマネしなくてもいいのに。

「なんかさらに痛くなった気が……っていうかもしかしてハルが泣いたのって」

「うむ、ユズちんのその姿に驚おどろいてねぇ」

「なるほど、把は握あくした……えっとちなみにこれの終着点は一体」

「そこは安心してくれたまえ！　ハルが泣くのをオイラがただ萌もえているだけなはずがないのです！　ちゃんとその時手は考えたのぜよ！」

　けどしっかり萌えてはいたんだな。

　なんとなく想像してみる。

　ハルの細い腕にカプっとかわいらしくかぶりつきフルフルと震えながら映画を食い入るように見るユズと、その突とつ然ぜんの奇き行こうにガクブルして泣き出したハル。

　きっとハルはリーダーに『助けてー』という視線を送っていたのだろう。

　そんな光景を脳内でかわいらしくデフォルメ化して一枚絵にする。

　いいな、この光景。是ぜ非ひとも肉眼で見たかった。

　見たかったけど、そこはオレの妄もう想そう力でカバー！　十分満足でき、ぅ！

「アタタタタタタっ！」

　さらに強くなるユズの噛かむ力。

　そろそろマズイかも、これ。まさかの妄想キャンセラー。

　まずはユズに離はなれて貰わないと！

「り、リーダーお願いします！」

「まかせんしゃい！」

　威い勢せい良よく胸を叩たたいたリーダーがゴソゴソと枕まくらの下を探さぐる。

　そこから取り出したのは一丁のハンドガン。

　なんで枕の下に？　っていうかさすがにあれはモデルガンだよな？　あるいはおもちゃ？　本物を見たことないから何とも言えない。

　それにしても一体何をする気なんだ、リーダーは。

　固かた唾ずを呑のんでリーダーの行動を見守る。

　するとリーダーは銃じゆうを構えてユズにその銃口を向けた。

　オレの腕を噛むユズの力が緩ゆるまった。

　それに驚いてオレはユズの方に視線を送る。

　あ、初めて画面以外のところを見たなコイツ。

　まじまじとリーダーのことを見つめている。いや、あれは銃口を見てるのか？

「くらえ、ユズちん！」

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく引かれる引き金。




　──バァンッ！




　と鳴ったのは映画の中で、実際はポンっと軽い音を立て紙かみ吹雪ふぶきと国旗が飛ぶ。

「ぐわぁっ！　やられたのだぁ！」

　頭に国旗の引っかかったユズが両手を挙げバタンと後ろへ倒たおれ込む。

　当然オレの腕は解放され、歯形だけが残った。

「えっと……？」

　いまいち理解できていないオレはリーダーとユズを交こう互ごに見やる。

「一体何がどうなって……」

「すーすー……」

　──あれ？　なんかユズ寝ねてない？

「……ガオー……仲間なのだー……むにゃ」

　やっぱり寝てるな。さっきまであんなに騒いでたのに？

「ふっ、悪は去った……」

　きっと言ってみたかっただけだろうセリフを吐はいたリーダーが、銃口にフッと息を吹ふきかける。

　…………何？　この三文芝しば居い。

「ごめん、リーダー、まったく理解できてないんだけど……」

「なぁに簡単さね」

　ちっちっちと指を振ふり、もう片方の手でハンドガンを弄もてあそんだリーダーが説明を始めてくれる。

「ユズちんはゾンビのマネをしていた。ゾンビは撃うたれたら死ぬ。だからオイラがユズちんを撃ったことによって無む駄だに役に忠実なユズちんは死んだふりをした、ただそれだけさね」

「じゃあなんでコイツ寝ちゃってるんだ？」

「騒ぎ疲づかれと怖こわくて疲ひ労ろうがハンパなかったんじゃないかなぁ」

　あれだけ騒いでたらそりゃ疲れるか。

　なんてったって数十分、人のこと揺ゆさぶってたんだからな。

　ってことはあれか？　噛みついたのは実は疲れててもう動けなかったってのもあったんじゃないのか？

　オレは眉まゆをハの字にして、ちょっと不安そうな顔をしながら寝ているユズを眺ながめる。

　夢の中でもゾンビ映画を見ているのか、それとも本当に襲おそわれてるのか。

　さぁどっちだろう、なんて思っていると不意にリーダーが立ち上がる。

「あれ？　どうしたんだ？　リーダー。もうすぐエンディングなのに」

「ん、ユズちんも寝たし、ちょいとスピーさんを探しにねぇ」

「スピーを？」

「うん、あぁ見えてスピーさんは階級高いんだよねぇ。万が一他ほかのアクに食われたらシャレにならないのぜ」

「え？　アイツ強いのか？」

　なんかいっつもガウガウ言ってるだけなイメージしかなかったんだが。

「あれでけっこう強いはずなんだけどねぇ」

『はず』ってことはリーダー自身確信は持ってないのか。

「そういえばずっと聞きたかったんだけど、なんでスピーはアクなのにユズと仲いいんだ？」

　ココロやアイだってスピーとユズが仲いいことに驚いていたくらいだ。

　だからやっぱり普ふ通つうはあり得ないことなんだろう。

「……そうだねぇ」

　リーダーは少しの間虚こ空くうを睨にらんだかと思うと、パチンと指をならしてオレを見る。

「ちょっと前に掬すくい人の持つ武器『是ぜ非ひ観かん器き』には漢字一字の能力がつくって説明したっしょ？」

「あーたしかここに来てすぐに説明された記き憶おくがあるな」

「そうそう、あれって普通は武器につくんだけどユズちんは別なんさ」

「別？」

「ユズちんは特別でね、彼女は自分自身に力が宿っているんさね」

「自分自身ってことは……ユズに力が？」

「そうそう。その名も、『原初の力・通つう』。彼女の血筋だけが持ってる力なんだよ」

「血筋？　っていうか通？」

　思いもしない言葉に思わず聞き返す。

「ユズちんも代々掬い人の家系さね。オイラとは比べものにならないくらい大事な血筋なんだよ。もうユズちんしかいないけどねぇ」

　そう言ってリーダーは寂さびしそうな目をしてユズを見つめた。

　あぁ、やっぱりコイツの親は……

　今までただ立って説明をしてくれていたリーダーは、オレの後ろを通って寝ているユズの顔をのぞき込んだ。そして優やさしくそっと頬ほおを撫なでる。

「ふふっ……くすぐったいのだぁ……」

　寝ね言ごとなのかホントにくすぐったいのか、さっきとは違ちがって幸せそうな笑えみを浮うかべる。

「極きよく端たんな話をするとだね？」

　リーダーの声のトーンが落ちて、オレは思わず身を固くしてしまう。

「この幸せそうな寝顔の女の子がオイラたち掬い人の大将で、この子さえ生きていたらオイラたちは死んでも構わない掬い人なんだ」

　ユズが……大将？　それはあまりにも突とつ拍ぴよう子しがなさすぎる。

　正直こいつが？　と疑いたくなるくらいだ。

　ユズ自身は一回もそんなこと言ってなかったし。

　オレは不思議そうな顔でもしてたのか、その疑問にリーダーが答えてくれる。

「信じらんないって顔だねぇ。けど本当のことなのぜ」

「でも、コイツ一度もそんなこと言ってなかったし……」

「そりゃそうだよ。ユズちん自身、自分の力も自分がどれだけ大事な存在かもわかってないんだから」

「え？　知らないのか？」

「ご両親はユズちんに説明する前に亡なくなってるし、なによりユズちんはたとえ自分が絶対に死んじゃいけない存在だとしても、誰だれかが危ない目に遭あってれば自分のできることをしようとする子だからねぇ。説明すればいたずらにユズちんを困らせるだけだと思うのぜ」

「でもそれでなんでユズが大将なんだ？」

　聞いた記憶では掬い人の偉えらい人はもっと他にいたような。

「ユズちんの持つ能力『通つう』はね、どんなアクでも従わせられる唯ゆい一いつの力なんだよ」

「…………」

　……いやいやいや、それってチートみたいな能力じゃないか。

「けどさっきも言ったけど残念なことにユズちんは力の使い方を教わってない。未熟なのさね。だから、お母様から渡わたされたスピーしか能力が通じないし、他のアクに対して力を行使できていないんだよ」

「じゃあ、スピーが絶対に暴走しないっていうのは」

「もうユズちんの能力が行使された存在だから、だよ」

　なるほど、それでリーダーや深み雪ゆきさんはスピーが暴走しないって確信してるのか。

「ならもしユズが完全に力を使えるようになったら？」

「オイラ達の仕事がかなり減るうえに、ユズちんが最強になるねぇ。ユズちん無む双そう」

　まぁそうだよな、どんなアクでも従わせられるんだから。




　……待てよ？　それだけ重要人物なんだよな？

「じゃあリーダーそんな大事なやつをオレみたいな素人しろうとに……」

「あっはっは！　そうなるねぇ！」

「いやいやいや！　笑い事じゃないでしょう！」

「なに、誰も新人に大将を任せるとは思わないでしょう？　幸い『原初の力』について知ってるアクはそうそういないしね。目くらまし目くらまし」

　尋じん常じようって確か階級的には真ん中辺りだったかな？　いやいやいやそれでもだよ！

「まぁ他にも思おも惑わくはあったりするから、今まで通り修ちんはユズちんと行動を共にするように」

「……その思惑っていうのは？」

「内ない緒しよさね」

　そう言って笑ってみせるが、オレには不安しか残らないわけで。

　一体リーダーは何を考えているんだろう。たしかに新人の側そばに大将を置くなんて誰も思わないだろうけどさ……

「さて、説明も終わらせたし、それじゃあ探しに行くかなぁ」

「リーダー、オレも」

「修ちんは家にいるといいのぜ、ユズちん起きたときに一人だと可哀かわい想そうだし」

　オレも行くと言おうとしてリーダーに口を挟はさまれてしまう。

「じゃないとユズちん、『みんなゾンビに食べられちゃったのだ！』とか言い出すかもしれないし」

　さすがにそこまでは……あり得そうで怖いな。

「まぁオイラも単車で探すつもりだし？　一人のがいいのさね。修ちんは好きなように同人誌とか読んでていいのぜー、ほな！」

　それだけ言うとリーダーは小さな棚たなの上に置いてあった鍵かぎを手に部屋を出て行ってしまった。

「あの人バイクまで乗れるのか……」

　なんとなく想像してみるけど、ものすごく様になりそうだ。

　ふとオレは傍かたわらで眠ねむるユズに目をやる。

　幸せそうな寝顔だこと。今はどんな夢を見ているのだろう。

　見た感じまだ起きる気配はない。

「……ん？」

　ふと、脳のう裏りを過よぎった言葉が一つ。




　──重要ワード『いたずら』




「いやいやいやいやいやいや！　だめだ！　いくら無防備な美少女が傍らで寝ているからって手を出していいわけがない！」

　いいわけがないけど、思春期男子にはちょっと魅み力りよく的なシチュエーション！

　頭を抱かかえたオレはちらっとユズの方を見てみる。

「むにゃ……だめなのだー……やめるのだー……」

　まだ夢見てんのか。

　っていうかお腹！　おへそまでちら見えしてる！

　暑いならコタツから出ればいいだろう！　なんで服をめくる！　オレを惑まどわすんじゃない！

「うーん……もう……好きにしろぉー……」

　オレに言ったんじゃないよな！　夢の中のゾンビに言ったんだよな！

　うぉおおおお、収まれオレの右みぎ腕うでぇええええええええ！

　まだ捕つかまるわけにはいかないんだぁああああああ！

　──ピンポーン

　どこのご家庭でもたいして変わらない呼よび鈴りんの音。

「誰か来た！　よかったような、なんか惜おしいような！」

　──ピンポンピンポンピンポン……

　ちょ、なんか連打し始めた。

　仕方ない、ユズは起きる気配もないし……

　オレはユズを起こさないようにコタツを抜ぬけ出すと玄げん関かんへ向かった。




「はいはい」

　オレが玄関を開けるまで続いた呼び鈴の音。

　誰だ、いったい。

「どなたですかー？」

　扉とびらを開くとそこには長い杖つえを持ったオレよりも少し背が高く、頭の上で長い髪かみを一本に結った快活そうなお姉さんが一人。

　ぱっちりとした大きな瞳ひとみに薄うすい桃もも色いろの唇くちびる。たぶん薄く口紅を塗ぬっているのだろう。

　それ以外には特に飾かざり気けのない容姿、地のままでかなり整った顔立ち。

　自然体でのかわいらしさっていうのはこういう人のことを言うんだろう、とぼんやり眺ながめる。

　それにしてもなんのための杖だろう？　足でも悪いのか？　そうは見えないんだけど。

「あれ？　初めて見る少年。やほー」

　不思議そうな顔をしたお姉さんがひらひらと手を振ふってくる。

　とりあえず何も考えずに振り返す。誰だ？　この人。

　深雪さんの友達とか？　にしてはタイプの違う女性だな。

　深雪さんを春とするならこの人は夏。

　それも真夏。八月まっただ中。そんな雰ふん囲い気きだ。

「あのー、誰かにご用ですか？　オレ呼んできますけど……」

　誰かの客かもしれないし、オレは失礼のないように聞いてみるのだが。

「あー！　わかった！　君あれだね！　新人君！　なんかすっごい萌もえにこだわるっていう！　名前なんだっけなー、えーっと……そうだ！　チュウスケだ！」

　惜しい！　けどなんか遠い！　なんだチュウスケって！　ねずみか？　ねずみなのか？

　思い出せたのがそんなに嬉うれしかったのかすごい楽しそうな顔してる。

　けど間ま違ちがいだからね？

「白はく蛇じやがこの前電話で話してたよ！　そうか、君かぁ！　へぇーほぉー、見た目はホント普ふ通つうだね！　あははははっ！」

「はぁ……」

　なんかよく分からないテンションのお姉さんに困こん惑わくする。

　一体なんなんだろう、この人。

　白蛇っていうのは、たぶんリーダーのことだよな。

　白と蛇へびってキーワードが当てはまるのはあの人以外に思いつかない。

　ってことはこのお姉さんにオレのことを話したのはリーダーと。まさかリーダーが『チュウスケ』って言ったんじゃないよな。

　けどそんな物もの珍めずらしく見られるような覚えもないわけで……

　一体リーダーはどんな風にオレのことを話したんだ。

「えっと……何かあります？　オレ」

「あ、ゴメンゴメン。そういうつもりでもないのだよ。ちょっと珍しくってねぇ」

　だから何が？

「あ、自己紹しよう介かいが遅おくれたね。あたしは美み桜おうって言うよ！　名字は薊あざみ。美桜お姉さんとかみおっちとか超ちよう・絶ぜつ！　美女のお姉さんとか好きなように呼んでくれちゃっていいからね！」

「じゃあその超・絶！　美女のお姉さん（笑）は何しに来たんですか？」

「そ、その呼び方を使うのか……しかもなんか笑われてるし……でも自分で言った手前やめさせられない、くっ……」

　くっ、なんて言われてもそう呼んでいいと呼ばれたらとりあえず呼んでみるでしょう。面おも白しろいお姉さんだな。

　ユズやハルはもちろん深雪さんとも違ったタイプだ。

　どことなくリーダーにノリが似ている。

「うぅっ……あたしはハルちゃんに用があって来たんだけど……」

「ハルに？」

　てっきり深雪さんかリーダーだとばかり思ってたんだけど、一体ハルになんの用なんだろう？　そもそもこの人は一体？

「そうそう、ハルちゃん。あのちんまくてかわいらしい連れて帰ろうとしたら白蛇が辺りから全すべての生き物を裸足はだしで逃にげださせる程ほどの殺気を発する、あのハルちゃん」

　……ハルに関すると本当に人が変わるなリーダーは。

「けどなんの用なんですか？　超絶お姉さん」

「美女はつけて！　じゃないとなんか変なことになるから！」

「超絶美女のお姉さん」

「くっそぉ、大人しい顔してなかなかやるな、この少年……ほらこの前現れた尋常の報告書をだね、お姉さんは取りに来たんだよ。聞いた話じゃ君が倒たおしたんでしょ？　やるじゃん、少年！」

　そう言われて思い出す。オレが出会ったことのある尋常サイズのアク。

　狂くるったピエロのようにケタケタと笑ってユズに危害を加えた、あのカタナリというアクのことだろう。別にオレが倒したわけでもないんだけどなぁ。

　けどそうか、アイツの報告書を受け取りに来たのか。

「ん？　ってことはお姉さん……あ、いや、超絶美女の『言い直さなくていいよ！　呼びづらいんでしょう！』じゃあ美桜さんも掬すくい人なんですか？」

「そうだよ！　ザ・掬い人本部のパシリにされてるお姉さん！　そんな強くないから情報屋みたいになってるのとみゆきちよりおっぱい小さいのが欠点だけど、情報収集はハルちゃんより上を行くはず！　いやごめんなさい、嘘うそつきました」

　撤てつ回かい早っ。

　しかも情報屋とかいうくせにハルより情報収集で劣おとるってどういうこと。

　たしかに深雪さんより胸は小さいようだが、それでもそこそこにはあると見た。

　サイズで並べるとハル[image: やじるし]ココロ[image: やじるし]ユズ[image: やじるし]美桜さん（New!）[image: やじるし]越こえられない壁かべ[image: やじるし]深雪さんってことか。

「まぁそんなわけなのだよ。だからよかったらハルちゃん呼んでくれないかな？」

　やっとこ本題に入ったのはいいが、実はそのハルが今お出かけ中なんだよなぁ。

　深雪さんもお出かけするって言って朝から出てたし、セイタもまだ帰ってきてはいない。リーダはさっき出て行ったばかり、出くわしたりしなかったのが惜しいな。

　となると、頼たよりはユズなんだが……すやすやと寝ちゃってるんだよなぁ。

「ありゃ、もしかして今出で払はらっちゃってる感じかな？」

　どうしたものかと黙だまり込んでいたからか、美桜さんは言わずとも気づいてくれる。

「そうなんです、今みんなどっか行ってて」

　一人は寝てるけどな。

「んーみんなかぁ、ちなみに少年は報告書の場所とか……」

「すいません、ちょっと……」

「そっかぁ……どうしよっかな、出直そうかなぁ」

　うーんと二人で唸うなった矢先、




　ガラッ──またも扉の開く音。

　腕組みをしてどうするか考えていた美桜さんも振りかえる。

　よかった誰だれかが帰ってきてくれた。と、このときは思っていた。

「あ」

　と漏もらしたのは美桜さん。

　帰宅したのは、着物に半はん纏てんを纏まとったイカツイ顔つきの大おお柄がらな男。刀こそ持っていないがその凜りんとした雰囲気はまさに武士のよう。

　その雰囲気のせいか美桜さんが身を固くした。ただどうにも雰囲気のせいだけとも思えないような緊きん張ちようの仕方だった。

　そのせいか辺りの空気が一変したような気がする。あんなに明るかったお姉さんは一言も喋しやべらず、ただただセイタを見つめていた。

　そんな美桜さんにセイタが言葉を投げかける。

「……なぜお前がここにいる」

　見かけや雰囲気こそ怖こわいセイタだが、実のところ見た目よりもいいヤツで、思い悩なやんでうじうじしてたオレに助言をくれた人だ。

　なのに、今美桜さんに向けた言葉はどこかとげとげしく、攻こう撃げき的な気がした。

「なにさなにさ！　いちゃいけないっての？」

「あぁ、目め障ざわりだ……」

　んー、なんかセイタの態度がおかしいぞ？

　普ふ段だんツンケンしたヤツだがこれほどじゃないんだけど……

「ったく、なんでアンタはあたしに突つっかかるのさ！　あたしだって仕事で来てるんだぞ！　そうそう帰れないんだよーっだ！」

　美桜さんがあっかんべーとセイタに向かってしてみせる。

　それを見たセイタは小さくため息をこぼすと、ツカツカと美桜さんの横を通り過ぎる。

「あ！　こら待て！　仏ぶつ頂ちよう面づら！」

　放ほうっておけばいいのに美桜さんはわざわざセイタの腕うでを掴つかんで引き止めてしまう。

「……離はなせ」

「だからなんであたしに突っかかるのさ！　答えてけ！」

　もう半歩でも進めばぶつかってしまう程近くで、二人はにらみ合う。

　セイタは見下ろし、美桜さんは見上げつつ。

「……顔を見たくない。それだけだ」

「別にあたしだってアンタに会いに来た訳じゃないわよーだ。自うぬ惚ぼれんな、このやろー」

「……口の減らん」

「あん？　なんだとー！　やるか、このー！」

　女の子が『あん？』なんて言わない方が、とツッコむ前に美桜さんが勢いよく背せ伸のび。

　ガツっという音を立てセイタに頭ず突つきを決めた。

　かと思うと『あいたっ』と言って屈かがみ込む。しかも頭押さえてるし。

　とうのセイタは顔色一つ変えず、ただただ屈み込んだ美桜さんを睨にらんでいた。

「うーおー、なんだあの顎あご。ちょっとチュウ君、あれ固すぎるよ？　何？　小魚与あたえまくったの？　それとも牛乳？　顎鍛きたえてどうするんだよー」

「いや知らないです」

　っていうか鍛えるわけもないでしょうに。

「とりあえず美桜さん喧けん嘩かはやめた方が……」

　さすがにセイタとやり合うのは避さけた方が良いと思う。

　頭突き喰くらっても顔色一つ変えないようなヤツなんてそうそういないぞ。

　なにより美少女を愛めでる会名めい誉よ会長としては、無む闇やみに女の人が傷つくのを見ていたくはないわけで。

「ヤダっ！　チュウくん女には引いちゃいけないときがあるんだよ。男だってあるでしょ、そういう時！」

「まぁありますけど……」

　……参ったなぁ、美桜さんは引きそうにないぞ。

　となると、ここはセイタを落ち着かせるしか……

「いいかい、チュウ君！　口出し無用だよ！　ついて来い！　決着つけてやる！」

「ちょ、美桜さん！　本気ですか！」

　オレの言葉に美桜さんは返事をしない。

「面めん倒どうな……」

　と言いつつセイタは庭へと向かっていく。

「くっそぉ、絶対斬きり伏ふせてやるー！　けどあたし不利なんだよなぁ」

　だからそれなら『やるか、このー』なんて言わなけりゃいいのに。

　けれど美桜さんはスタスタとセイタのあとについて行き庭に降り立った。

　オレはどうすればいいんだ、これ。

　どう考えても止められるとは思えない雰ふん囲い気き。

　こうなったら成り行きを見守ろう。

　幸いなのは、セイタが面倒くさそうにしていることだ。

　本気で斬ったりしないでしょうよ。

　そう判断したオレは回かい廊ろうに立って二人を眺ながめることにした。

　二人の姿にどこか既き視し感かんを覚える。あのときはリーダー対セイタだったな。

　セイタが袂たもとから白い玉を取り出し、手の平に乗せる。

「彼かのために、刀折れ矢や尽つきようとも、悪を殺さん。仇あだ討うちの戈か、兼かね定さだ」

　セイタが言葉を発するたびに白い玉は光を放ち、一本の刀へと姿を変える。

　帯刀してない昼間は、ああやって持っているのか。

　セイタは手にした刀を帯に差し、鞘さやから抜ぬくと落ち着いて身構える。

　鈍にぶく重い輝かがやきを放つ刀身。

　その姿はどんな物でも容易に切断できそうに思える。

「その彼ってどうせアイツのことでしょう？　いつまで引きずってんのよ」

　アイツのこと？　引きずってる？　それが意味するところは……

「……お前には分からんさ」

「分かりたくもないわよ。辛しん気き臭くさい」

「なら口を出すな。たとえ何と言われようと俺はアクを討うつ。それが手た向むけだ」

　美桜さんは杖つえを両手で掴むと左右に引っ張った。

「……死地に飛び込むなんてあの子は喜ぶはずないのよ……」

　一いつ瞬しゆん哀かなしそうな表情を浮うかべた気がしたが、それもすぐに真ま面じ目めな表情で隠かくされる。

　スーっと柄えを引き現れたのはセイタの握にぎっている刀より細い刀身の刃やいば。

　映画で見たことのある武器、『仕し込こみ杖づえ』。

　見た目は杖だが中に刃を隠した暗殺用の武器。

　それであの人は杖を持っていたのか。

　鞘になっていた部分を左手に、刃のついている部分を右手に持ったかと思うと、美桜さんは突とつ然ぜん『あぁっ！』と声を上げた。

「っていうかあたし、なんで仕込み杖のくせに正々堂々やろうとしてんの！　アタシが得意なのは暗殺なの！　こっそり近づいてハイ終わり、みたいな。なんでこんな堂々と立っちゃったのかなぁ、あたし」

　ぴりぴりしていたムードが一いつ蹴しゆうされ、美桜さんのハイテンションが場を包む。

　しかしそれでセイタが緩ゆるむはずもなく。

「馬ば鹿か者もの」

　辛しん辣らつな一言を浴びせた。

　あの人は何を考えてるんだろう。

　マジメな顔で話していたかと思えば、いきなり元のテンションに戻もどるし……

「馬鹿でいいですよーっだ。こんな刀で強いのは座ざ頭とう市いちくらいよね」

「……っ？」

　美桜さんの言葉に何も言わず、セイタの表情が強ばった。

「やだなぁ、答えてくれないと寂さびしいじゃんか」

　そういう美桜さんはどこか楽しそうで、さっきまでの快活な笑えみとは違ちがって粘ねばり付くようなネタっとした微び笑しようを浮かべている。

　もう既すでに何かしていたのか？

　けど、いつだ？　庭に下りてからはお互たがい間合いを離れたまま動いていない。

「珍めずらしく不用意に近づくんだもん。チャンスって思ったよ！　初めて見せるでしょう、あたしの力。どう？　もう真っ暗でしょう？」

　もう真っ暗？

　オレの疑問に答えるようにセイタが刀から片手を離し目をこすり始めた。

　その姿とさっきの言葉から推測する。

　たぶん今セイタは視界が見えていない。

　でなければあのセイタが勝負のさなかに構えを緩めたりするはずがない。

「へっへー、味わえあたしのとっておき『如によ法ほう暗あん夜や』。まずあたしが『暗』と唱えてあんたの体に触ふれる。次に『暗』って言葉を聞くとアンタは目が見えなくなっちゃうのだ！」

　聞いているのか、いないのか。

　セイタはまったく返事をせず、ただ目を押さえている。

　美桜さんの種明かしで合点がいった。

　玄げん関かんでの美桜さんの頭突きは挑ちよう発はつしたわけではなかった。

『あん？』ってのは能力の名前をバレないように言っただけ、この人のキャラ的に言ってもおかしくはないから気づかなかった。

　あのセリフも頭突きも、この技わざを決めるための布石だった。

　見かけの明るい雰囲気とは裏腹に暗殺が得意というのはあながち間違いではない気がした。

　視界を奪うばわれるのは大きなハンデになる。

　セイタはどうするんだ。

「……つまらん技だ」

　そう発したセイタは目を押さえるのを止やめ、一度頭を振ふるとさっきと同じように刀を構えた。ただ一つ違うのは、その双そう眸ぼうを閉じていたこと。

「なっ！　目を閉じて勝てるつもり？　まぁ開けてても見えないから同じだけど」

「…………」

　セイタは答えない。

「うぅっ！　いいわよ！　行ってあげるわよ！」

　素す早ばやい体たい捌さばき。

　その動きはリーダーやセイタ、深雪さんの持つ速さとは別物、静かで素早く、周りの空気を留めたまま詰つめ寄っていく。

　アク相手に暗殺ってのも変な話だと思ったが、その動き方は異質だった。

　たぶんセイタは音で判断するつもりだったんだろう。

　けれどここにいるオレにすら美桜さんの動く音は聞こえていない。

　これでセイタが美桜さんを捉とらえられるとは思えない。

　駆かけ寄った美桜さんはセイタの間合いを破り、背後に滑すべり込む。

　と、同時に左手で持っていた鞘の部分をセイタの正面に投げた。

　当然音を掻かき立てる。

　セイタの体がぴくりと動いた。

　その瞬間、美桜さんの刃がセイタへと素早く襲おそいかかる。

　最小限の動きでセイタの大きな背中に向けて、その細い刃を突つき立てようとまっすぐに。




　セイタにその気はなくとも美桜さんは！

　気づけばオレも床ゆかを蹴ける。

　距きよ離りはない。

　一足飛びに駆けつけられる距離。

　美桜さんの体目がけて突とつ進しんする。

　が、すぐに目的が入れ替かわる。




　ギィン──空気を震ふるわせた。




　オレの目の前を下から上へ、鈍い銀色の光が瞬またたいた。

　美桜さんの持っていた凶きよう刃じんは薄うすい日の光を反射しながら宙を舞まい、直後地面の上に突き刺ささる。

「なっ──」

　大きく見開かれた美桜さんの瞳ひとみ。

　呆ぼう然ぜんと振り上げられた刀の行く末を見守っている。

「セイタぁっ！」

　美桜さんを突き飛ばし、叫さけぶ。

　短く聞こえた美桜さんの悲鳴。

　突き飛ばしたせいでオレの勢いはなくなり、その場に立ち止まる。

　そして目に映る刃。

　そういや、出会った当初も見たな、この光景。

　そんなことが頭を過よぎった瞬間、セイタの刀は振り下ろされた。

　ただ見ているしかなかったオレの首元に刃が触ふれる。

　チクリと痛みが走り、顔が強ばる。

「────っ！」

　力んだオレの体に対し、刃はぴたりと止まった。

「修輔か。余計なことを」

　そう吐はき捨すてるように呟つぶやいたセイタが、刀をオレの首元から離はなした。

　ひやりとした感かん触しよくが全身を走る。

　セイタは一度刀を振ると、鞘に納め口を開いた。

「掬すくい人同士での殺しは御ご法はつ度とだ」

　ってことはもともと寸止めする気だったと？　目が見えてないのに？

「お前のことだ。背中を突くと踏ふんでいた。変わらん奴やつだ」

　未いまだ視界を奪われたままのようで、セイタはどこでもなくただ目の前の中空に顔を向けて言葉を続けた。

「さっさと治せ」

「…………」

　黙だまって立ち上がった美桜さんがセイタの肩かたに触れる。

「ん……治ったでしょ」

　セイタは目を開き二、三度瞬まばたきをすると小さく頷うなずき、背を向けた。

「……引き上げる」

　それだけ言ってセイタは自室へと引き上げて行ってしまった。

　すべきこともかける言葉も思いつかずに、美桜さんと二人取り残される。

「えっと……」

「あはは……かっこ悪いところ見せちゃったなぁ。あんなズルイ手使ってまで戦ったのに負けちゃったよコイツ！　みたいなね、あははは」

「そんなこと」

「いいのいいの！　たまーに灰あ汁く掬いに出たときだって見つけたアクに忍しのび寄ってブスーッ！　だもん。昔からそう、あの馬鹿と死んじゃった馬鹿の二人は正々堂々強かったのに、あたしだけ……ホント……卑ひ怯きよう」

「……そんなこと、ないですよ」

「いやチュウくん、背後からしかも目つぶし決めて襲うのは卑怯以外の何者でもないよ」

　そう言われるとその通りだと思うんだけども。

「でも、勝負にズルイも姑こ息そくもないってオレは教わってますから。結局は生きてりゃ勝ちだって」

「……それは白はく蛇じやかな？　先生は」

「えぇ、リーダーです」

「で、君もそれに従っていると」

「はい、オレだけじゃなくてセイタも。なによりセイタ自身、目つぶしされたあと一言だってズルイとか姑息とか言ってないでしょう。それはそう思ってないからですよ」

「……そっか」

　励はげましにもなってない励ましだ。

　けど変に着き飾かざった言葉よりはこうやって思ったことを言った方が伝わるような気がした。

　そしてそんなオレの思いはしっかりと美桜さんに伝わっていた。

「へっへー、なんか気が楽になったよ。ありがとね、チュウくん」

　セイタが来る前と同じ、快活で明るさしかない笑顔を見せてくれる。

「あ、訂てい正せいが遅おくれたんですけど、オレは『修輔』です。チュウじゃなくてシュウ」

「ありゃ？　じゃあずっと間違えて呼んでた？」

「そうなりますね」

「なんだよ、もーっ！　言ってよ！　恥はずかしいじゃん！　なんだチュウスケ君って！　どこのネズミ小こ僧ぞうだぁ！　って感じだよね、あははははっ！　変なのーっ！」

　そのまんまの言葉を返したい。ホント誰だれだよ、チュウスケって。

「いやぁ、笑わせてもらったよ！　なかなかだね、チュウ君は！」

「直ってない！　名前直ってない！」

「なんかもうチュウ君でいいかなぁなんて」

「いやまぁ別にいいですけど……」

「おぉ優やさしいねぇ、チュウ君」

「これでも美少女を愛めでる会の名めい誉よ会長ですから」

「おぉ白蛇の言ってた通り！　っていうかあたしも美少女になるの？　二は十た歳ちだけど」

「かわいければ問題ない！　って持論です」

「あはは、直接かわいいって言われるのは照れるね。あたしなんて全然だと思うけど……あはは、なんか顔が熱いぞ？　やるな、チュウ君！」

　おや？　どちらかというと美人さんだと思ったけど本格的にかわいいぞ？

　顔を真っ赤にしてはにかみながら頬ほおを掻く仕草はたまらない。

　少なくともこの竜りゆう庵あん荘そうにいる美少女三人が見せる照れ方ではない。

　っていうか、そもそもちゃんと照れてくれるのは深雪さんくらいなもんだし。

　ユズはなんか照れるポイントがずれてるし、ハルに至ってはあんまり照れない。

　女の子は照れる姿がカワイイのです。恥じらう姿とか。

　オレは声を大にして言いたい、貧乳は開き直っちゃダメなんだと！　ちゃんと恥じらってくださいと！

　……あれ？　なんの話してたっけ？

「じゃあかわいいって言ってくれた君に、ちょっと耳寄り情報をあげよう！」

「耳寄り情報？」

「これでも情報屋だからね、ちょっと小耳に挟はさんだ注意情報。なんでも最近この町に危険なアクがやってきたとか」

　最近この街にやってきた？　なんかどこかで聞いたフレーズだ。

「二人組らしくて、隣となり街まちの掬い人を殺してこっちに逃にげ込んで来たらしいよ。たぶんもうすぐ正式に通知が来ると思うけど先に教えておくね。気をつけなよー、チュウ君」

「え？　あ、はい……」

　二人組でこの町に来た？

　オレはそれをつい最近聞いた覚えがある。

　脳のう裏りに浮うかぶ、ココロとアイの姿。

　落ち着け、そんなわけあるか。

　美桜さんの話ではその二人はアクだって話だ。

　あの二人は違ちがう、ただの掬い人……




　ふとさっきのセイタの言葉を思い出す。

『掬い人同士での殺し合いはご法度』

　アク落ちした場合はどうなんだ？

　たしかリーダーは取り押さえるのに苦労したって言っていた……

　オレが初めて双ふた子ごと出会った時、二人はオレ達をアク落ちした掬い人として始末しようとしなかったか？

　考えれば考えるほど怪あやしく思える。

　くそ、なんだ？　なんなんだ？

「おや？　チュウ君、どうかした？」

「あ、いえ何でも……」

　と誤ご魔ま化かし平静を装よそおうけどどうにも気になって仕方ない。

　ココロとアイ……あの二人は……




　真っ暗な夜道を突き進み、やっと我が家の玄げん関かんが目に入る。

「今日のパトロール終わりっと」

　玄関を開け、ユズと中に入るとハルが出で迎むかえてくれた。

　手にはお盆ぼんに載のせた三つの湯のみ。

「おかえり、修にぃ、ユズねぇ」

「ただいまなのだ……」

「おぉ、ただいま」

　今日も今日とてパトロールを終えた午後十一時過ぎ、こうやってユズと帰ってきたわけだが……

「着き替がえてくるのだ……」

　いなくなってしまったスピーも探してみたが見つからなかった。

　それでユズが凹へこんでいる。

　パトロール中も元気がなく、帰ってくるなり自室に引き上げて行ってしまった。

「スピーはいなかったの？」

　回かい廊ろうで庭を眺ながめながら腰こしを下ろしたオレに、ハルがお茶を差し出してくれる。

「あぁ、見つからなかったよ……」

「しろにぃ達も見つけれてないみたいなの」

「そっか……」

　オレはハルから貰もらったお茶に口をつける。

　温かいそのお茶は冷えた体を内側から温めてくれた。

「……なぁハル」

「みゅ？」

　夕方から気になって仕方ないこと、あの双子のこと。

「ココロとアイは、なんでこの街に来たんだ？」

「この街に来た理由？」

「あぁ、何か聞いてないか？」

「うーん……」

　オレの隣に腰を下ろしたハルが、真っ黒な空を眺め言葉を捜さがす。

「聞いたことないの」

「……そうなのか？」

「みゅ、どんな理由でここに来たかなんて関係ないことなの」

　まっすぐにオレを見つめてハルはそう言い切る。

「ココロはいっつも元気いっぱいで楽しくてでもすごく優しい女の子。アイはココロが大好きでちょっと気の弱い男の子。それが分かってたらいいと思うの。だって友達だもん」

　いつになく饒じよう舌ぜつなハルの姿を見て、オレは美桜さんから聞いた話を胸の奥にしまう。

　ハルに言えるわけがない。なによりこれはあくまでオレの憶おく測そく。

「あ、ココロがまた修にぃに会いたいって言ってたの」

「オレに？」

「みゅ、また膝ひざに乗せてほしいって」

「そっか……」

　また膝に……か。

「あとねあとね！　またみんなで遊びたいって言ってたの！　みんなで仲良くなりたいって言ってたの！」

「そうか……そうだな、遊びたいなぁ、また」

　生返事のオレとは逆に楽しそうなハルは言葉を連ねる。

　その姿が本当に幸せそうで、オレは口を閉ざす。




　やっぱり、直接たずねるしかない……のか。








　四掬すくい目　かわいければ何をしてもいいわけじゃない




「どうしたものか……」

　いいようのない不安を抱かかえて、オレは床とこに就つく。

　部屋の電気を消して、布団ふとんを頭までかぶってしまう。

　あとは目を閉じ眠ねむりにつくだけ。

　はぁ、参ったなぁ……

　これはあくまでオレの憶測。ただいくつかのワードがあの二人と合がつ致ちしただけ。

　どうかオレの早とちりであることを祈いのりたい。

　そんなことを思って一回寝ね返がえり。




　ガチャッ──ん？

　キィーッ──誰か来た？　いやいやこんな時間に誰が？

　バタンッ──お化け？　お化けなの？

　ギシッ──嘘うそだろ、ちょっと。誰が入ってきたんだよ！

　なんか無む性しように怖こわい！　なに？　なんなの？

　落ち着け、落ち着くんだ、オレ。素数を数えろ。

　２、３、５、７……

　いや、そんな暇ひまがあったら正体を確かめましょうよ。

『幽ゆう霊れいの正体見たり枯かれ尾お花ばな』って言うだろう！

　どうせ気のせいに決まってる！

「誰だれだっ！」

　枕まくら元もとまで近づかれてオレは布団をはね飛ばし飛び起きる。

「ひゃぁあっ！」

「うぉわあああ、あ？」

　二つの悲鳴。

　一つは当然オレ。もう一つは聞き慣れたかわいらしい声。

　その声でなんだか冷静さを取り戻もどしたオレは、立ち上がって電気を点つける。

「なんだ、ユズか……」

　そこにはオレの枕元で縮こまって震ふるえる、体を覆おおうほど大きなＴシャツをワンピースみたいに着たユズの姿。

　寝る前だからかいつものツインテールではなくストレートに下ろしている。

　ちょっと新しん鮮せん。つか、この格好はちょっと刺し激げきが……

　あのＴシャツをめくるとパンツか？　パンツがあるのか？

　たぶんリーダーのＴシャツだな。サイズがあってないせいで、胸元が見えそうだ。

　もしかしてリーダーがあげたんじゃ……あり得そうだなぁ……

　いや、それよりも、何しに来たんだこの子は。

「もう！　びっくりするのだ！」

　電気が点いてホッとしたのか、体を起こすと座り込んだまま両手を振ふり上げ怒おこり出した。

　その膝ひざ元もとにはユズの枕と、おそらくガラパゴス諸島からお越こしのクマのぬいぐるみ。

「いや、それはオレのセリフだ。なに人の寝込み襲おそおうとしてるんだ、お前は」

「別に襲ったりする気はないのだ」

「じゃあ何しに来たんだ、こんな時間に」

「一人じゃ怖くて寝れないのだ……だから……その……えっと」

　なにやらもじもじし始めたユズ。

　なにコレかわいい。

　じゃなくて、えっと？　一人じゃ怖くて寝れない、だからオレのところにきた。

　それはやっぱり……

「おまえまさか……」

「だって、スピーがいないのだ！　一人は怖い！　超ちよう怖い！　寝てる間に食べられちゃうかもしれないのだ！」

　なるほど、コイツはまだ昼間のゾンビ映画を引きずっているわけか。

「そうそう食われるなんてないよ。だいたい年とし頃ごろの女の子が思春期男子と寝るのはマズイだろう」

「なんでマズイのだ？　わたしは問題ないのだ」

　うん、まぁユズならそう言うと思ったよ。

　なんていうか本当に無む頓とん着ちやくというかなんというか。

　自分がお年頃の女の子だってことすら理解しているのか怪しい。

「まぁ詳くわしくは言いづらいから言わないけど、マズイものはマズイんだ」

　そりゃー会長的には一いつ緒しよに寝たいけれど、それをするともし他ほかの紳しん士しな方々（クラスメイト含ふくむ）にバレた日にはもう二度とお天道様を拝めなくなる可能性もある。

「マズイ理由がわかんないのだ！　だいたい、もう何回か一緒に寝てるのだ！」

「いやお前わかんないって……ん？」

　なんか今ちょっと気になるセリフを聞いた気がする。

「……えっと、今なんて？」

「お？　何回か一緒に寝たのだ、スピーと一緒に。修しゆう輔すけいっつもグーグー寝てるのだ！」

　一緒に……寝た？

「誰と誰が、一緒に？」

「ん？　わたしとスピーが修輔と一緒になのだ」

「え？　いつ？」

「たまになのだ！　二人じゃ寂さびしい時があるのだ！」

　そう言ってえっへんと小さな胸を張る。

「いやいやいやいやいや！　なにやってんだ、ユズ！」

「ふえ？　ダメだったか？　でもスピーいないし、修輔心配だし……」

　何が！　オレの何が心配なんだ、この子は！

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたオレは布団の上に正座する。

「ちょっとそこに座りなさい！」

「ん？　了りよう解かいなのだ」

　素す直なおにユズもオレの前で正座してくれる。布団の上で二人膝をつき合わせる形に。




　確かに美お味いしいシチュではある。

　だがしかし、それを喜んでばかりいればいいという訳でもない。

　美少女を愛めでる会は清く正しい美少女の育成にも励はげんでおります。

　まぁたまにパンツとか見るけど、そこはセーフにしといてくれ。

　今回アウトだったのはユズの意識の低さが問題だ。

　たとえ男が気絶状態でも同じ布団で寝るのはマズイでしょう。

　これはオレの予想だが、今朝オレが珍めずらしく早くに目を覚ましたのは、ユズが部屋を出て行った時の扉とびらの音だ。

　それでオレがタイマーより早く起きちゃったんだ。

「お前はもうちょっとこう、自分がかわいいお年頃の女の子だってことに自覚を持ってだな」

「カワイイって言っちゃダメなのだ！　照れるのだ！　もう！」

「喜んでる場合じゃねぇえええ！」

　この子はやっぱりどこかずれてるな。いやそこがかわいいんだけども。

「いいか、ユズ。男はみんな狼おおかみなんです。だから」

「食べられちゃうのだ！」

「そ、そうだな。意味合いは違ちがうんだろうけど、それであってるな」

「でもでも、修輔は狼じゃないのだ」

「いやだから男はみんな」

「修輔はたぶんウォンバットなのだ」

　ウォンバット？　ってあのなんかモフッとしたアライグマみたいな生き物か？

「え？　なんでウォンバット？　っていうかよりによってウォンバット？」

「なにをいう！　ウォンバットかわいいのだ！　超かわいいのだ！　たまらなくかわいいのだ！　あのモフモフがものすごくかわいいのだ！」

「けど今それはあんま関係なくてだな」

「でもでも！　ウォンバットはお肉食べないのだ！」

「だからウォンバット関係ないって！」

　っていうかオレのどこがウォンバットなんだろう？

「アハハハハッ！　頑がん張ばるなぁ、修ちん！」

　リーダーの笑い声。

　それで初めてオレの部屋をこっそりと窺うかがっているリーダーとハルに気付いた。

　そうして思い出す。昼間のリーダーとの勝負を。




　──オレが勝てばユズと一緒に寝ることができる。




　そういやそんな約束してたっけ。

　セイタと美み桜おうさんのいざこざですっかり忘れていた。

「にしてもさすが会長さんだぜよ」

「みゅ、まさかのお説教なの」

　相も変わらずジャージ姿のリーダーと、うさぎの着ぐるみのようなパジャマに身を包んだハルがオレの部屋に入ってくる。

　なんとなくだけど、あのハルのパジャマはリーダーの趣しゆ味みだな。

「これお説教だったのか！　わたしなんか悪いことしちゃったのか！」

「悪いことっていうか気をつけた方がいいところがあるだけだな。女の子なんだからもうちょっと警けい戒かい心を持っても良いと思うんだ」

「警戒心……よくわからないのだ」

　ユズの眉まゆ毛げがハの字を描えがく。

「まぁすぐにとは言わないし、おいおい理解してけばいいよ。とりあえず勝手に男の布団に忍しのび込むのはアウトだ、いいな？」

「んー、了解なのだ。もう勝手に入らないのだ」

　ユズがそう言って小指を差し出してくる。

　これは指切りか？　オレはユズの小指に指を絡からめて約束する。

「修にぃなら喜ぶか悔くやしがると思ったの」

　ポソリとハルが呟つぶやいた。

「たしかに悔しいとも思う。ユズが隣となりで寝ていたのに気づかなかったなんて、と。けどハル、オレはな、それ以上にユズには清く正しい美少女になってもらいたいんだ！」

「だから美少女なんて照れるのだ！」

「さすがなのぜ、会長！」

「修にぃの心意気には感服なの」

「それが萌もえを愛する男達の願いだからな。我々美少女を愛でる会では、一人でも多くのすばらしい美少女が育って欲しい、そう願っているんだ」

　うんうん、と頷うなずいてくれるリーダー。

　だよな、リーダーなら理解してくれると信じていた。それでこそ、会員第一号だ。

「じゃあ修輔、お願いなのだ。わたしと一緒に寝ねて欲しいのだ」

「……なん……だと？」

「うんまぁ、あれだよね。修ちん『勝手に』って言ったもんねぇ。許可を取ればいいってことなんしょ？　さすがだね！　ぬかりないのぜ！」

「いやいやいやいや！　どちらにせよ一緒に寝るのはマズイっていうか！」

　そりゃー一緒に寝たいなと思いますし？（二度目）

　たまーにゲームなんかでも見かけるシーンじゃないか。怖こわいから一緒に寝て？　なんていうシーンは。よく妹キャラが言うセリフだよな。

　だけど血が繋つながってるかどうかの差はあるけど大別すると妹なんだ！

　ユズとオレは違う！

「でもでも……やっぱり一人は怖いのだ……」

「うっ……」

　そんな顔で上うわ目め遣づかいに見られたらオレはもうあぁああああ！

「あ、じゃあハルと一緒じゃダメなのか？」

　別にオレと一緒じゃなくてもいいんじゃない？

「ハルはリーダーにしがみついて寝るからダメなのだ」

「嫁よめだからねぇ」

「なんか落ち着くの」

　ぐっ……正直うらやましい。毎晩リーダーはそうやって寝てるのか？

　くっそぉ、やっぱりオレユズと寝てもいいんじゃ……いやしかし、落ち着いて寝られる気がしないし、お説教した手前ＯＫは出しづらい。

「あ、そうなのだ」

　不意にユズが何かをひらめいたようで顔をあげてじっとオレを見つめてくる。

　なんだなんだ？　ちょっと恥はずかしいぞ？

　かと思うといきなりユズはＴシャツをバッとひっぱる。

　一いつ瞬しゆん何が起きたのか理解できなかった。

　現れたるは、真っ白な肌はだと緩ゆるやかなカーブを描いたつつましやかな胸。

　わずかに膨ふくらんだ胸のなんと柔やわらかそうなこと。見た目は無、なのに実際は小振りなユズの胸。かつて見たのはパンツ姿。むちむちした太ももとパンツの三角地帯。すべすべな肌が惜おしげもなく披ひ露ろうされてたっけ。いやぁしかし、これはこれでアリだっ！

「なぜ！　つかダメェエエエエ！」と、オレ。

「あ、カメラ忘れた」と、リーダー。

「み？」と、ハル。

　三者三様の反応を見せ、でも全員まじまじと大担に露出したユズの胸元を見る。

「お、お兄ちゃん……ユズ、一人で寝るの怖い……だ、だから……一いつ緒しよに寝て……欲しいな」

「ぬあぁあああっ！　そのセリフは反則だぁあああああっ！」

「なっ！　頑張って言ったのに！」

　オレがお兄ちゃんと呼ばれることに弱いというのは、たぶん初めて会った時のパンツで覚えていたのだろう。

　それをここに来て応用してくるとは、なかなかやるじゃないか！

　しかもパジャマにしているＴシャツを躊ちゆう躇ちよなくひっぱるその覚かく悟ご！

　それほどまでオレと一緒に寝たいということなのか……っ！

「オイラはなんでビデオカメラを装備してこなかったんだ……くっ」

　リーダーはリーダーで絶賛後こう悔かい中。

「ダメなのか？　修輔……一人は寂しいのだ……」

「うっ……」
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　ユズの瞳ひとみが潤うるむ。

　めくり上げた裾すそを降ろすのも忘れてひたすらにオレを見つめてくる。

　そんな目をされて、あんなセリフまで言ってくれて、オレに断れるはずがないじゃないか。

「分かったよ、今日は一緒に寝よう」

「ホントか！　わぁい！　これでぬくぬくすやすやなのだぁ！」

　ほんの数秒前の泣きそうな瞳はどこへやら、両手を振ふり上げたユズは嬉うれしそうに目を輝かがやかせた。

「まぁ会長さんが一人で寝るのを怖がる女の子を放ほうり出したりはしないよねぇ。いやはやいいもの見れたのぜ」

「みゅ、コレで一段落なの。それじゃあお休みなさい」

「お休みなのだ！」

「あぁ、おやすみー」

　っていうか、あの人たちは一体何しに？　オレ達のやりとり見に来ただけなの？　もう深夜ですよ、早く寝ればいいのに。

「それじゃあ修輔寝るのだ！　もうわたしまぶたが落ちちゃいそうなのだ」

「ん？　あ、あぁそうだな。寝るか」

　素早くオレの枕まくらの横に持参した枕を並べたユズが布団ふとんの中に潜もぐり込む。

　おーおー楽しそうだこと。

　電気を消してオレも布団に入る。

　仰あお向むけになってオレは寝てるが、完全にユズはこっちを向いている。

　これ横向いたらすぐユズの顔だよな。

　いつものツインテだと活発系美少女だが、髪かみを下ろしたユズはどこかかわいい系の要素が増している気がする。

　見慣れていないせいもあって妙みように緊きん張ちようする。

　オマケに肌が触ふれあう距きよ離りにいる。

　仄ほのかに伝わる体温が何とも言えない。

　温かくてなんだか幸せな気分になってくる。

　しかも優やさしく香かおるシャンプーのにおいがずっとオレの鼻をくすぐるわけで。

　ヤバイ、これはヤバイ。心臓がドキドキ？　いやドッキンドッキン言ってます。

　落ち着け、落ち着くんだオレ。

　なんてことはない、そうさっきユズはオレをお兄ちゃんと呼んだじゃないか。

　そう今ユズは妹だ。別に妹と一緒に寝るのに緊張するわけないだろう？

　うぉおお、働けオレの妄もう想そう力！　ユズを妹と認にん識しきするんだぁあああ！

　必死に頭の中で妄想力による事実のねじ曲げを行っていたオレの服が、きゅっとユズにひっぱられた。

「ん？　ユズ？」

　そんなに昼間の映画が怖かったのか？

「すー……すー……」

　はやっ！　映画の時も思ったけどコイツ寝付き良すぎるだろう。

　まだ五分と経たってないぞ。

　オレは体を横にしてユズの顔を覗のぞく。

　目を閉じていたせいか目は暗くら闇やみになれていてユズの顔がちゃんと見えた。

　ぷにっとしたほっぺ。

　ちょっとだけつついてみたいような……いや、やめておこう。それで起こすのも申し訳ないし。

　なんとなく一人で大興奮してたのが馬ば鹿からしくなってちょっと落ち着く。

「スピー……」

「ん？」

　これは……寝ね言ごとか？

　ユズがまたオレの服を掴つかんで丸くなりながらオレの胸に頭を押しつける。

「……ごめんなさい……」

　どこか寂さびしそうな表情をしたユズの寝顔はその言葉を発したきり、あとは穏おだやかな寝息だけを立てていた。

「こっちも、なんとかしないとな」

　ユズにきっと仲直りできると言ったのはオレだ。信じろと言ったのもオレだ。

　なんとかしなくちゃいけない。なんとか……







　ってのがオレの昨日の夜だった。

　ちなみに今は全員がパトロールへ行く前に集合するため玄げん関かん前の回かい廊ろうに出ていた。あとはユズとハルがくれば出発になるわけで。

「ふわぁ、今日は早く寝よう」

「おや？　眠ねむそうだねぇ、修ちん」

「まぁな……」

　あのあとユズの寝ね相ぞうが悪かったのもあって、たびたび起こされたのは割かつ愛あい。

　パンチが飛んできたり、いきなり抱だきつかれたり。

　だってふにふにした体を全身で受け止めるなんてそうそうないですよ。

　思春期の青少年には刺し激げきが強すぎた。

　強すぎたせいで頭の中を素数と平家物語が同時に流れたくらいだ。

　よく耐たえたなぁ、オレ。

　今考えても自分の我が慢まん強づよさに感動するぜ。




「お待たせなのだっ！」

　オレの背後からユズがやってきた。相変わらずスピーはいない。

「あれ？　ハルがいないのだ」

「んーなんか今日は部屋に残るって言っててねぇ。お腹でも痛いのかなぁとちょっと心配してるんさ」

「それって、ハルちゃん一人にして大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　心配そうな表情をした深み雪ゆきさんがリーダーに尋たずねる。

「なんでもないって言ってたんだけど、やっぱり心配なんだよねぇ……」

「お前が残っても構わんぞ、白しろ」

　セイタもやっぱりハルを気き遣づかったようで、リーダーに残るように促うながす。

「そうするといいよ、リーダー」

「うーん……じゃあ今日はみんなにお願いしようかなぁ……ちゃんとスピー探しもよろしく頼たのむぜ」

「えぇ了りよう解かいしました」

「承知」

「了解」

「了解なのだ……」

　そう言って全員が返事をした瞬しゆん間かんだった。

「たーのもーっ！」

　屋や敷しきに響ひびいた威い勢せいのいい声。

　空気を震ふるわせ轟とどろいたその声に全員が玄関の方を向いた。

　と、同時に勢いよく扉とびらが蹴け破やぶられる。

　なかなかないぞ、扉が一枚飛んでいく光景なんて。

　ガシャンと音を立てて玄関先でガラスが砕くだけた。

　その向こうからあり得ない程ほどでかいシルエットが、ずかずかと屋敷の中に入り込んでくる。

　それを見てセイタ、深雪さん、そしてリーダーまでもが緊張の糸を張る。

　この屋敷に頼もうと言いながら扉を蹴破るように入ってきた。

　それだけでただの来客じゃないことは想像がつく。

「ユズ……」

　オレは庭に下りるとユズを背中に隠かくすようにして立つ。

　ソイツは回廊までやってくるとオレ達の方を向いた。

　そうして初めて姿がはっきりと浮うかび上がる。

　リーダーやセイタよりも大おお柄がらな体、というより身長がおかしい。二メートルはありそうだ。横よこ幅はばで言えばリーダー二人分ほどもある。

　そんな大きな体をすっぽりと覆おおい隠すトレンチコート。

　そして何よりも目を引いたのが頭に被かぶった茶色い紙かみ袋ぶくろ。目の部分だけ穴が開いていて、その奥には真っ黒な窪くぼみがあるだけ。

「どちらさんだい？　少なくとも人ん家の扉蹴破って入るような知り合いはいなかったはずなんだけどねぇ」

「ふはははははっ、気にするなチビっ子！　禿はげるぞ！　ふはははははははっ」

　野太い笑い声がビリビリとオレ達の周りの空気を震わせる。

「うーん、初めてチビって言われたのぜ。ちょっと新しん鮮せん」

「ちょっと、白。のんきなこと言ってる場合じゃないですよ」

「おーそれもそうだねぇ。で？　そちらさんはなんのご用で？」

「ここの連中を倒たおせば名が売れると聞いてやってきた！　いざ勝負！　まとめてかかってきてもいいのだぞ、チビども！」

　ってことはやっぱりコイツはアクか。

　そりゃそうだよな、あの変な風ふう貌ぼうで人間ならただの変質者だ。

　それにしてもかなりの自信だな。

　まとめてかかってこいだなんて相当の自信がないといえない言葉だぞ。

「えーっと、お前さん。後こう悔かいする前に教えておいてあげるけど、たぶん全員いっぺんに戦うと即そく死ししちゃうぜよ？」

「貴様らのような細っこい人間如ごときにやられるわけはないのだ！　ふはははは！」

　リーダーは苦く笑しようし、セイタと深雪さんがむっとした。

「……俺がやる」

　セイタが腰こしに帯びていた刀に手をかけ一歩進み出る。

「できればわたしもやりたいんですけど……」

「オイラはどっちでもいいやぁ。あ、修ちんはユズちんの側そばにいてねぇ。なんかあっても困るから」

「あぁ、分かった……」

「あれは人型だから階級は尋じん常じよう……まぁオイラたちなら余よ裕ゆうでしょうよ」

「ふっ、貴様らはこの私の肉体を見てもそう言えるのかな？　見よッ！　我が肉体！」

　唐とう突とつに紙袋男がトレンチコートを脱ぬぎ捨すてる。

　バサァっと床ゆかに落ちたトレンチコート。

　そして現れる隆りゆう々りゆうとした肉体。

　しかしそれ以上に目を引かれる真っ白なふんどし。

「キモイのだ！」

「ですね……変態はもう十分間に合ってるんですよ……」

　深雪さんって変態には容よう赦しやないっていうか辛しん辣らつっていうか……

「オイラも男の体って見たくないのぜ、ねぇ修ちん」

「あ、あぁ」

　そりゃ男としては見たくないさ。

　それもムキムキな肉体に美を見いだせと言われても困る。

　ボディービルダーとかそういうのが好きな人なら、理解できるのかもしれないけど。

「お前らとは違ちがった変態だな」

　セイタの言葉も辛辣だな、ホント。

　しかもお前〝ら〟って言った？　リーダーともう一人って誰だれだろうね？

　オレ達全員から総スカンを食らった紙袋がぷるぷると震ふるえ始める。

　きっとあれは噂うわさに聞く『怒いかりに震える』ってやつだと思う。

「うぉおおおおおおおおおおおおおっ！」

　咆ほう哮こうが闇やみ夜よに轟く。

　そして気づけば大きな体がオレの瞳ひとみに一層大きく映る。

　それは一気にアクがこちらに詰つめ寄ったから。

　大きな岩の固まりのような拳こぶしが振ふるわれ、リーダーを無視しまっすぐにオレの方へと向かってきた。

　狙ねらいはオレか？　いやユズだっ！

　コイツは馬鹿にされて怒おこったんだ、なら最初にキモイって言ったユズを狙う。

「ちっ！」

　咄とつ嗟さに歩ほ幅はばを広げて身構える。

　──受けきれるか？

「ホント、逃にげなくなったね、修ちんは。良きかな良きかな」

　リーダーの声。

　その直後、ボゴンっと重たい音がオレの耳に届いた。

　にも拘かかわらずオレの体に痛みはない。

「っつうー、力だけはあるみたいだねぇ」

「……リーダー」

　オレとユズを覆うように立ちはだかったひょろ長い体。

　その身を挺ていしたリーダーの肩かた口ぐちに大男の拳がめり込む。

「まぁ、こんな感じだしオイラがやるのぜ。他ほかの連中はそこで見ててくだせぇ」

「仕方ないですね。大人しく見てますか」

「ふん……さっさと終わらせろ」

　深雪さんもセイタもそう呟つぶやいてからストーブに向かってしまった。

　マジで？　いやリーダーが負けるとは思えないけども……

「そういうこった。オイラが相手さね」

「一人で立ち向かったことを後悔させてやるぞ、チビヤロウぉお！」

「後悔？　そりゃオイラとは無む縁えんな言葉さね」

　その言葉と共にリーダーの左足が筋肉の壁かべで覆われた脇わき腹ばらに打ち込まれる。

　まるで素す早ばやくバットを振ったかのような風切り音。

「ぬぉおおっ」

　大男がうなり声を上げる。

　さっきとは違ったハリのある音が響き、バランスを崩くずした大男が回かい廊ろうから落ち庭へと転がっていく。

「どうした？　その筋肉は見かけ倒だおしかい？」

「なんの！　今のはバランスを崩したまでよ！」

　すぐに立ち上がったアクは足を肩幅に開いてずっしりと身構えた。

　細身のリーダーとは比べものにならないくらいの迫はく力りよく。

「名くらい名乗って上げようか？」

　なのにリーダーの反応は変わらない。

　いつも通りゆったりと構え、今回は武器すら出していなかった。

「ふはは、それには及およばん！　名くらい知ってるわ、白はく髪はつの蛇へび『韋い蛇だ天てん』。天に逆らう蛇なのだろう？　ふざけた名前だ、わーっはっは！」

「まぁ事実だから仕方ないでしょうよ。見た感じ力比べが好きみたいだし、たまには乗ってあげようかね」

「ふっ、舐なめやがってぇえええっ！　砕いてくれるわぁああああっ！」

　その咆吼が合図。二人同時にスタートを切る。

　大男は拳を振り上げ、リーダーは特に構えもせず間合いを潰つぶす。

「砕けろぉっ！」

　振り下ろされた拳がリーダーの頭を狙う。

「断るよ。痛そうだし」

　軽口を叩たたいたリーダーが下からその大きな拳に向かって自らの拳を突つき出す。

　文字通りの正面衝しよう突とつ。

　拳に対してリーダーも拳で返した。

　一見すればリーダーに勝ち目などなさそうに見えた。

　なんせリーダーの拳が野球ボール程度なら、アイツの拳はドッジボールほどもあるように感じた。そんな差があれば当然威い力りよくだって桁けた違ちがいだろう。

　なのに、お互たがいの拳はぶつかり合いそこでぴたりと止まってしまう。

「ぐっ」

　苦しそうな声を漏もらしたのは大男の方だった。

　リーダー自身は口くちの端はしをつり上げ笑えみを浮かべている。

　どんな体してんだ、あの人は。

「うぉおおおおおっ！」

　再び咆哮と共にアクが拳を振るう。

　ブォンっという大きな風切り音を奏かなでながらリーダーを襲おそう大ぶりなパンチ。

「ぐぉっ……」

　紙袋から低いうめき声。

　アクの大きな拳にリーダーの小さな拳が突き刺ささっていた。

「遅おそい上にキレもない。よくこんな力ちから頼だのみでオイラたちに喧けん嘩か売る気になったねぇ。一体誰に唆そそのかされた？」

　リーダーの拳が効いたのかアクは答えず手を押さえながら一歩、二歩と後退する。

　それをリーダーは追いかけた。

「がぁあああああっ！」

　アクは追つい撃げきしてきたリーダーを見て両りよう腕うでを振り上げ、素早く地面に叩きつける。

　オレ達の足下まで振しん動どうが伝わって来るほどの威力。

　地面にぽっかりと穴を作り、そこにあった砂が辺りに飛び散った。

　しかしそこにリーダーの姿はない。

「あっぶない、ぜ！」

　素早く側面に回り込むと腰の入ったパンチを大男の脇腹にねじ込む。

　リーダーの拳がめり込み、メキメキという音を響ひびかせ大男が悲鳴を上げた。

　その攻こう撃げきを機にリーダーが圧あつ倒とうする。

　左のフックで正反対の位置を殴なぐり、すかさず右の肘ひじを首に打ち込む。左の前まえ蹴げりをみぞおちに決めて、右の回し蹴りを膝ひざに。メキッという板でも割ったのかと思うような音が響いてアクの足があらぬ方向に曲がる。

「ぐぉ？　おぉおお！」

　踏ふん張りのきかなくなったアクが崩れ落ちた。

　瞬またたく間まにリーダーはアクから自由を奪うばいさる。

「はえぇ……」

　たった数撃で自分より大きな敵を地面に伏ふしてしまうリーダーの力。

「ほい、終わり。結局オイラは本気を出せず、張り合いねぇなぁ」

　しかもあれでリーダーは本気じゃないと。

　一度本気を見たいような、なんか怖こわいような……

「…………」

　オレはもちろんアクまでもあっけにとられて呆ぼう然ぜんとリーダーを眺ながめる。

　っていうかあんな筋肉を纏まとった奴やつ相手に正面から挑いどんで打ち負けないって、どういうことなの。見た目はあんな細いのに。

　一体どんな鍛きたえ方をしたらそうなるのだろう。

「さぁ誰に唆されたんだい？」

「ふっ、はははははっ！　ガキさ！　二人組のなぁ！　ヤツらがここの連中を倒たおせば有名になれると言ったんだ、ふはははははっ！　ヤツらめ計ったな！　何が俺なら勝てるだ！　ふざけやがって！　ふはははははっ！」

　悪態をつくわりにはどこか楽しそうに見えた。変なヤツしかいないのか、アクって。

　変な奴だとも思ったが、それ以上に気になったことが一つ。




　また出てきた『二人組』というフレーズ。しかも今回はガキというオマケ付き。

　オレの中に暗雲が立ちこめる。心臓が早はや鐘がねを打つ。

「子供二人？」

　リーダーが首をかしげる。

「そうさ！　ガキさ！　ガキ二人組だ！　刀と剣けんを持った二人！　やつらに時じ間かん稼かせぎをして欲し『影えい撃げき──剣けん影えい刺し殺さつ』」

　不意に聞こえた、透すき通る声。

　すかさずリーダーがその場から飛び退のく。

　次の瞬しゆん間かんには闇やみの中でも黒いと分かるほどに真っ黒で、先を尖とがらせた影かげのようなモノが一直線に転がっていたアクの腹を穿うがつ。

「が……はっ……ふっ……はははははははっ！　容よう赦しやない……ガキどもだっ！」

　最後まで剛ごう胆たんな笑い声を残しアクがさらさらと消え去る。

　あまりにも急な出来事でリーダーまでもが、ただただ消えていくアクを眺めていた。

　唯ゆい一いつ、オレだけが走り出す。

　──今の声は聞き覚えがあるっ！

　オレの嫌いやな予感は雪山を転がる雪玉みたいにどんどんどんどん大きくなっていく。

　なんであの二人なんだ、なんであの二人がっ！

「修輔っ！」

　背中の方から聞こえてきたユズの声。

　オレは立ち止まることなく突っ走った。

　声がしたのは玄げん関かんの方！

　扉とびらが壊こわれ開け放たれた玄関を飛び出し辺りを見回す。

「アイッ！」

　オレの怒ど声せいが夜道を通り抜ぬける。

　街灯の弱々しい光に照らされた金色の髪かみ。必ず着ていた真っ黒なコート。

　その隣となりにはココロと、見たことのない人の肩かたに担かつがれたハルの姿。

「ココロ、僕にやらせてほしいな……」

「うむ、任せたのじゃ。ほれ、ついてくるのじゃ」

　ココロに促うながされたその人はハルを担いだまま夜道を駆かけ出す。

　あれは仲間……か？

「くそっ！」

「修にぃ！　来ちゃだめ！　やられちゃう！」

　そう言われて退けるかよっ！

「ハルをどうする気だっ！」

「用件は一つだよ。『ユズ』との交こう換かん。受け渡わたしは街はずれの立体駐ちゆう車しや場じようの最上階、期限は日付が変わってから一時間。修輔……君と二人で、来てほしいんだ」

　そう告げたアイが剣を引く。その姿を見て咄とつ嗟さに脇わき差ざしを抜いた。

「待ってるからね。影撃──剣影刺殺」

　まるでビリヤードでもしているかのように、引いた剣を素早く突き出すとそこからさっき筋肉自じ慢まんを貫つらぬいたモノとまったく同じ影が一直線に飛び出してきた。

「──っ、く！」

　すかさず横っ飛びしながら先せん端たんを脇差で弾はじくが、弾ききれずにオレの左ひだり肩かたをかすめ肉を抉えぐった。

「くっぅあぁっ！」

　左腕から流れる血を押さえ叫さけぶ。

「っアイ！　待てっ！」

　しかしオレの声に応こたえることはなく、アイはココロを追って闇の中へと消えていった。

「修輔！」

　オレのあとを追って全員が集まってくる。一番早く駆け寄ってきたユズがオレの腕を見て泣きそうな顔をする。

「痛そうなのだっ！　血が！」

「っ……今はいい、それより、リーダー！　ハルが攫さらわれた！」

「……ハルが？　なんでハルが！」

「ちっ……」

「ダメだ、セイタ！　行っちゃダメなんだ！」

　舌打ちしたセイタが駆けだそうとするのを止める。

「なにがあったんですか？　修輔君。教えてください」

　優やさしく諭さとすような声で深雪さんがオレの前に屈かがみこむ。

　けれどオレは何から話せばいいか分からなくて、黙だまり込んでしまう。

「……とにかく、まず傷を手当てしましょう。そして詳くわしい話をお願いします」

　深雪さんのひんやりとした手がオレの頬ほおを撫なでた。

　そのおかげか血が上った頭が冷やされ、オレは少し落ち着きを取り戻もどした。







　全員食堂に集まり深雪さんに手当てをしてもらいながら、オレはハルとココロ達のこと、オレとユズが二人と戦ったこと、そして今回のアイの要求を話した。

「……ココロもアイも……アク？」

「あぁ、アクだよ。あの二人は」

「そんなはずないのだ！　だってあの二人はどう見ても！」

「人にしか見えなくてもアクなんだよ。オレもあんな人間にしか見えないアクは初めてだったから気づけなかった」

「でもでもあんなに人っぽいアクなんて今まで……」

　納なつ得とくできていないユズの姿を見てリーダーが静かに口を開く。

「今まで見なかっただけでいないわけじゃないんさね、中にはそういうアクもいるんだよ」

「そんな……そんなわけないのだ……」

　ユズが呆然としているが仕方ない。

　オレも全く気づけなかった。

　たしかに人に似たアクはいたけれど、それの全すべてがどこか人間離ばなれしていた。さっきの筋肉質だってそうだ。

　けどココロもアイもオレには普ふ通つうの子供にしか見えなかった。

　オレがもっとしっかりしていれば、掬すくい人として一人前だったなら、きっとこんなことにはならなかったはずだ。

　後こう悔かいの念が押し寄せる。けれど、後悔してばかりもいられない。

　今目の前に問題が立ちはだかっている。まずはそれをどうにかしなくちゃいけない。

「じゃあ……」

　ポソリとユズが呟つぶやいた。その表情は引きつっていて、今にも泣き出しそうな顔。

「じゃあスピーは……わたしスピーにひどいこと言ったのだ……スピーは教えてくれてたのに……」

「え？」

「スピーはアイツらがアクだって言ってたのだ！　でもわたし絶対人だと思って！　修輔の時も間ま違ちがってたから！　だから、だから！　わたしのせいなのだ！　わたしがスピーを信じなかったからっ……」

「お前だけじゃない、オレも気づけなかったんだ」

「でもスピーにひどいこと言っちゃったのだ！　信じて……ひっく、信じてあげられなかったのだ……」

　ポロっと一ひと粒つぶ涙なみだが落ちる。今まで耐たえてきた涙が、一粒。

　信じて貰もらえなくて、スピーはユズに反はん抗こうしていたのか……

　それでスピーがユズに冷たかったのも合点がいった。

　オレはユズの涙を拭ぬぐう。

「……ひっく、うぅ……」

　肩を落としポロポロとユズが涙をこぼす。

「白、お前の考えを聞かせろ。ユズと修輔が行かなければハルは殺されるだろう」

　腕うで組ぐみをして今まで目を閉じ、黙り込んでいたセイタが静かに口を開いた。

「…………」

　リーダーは答えない。代わりに深雪さんが口を開いた。

「掬い人としてユズちゃんは渡せません。けど……ハルちゃんも見捨てたくはありませんし……見捨てられるはずありません……」

　オレの腕に包帯を巻いていた深雪さんが目を伏ふせる。

　それはオレも同じ気持ちだ。

　そしてその狭はざ間まで一番揺ゆれているのはおそらくリーダー自身だ。

「っ！　わたしは行くのだ！　わたしのせいなんだもん！　ハルは絶対助けるのだ！」

　さっきまで泣いていたはずのユズが立ち上がる。

「でもユズちゃん、あなたは私達にとって守るべき子なんです。だから……気持ちは分かるけど、行かせられないんです」

「そんなのわたしには分からないのだ！　わたしに力があるのだってそんな気もしないし……なによりやっぱりハルは助けたいのだ！　リーダーお願いなのだ！　行かせて欲しいのだ！」

　身を乗り出して力説するもリーダーは眉まゆ一つ動かさない。

　しん、とした時間が過ぎる。

　その間にオレの腕の治ち療りようが終わる。

　動かすと痛みが走った。間違いなく戦せん闘とうには支障が出るな……迂う闊かつだった。

　オレが腕に力を込こめている間にリーダーが口を開く。

「悪い、ユズちん。君を行かせられない」

「なんでなのだ！　リーダーはハルを見捨てるのか！　そんなの絶対嫌なのだ！」

「見捨てたりしない！」

　リーダーの恫どう喝かつに一いつ瞬しゆんユズが身を震ふるわせる。オレも少しひやっとした。

「あ……ごめんよ。ただユズちん、君はオイラたちにとって大事な存在だ。けどそれ以上に、オイラには妹みたいなもんなんだ。だから……ハルと交換にしたりはできないんだよ」

　そう言ってリーダーが優やさしく微笑ほほえんだ。

「リー……ダー……」

　そんな姿を見てしまってはユズも強く言えなくなって大人しく席に座る。

「ではどうするんだ。他ほかに何か手はあるのか？」

「……修輔、ユズ、二人は今回留守番だ」

「なっ！　なんでなのだ！」

　オレよりも早くユズが吠ほえる。

「すまないが、連中相手に二人をつれてはいけない。危険すぎるのぜ」

「けど、リーダー……こうなったのはオレが」

「未熟だから、そう言いたいんだろう？」

「……あ、あぁ」

「未熟だから、なおさら連れてはいけない。悪いけど従ってもらうぜ」

「そんな、リーダー！　リーダー！　いやなのだ！」

「セイタ、深雪。準備しろ。三十分後、指定の時間に急きゆう襲しゆうする」

　リーダーはそれだけ告げるとユズの言葉に返事をせず、一人静かに食堂を出て行く。

「……なら俺も自室に戻ろう」

　そう言ってセイタも引き上げて行く。

「ハルちゃん……大だい丈じよう夫ぶでしょうか……」

　深雪さんが誰だれに言うでもなく、そう呟いた。

　ハルは無事かどうか……それはきっと、

「大丈夫ですよ。ココロがハルを傷つけさせるとは思えないんで」

　あの日オレに言ったココロの言葉は嘘うそだと思えない。

　ココロはハルが好きで、ハルが傷つくようなことを望んではいないはずだ。

「仲良し、だったんですね」

「はい、ものすごく。こんなことになったのが不思議なくらいに……」

　そう、不思議なんだあのココロがハルを危険な目に遭あわせるようなマネをするなんて……

「……私も行きますね」

　深雪さんはそれだけ言って自室へと戻っていく。

　残されたのはオレ達だけ。

　沈ちん黙もくが続く。

　静かな時間。

　チッチッチッと規則正しい時計の音だけがいやに響ひびいて聞こえる。

　オレはただただ、机の上に視線を置く。

　そしてぐるぐる、ぐるぐるとココロとアイのことを考えていた。

　あんなに楽しそうだったのに……あんなに仲良しだったのにっ……

　胸の内にやり場のない気持ちが溜たまって、思わず力一いつ杯ぱい拳こぶしを握にぎる。

　なんで、なんでこんなことに……

「……わたしは」

　ユズが沈黙を破る。

「わたしはハルを助けに行きたいのだ……」

「……けどさっきみんなが言ってただろう？　お前は大事な存在だから渡わたせないって。なによりリーダーはお前も妹みたいなもんだからって言ってたじゃないか」

　リーダーにとってハルはとても大事な存在だろうが、それでユズを交こう換かんに出せたりするわけがない。リーダーにとってどちらも大事な存在なのだから。

「でも、それでもやっぱり助けに行きたいのだ！」

　まっすぐな瞳ひとみ。

　スピーを傷つけてしまった後悔も、そのせいでハルを危険な目に遭わせてしまったことも全部受け止め、それでも抗あらがおうとしている瞳。

　けどオレは迷う。

　ユズの気持ちはよく理解できるが、反面リーダーの気持ちも理解できるんだ。

　もしここでオレとユズが飛び出せば、それはリーダーの気持ちを裏切ることになる。

　なにより……

「ユズ、お前が行けばハルは助かる。けどお前がどうなるか分からないんだぞ」

「……それはちょっと怖こわいけど……でもこのままなんて絶対嫌なのだ！　あの双ふた子ごだって話せば絶対絶対分かってくれる！　またみんなで遊びたいのだ！」

　思い出す。

　みんなで遊んだ日のこと。つい先日のことなのに、いやに遠くに感じた。

　たしかに「楽しかったか？」と聞かれたら楽しかったさ。

　あんなハルの姿を見たのも初めてだし、ココロが膝ひざの上に乗ってきたときの幸せ感も忘れられない。

「きっと仲良くなれるのだ！　絶対絶対！　仲良くなれるのだ！　修輔はこのままでいいのか！」

　そんなの……決まってる。

「いいわけないんだ……」

　だって分かりきっているんだから。

　このままリーダー達がハルを助けに行けば、きっとココロもアイも倒たおされてしまう。

　そうなればもう二度とあの二人に会うことはできない。言葉を交かわすこともできない。

　そして何より、ハルを傷つけてしまう……

　すべてを終えたあと、誰だれ一人ひとり救われない結末しか見えてこないんだ。




　……そんなの嫌だ。絶対に、嫌だ！

　ユズの言うとおり、あの二人なら、ハルと楽しそうに遊んでいた二人なら、話せば分かってもらえるかもしれない。

　オレたちの声が、届くかもしれない。

　だからもう一度、二人と話したい。言葉を交わしたい。

　それで結末が変わるかどうかは分からない。

　けど……

「行こう、ユズ」

「……いいのか？」

「あぁ、行こう。ハルを助けに」

　そして、二人を止めに。

「おぉ！　なのだ！」

　オレ達は立ち上がり食堂を飛び出す。

　開け放たれた玄げん関かん。

　散らばるガラス片を踏ふむとパキパキと音が鳴った。

　日付が変わるまでは三十分近くある。指定された立体駐ちゆう車しや場じようは街の方。

　アミューズメントパークの近くに二つ立った高さの違ちがう駐車場のことだろう。

　初めてオレは一人で自分よりも強い存在に立ち向かう。

　高鳴る胸。乱れる呼吸。浮うき足だつ思考。

　それら全てを全力で走ることで誤ご魔ま化かそう。




　右手には脇わき差ざしを、左手に少女の手を引いてオレは冬の澄すんだ空気を切り裂さいた。








　五掬すくい目　正しいアクのすくい方




　冬の空気は張り詰つめて肌はだを刺さす。吹ふき付ける風もまた同じ。

　立体駐車場の最上階六階に止まっている車はなく、明日あしたが平日のせいか既すでに閑かん散さんとしていた。

　おかげですぐにアイたちを見つけることができた。

　ちょうどアイの剣けんがハルを担かついでいた人を貫つらぬく瞬しゆん間かん。

　予想だにしていなかった光景にオレたちは何もできず、ただ見ているだけ。

「っあ……話が……違う」

「役目が終わったら退場しなくちゃいけないんだよ？」

　アイが剣を引き抜ぬくと同時にその人はさらさらと消えていく。

　アク……だったのか？

　さっきの夜道といい、ここも暗く、明かりは隅すみに立った電灯四本のみ。

　そのせいで刺されたのがどんなアクだったのか分からないまま。

「時間通りだね。さぁ早さつ速そく交換を始めよう」

　口くちの端はしをつり上げ笑う姿はひどくゆがみ、あの優やさしい微笑みが嘘みたいだった。どこか狂きよう気きじみた雰ふん囲い気きは、あいつ等自身が言っていた暴走なのか？

　本当にお前はアイなのか？　なんてくだらない質問をしたくなる。

　けれど目の前にいるのは紛まぎれもなく、アイとココロの二人。

「なんで……なんでお前達がこんなことするのだ！」

「僕達はアク。君があの犬と仲良しだと聞いて思い出したんだ。『通つう』の力の話を。僕達アクを従わせる力。その力の持ち主を見つけたんだから当然殺さなくちゃ、ね？」

「じゃあわたし一人を狙ねらえばいいのだ！　なんでハルをさらったのだ！　お前、ハルの友達じゃなかったのか！」

「友達？　人とアクが仲良くなれるわけないんだよ。だから友達なわけがないじゃん。ねぇココロ？」

「え？　う、うぅむ……」

　はっきりというアイに対してココロは歯切れが悪い。けれどアイは気にする様子はない。

　これでなんとなく心境が読めた。

　ハルとユズの交換を思いついたのがどちらなのか、今はっきりした。

「君だってどうしたんだい？　あのアクがいないよ？　喧けん嘩かでもした？」

「……スピーは……」

　スピーのことを言われてユズは少しだけうつむいた。

「ふふっ、ほら喧嘩したんだ。人間とアクが仲良くなれるはずないんだよ。当然さ、僕らを生んでおいて殺しに来るような人間と仲良くできるわけないんだよ」

「そんなことないのだ！　お前たちだってハルと楽しそうに遊んでたのだ！」

「僕は心を開いたりしていないよ。あれはココロが遊びたいというから付き合っただけ。全部誤解だよ、あははははは」

　笑うアイ。腹の底が締しめ付けられるような感覚。

　隣となりで同じようにうつむいて言葉を発しないハルとココロの姿が痛々しかった。

　思わずオレは吠ほえる。

「アイっ！　お前の言ってることは嘘だっ！　お前だって本当はハルを！」

「ハルをなんだい？　別に僕はなんとも思っていないよ？　言ったでしょ？　僕にとってハルはココロが遊びたいっていうから一いつ緒しよにいた。ただそれだけだよ？」

「それが嘘だって言ってるんだよ！」

　あの時も、今もお前はそう言いながら寂さびしそうな目をしてるんだ。

　アイツは自分自身の気持ちにすら気づけていない。

　だからこそ、隣にいるココロやハルの気持ちにも気づかない。

「それは勘かん違ちがいだよ」

「そんなはず！」

「もうお話は終わりだよ。そっちとこっちお互たがい一歩ずつ歩かせよう。そうして交換、簡単でしょう？」

　ユズがきゅっとオレの袖そでを握った。その手をしっかりと握ってやる。

　少し震ふるえてるな、やっぱ怖いのか。

「すまない……まだ届かないみたいだ」

「大だい丈じよう夫ぶなのだ……きっときっと分かってくれる」

「あぁ、絶対に」

　必ず、これから戦うことになろうとも言葉を、想おもいを、アイに届ける。

「とにかく今は従おう」

　ユズがこくりと頷うなずいた。

「いいか……言うとおりにしてくれ」

　オレは双子に聞こえないよう、声のトーンを落としてユズに指示を出す。

「了りよう解かいなのだ……」

　ユズが手を離はなしオレの前に立つ。

　それを見てハルも同じように二人の前に立った。

「アイ……やっぱりダメなの……こんなこと」

　吹き付ける風に吹き消されそうなハルの声。

「いいから歩いて。じゃないと君を貫くよ」

　ケタケタと笑うアイ。

　ハルの足元に一ひと粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ちる。

　気づかないうちにオレの脇差を握にぎる手に力がこもる。

「ハル……行くのじゃ」

　ココロの静かな、それでいて優しい声を聞いてハルは歩き始めた。




　一歩。二歩。三歩。

　少しずつ少しずつ、二人が近づく。

　ユズにとっては自分を殺す歩み。

　ハルにとっては助かるための歩み。

　呼吸すら忘れてユズの動きを見守る。

　四歩、五歩、六歩。

　さらに一歩で、二人が重なり合う。

　その瞬間、ユズがハルの手を引き踵きびすを返す。

「ハルっ！　走るのだ！」




　直後──ギィイイン。鼓こ膜まくをつんざく音。




「約束が違う！」

「両方渡わたす気はないんだっ」

　やはりのうのうと走り去るのを見ているわけはないよな。

　ユズが駆かけだした瞬間、アイは無む駄だのない動きでユズの背中に剣を突つき出した。

　それを予期していたオレは、ユズの行動とほぼ同時に駆けだしていた。そうして、オレは脇差でアイの剣を受け止める。

　オレ達はギリギリと競せり合いを始める。

　ココロと同じで力は強いと思ってたが……これはなかなかっ。

「私を忘れてもらっては困るのじゃ」

　素す早ばやくオレの側面に廻まわったココロは真っ黒な刀を上段に構えていた。

　どんな光を浴びても光を返すことのない刃やいばが高々と掲かかげられる。

「くそっ！」

　目の前のアイの腹を蹴けりつける。が、アイの体に当たることはなく、素早くアイが身を引いたために空ぶった。おかげでバランスを崩くずしてしまう。

　──ちっ！

　崩れた体を整えずココロの振ふり下ろした刀の軌き道どう上に脇差を据すえる。無様な格好ではあるがなんとか受け止め激しい音をかき鳴らす。

　初めて受けたあの日と変わらず申し分ない威い力りよく。受けきったけれど体勢が悪かったこともあり尻しり餅もちをついて倒たおれ込む。

「ぐっ……」

　そこを見み逃のがすような奴やつらではなかった。

「くらえっ！」「くらうのじゃっ！」

　双ふた子ごは息を合わせて攻こう撃げきしてくる。ココロは斬きり、アイは突き。

　素早く立ち上がったところで避よけきれるはずもない。

　しかし、両方受けるわけにもいかない。

　これはマズイっ……どちらかしか受けきれない……ならっ！

　オレはココロの方を見る。突きもマズイが胴どう体たいを真っ二つにされてもマズイ。

　ココロの攻撃を完全に受けて、アイの攻撃を致ち命めい傷しようにならないよう身を捩ねじりくらうしかない。

　オレが覚かく悟ごを決めた、その矢先。




「やぁああああっ！」

　ユズの叫さけび声。と共にオレの目になびくツインテールと宙を舞まうユズの姿。ユズの最大にして唯ゆい一いつの必殺技わざ『飛び蹴り』がココロにきまる。

「きゃぁっ！」

　小こ柄がらなココロは側面からの飛び蹴りに耐たえられず地面の上に倒れ込む。

　すかさずオレはアイに向き直る。既すでに切っ先がオレの胸に触ふれようとしていた。それを無理矢理弾はじき上げる。

　切っ先がオレの体に触れ引っ掻かきながら肩かたの方へと走る。剣けんはオレの胸に一条の切り傷を刻み、右肩に食い込んで止まった。

　アイが体重を乗せ剣を押し込んでくる。

「あぁあああああっ！」

　先せん端たんがオレの肩を抉えぐり、痛みで脇わき差ざしを手放しそうになる。

　楽しそうな笑顔を浮うかべたアイが、さらに力を込こめようと両手で剣を握った。

　それを見て左ひだり腕うでで刃を握り、これ以上深く貫かれないように抵てい抗こうする。ズズズッと手の中を滑すべる刃。刀身を血が濡ぬらす。

　──このままじゃっ……やられる……ならっ！

　歯を食いしばり涙を堪こらえながら右手に握った脇差を振るう。そのせいで剣が肩の中で蠢うごめき、その感かん触しよくに背筋が凍こおる。

　顔を歪ゆがめ、痛みに耐えたオレの一いつ閃せんはアイの胸むな元もとを斬り裂さいた。

　アイがずっと着ていた真っ黒なコートに一本線の傷が刻まれる。

　たまらずアイが飛び退のいた。

　当然剣先は抜ぬかれオレの血が剣を追うように滴しずくを連ねた。

「っつ！」

　思わず肩を押さえそうになる。

　が、それを我が慢まんしてその場から飛び退く。ユズもオレについて来た。

「ぐぅ……あぁああっ」

　燃えるような痛み。

　ぬめっとした血がオレの肩口から腕、胸を伝い滴したたり落ちる。

　ギッと奥歯を噛かみ、痛みを堪える。服が傷口の近くに触れるたび激痛が走って涙を浮かべてしまう。これじゃあ戦いにならない。

　右袖を肩の辺りから脇差を使って破るしかなかった。時間をかけてもいられず、素早く破り取る。

　胸に刻まれた一本線。それを辿たどった先に窪くぼみが一つ。

　傷に触れると指が一本ゆうに入るほどの穴。深さこそあまりないがその感覚に吐はき気けがする。指一つ動かすだけで痛みが襲おそう。

「修しゆう輔すけ！」

「修にぃ！」

「すまん、ユズ助かった……」

「いいのだ！　それより血が」

「オレはいい、それよりハルを早く」

「ダメなのだ！　修輔を置いてけないのだ！」

「何言ってんだ！　お前だってやられたらまずいんだ！　だから早く！」

「嫌いやなのだ！　修輔一人じゃ死んじゃうかもしれないのだ！」

「それでも……」

「嫌なのだっ！」

　言い出したら聞かないってのはよく理解しているし、ユズの言うとおりだとは思う。

　おまけに悠ゆう長ちように話している時間もない。

　今はアイがココロに手を差し伸のべているほんのわずかな時間。

「ハルは先に逃にげるのだっ！　ここはわたしと修輔が！」

　ハルは戸と惑まどった表情でオレとユズの顔を見比べたあと、小さく頷いてみせた。

「……うん、待ってて」

　ハルが駆け出す。

　待ってて、というのは、たぶん応おう援えんが来るのをってことだろう。

　リーダー達が来るまでに二人を、止める。でないと……

「逃がさぬ！　逃がさぬぞ、ハル！」

　先日のケイドロの時のようにココロがハルを追いかける。

　くそっ！　止めないとマズイ！

　ココロの前に立ちはだかろうとしたその瞬しゆん間かん、アイが剣を引きオレを睨にらんだ。

「させないよ！」

「ちっ！　下がれユズ！」

　ココロを追いかけたかったが、アイが技を放つ体勢に入り身動きが取れなくなる。

「影えい撃げき──剣けん影えい刺し殺さつ！」

　屋や敷しきの前でくらったのと同じ技。

　しかし格段に大きく、長く伸びた黒い影のようなモノが矢のように飛んでくる。

　風切り音がいやに大きく聞こえた気がした。

　──弾はじけっ！

　タイミングを合わせ先せん端たんに脇差を振り下ろす。

　が、勢いは止まらず切っ先をずらすだけに終わり、影はオレの右足の肉を削そぎながら地面に突き刺ささった。

　猛もう獣じゆうにかみ切られたようにズボンごと皮を削がれた足からべっとりとした血が流れズボンを赤黒く染める。

「うぅっ！」

　耐え難い痛みにその場に崩れ落ちる。

　足を支配する激痛がオレの脳をガンガンと叩たたく。

「これで、終わりっ！」

　アイが一直線にユズの元へ詰つめ寄る姿。

　ユズはユズで一歩も退こうとしない。

　ならオレが守るしかない。

　立てっ、立つんだ。

　じゃないと誰だれも守れないっ。

　痛みがなんだ、痛みがなんだ、立て立て立てっ！

「あぁああっ！」

　痛みに震ふるえる足、体。それがどうしたっ！

　守る、守れ、守るんだっ！

　立ち上がり、駆け出し、脇差を振るえ。

　呼吸は荒あらく、熱を帯びた体を飛ばすように地面を蹴る。

　ユズに剣が届く前にっ！

　あの剣をっ！

　弾き──あげろっ！

　甲かん高だかい金属音、のち斬り返す。

　激痛に顔を歪めながら。

「痛いからかな？　遅おそいよ」

　アイの声。

　しゃがみ込んでよけたアイがオレを下から見上げる。

　その姿を見て悟さとった。

　避ければユズに刺さる。

　弾こうにも素早く切り返す余力は残っていない。




　────終わった。




　やけに長く感じた時間。

　ゆっくりゆっくりと剣の切っ先がオレの胸に向かって突つき出される。

　ユズの叫び声が聞こえた。

　オレの名前を呼んだ？

　アイの口が大きく歪む。

　目を細め笑っている。

　目は閉じない。

　貫つらぬかれるまで見ていよう、この光景を。

　スローの世界で覚悟を決める。

　このままアイの武器を奪うばうくらいはしてやろう、と。

　しかしオレの決意とは裏腹に、予期せぬ声がこの時間を打ち破った。




「ガァアアアアアアアアアッ！」




　獣けものの咆ほう哮こう。加速する時間。

　目の前に舞い降りた黒い影が、アイの剣に飛び乗り切っ先をあらぬ方向へと向ける。

「っ！」

　その黒い影は素早くアイの顔へと飛びかかり、爪つめを立てた。

　アイの頬ほおにいくつかの傷が刻み込まれる。

　たまらず二、三回飛ぶようにして後方へアイが逃げた。

「なんで……お前がっ！」

　アイの目が大きく見開かれ、突とつ然ぜんの来訪者をにらみ付ける。

　当然オレも、そしてオレ以上にユズがその黒い影に驚おどろいていた。

「グルルルルッ」

　長いシッポにオレンジ色の毛。モフモフとした姿。ここ最近姿を見せていなかったユズの友達。




「スピー！」




　オレの前で恫どう喝かつしていたスピーをユズが抱だきしめた。スピーは苦しそうに藻も掻がくけれどユズはお構いなし。

「ガウッ！」

「来てくれるとは思いもしなかったのだ……わたし、スピーのこと信じてあげなかったのに……」

　スピーを抱きしめていたユズは目を伏ふせる。

「ゴメンなさい、スピー……ゴメンなさい……わたし、信じて……あげなかったのだ……スピーを傷つけたのだ。スピーがいなくなって……すごく寂さびしかったのだ。スピーがいないと楽しくなかったのだ……だから、だから……」

　ポロポロと零こぼれた涙なみだがスピーの頬に落ちる。

「ゴメンなさい、なのだ……もう絶対スピーを傷つけたりしない……スピーがいなきゃ嫌なのだ……だからわたしのこと許して欲しいのだ……また、一いつ緒しよに遊んで欲しいのだ！」

　泣きながら思いの丈たけをスピーにぶつける。

　スピーは喋しやべらない。けれど、まだ怒おこっているわけじゃなかった。

　抱きしめられたスピーが体を伸ばしユズの頬を舐なめる。

　オレには涙を拭ぬぐうみたいに見えた。

「スピー？」

　ユズが不思議そうな声でスピーの顔を覗のぞき込む。




　その瞬間、スピーの体が光を放つ。

　その光はセイタがアク玉を刀に変えた時と同じようなまばゆい光。

　視界いっぱいに閃せん光こうが放たれ一瞬視界を奪われた。

　真っ白な世界。

　誰も動いた気配がないのは、きっと全員同じだからだろう。

　だからこそ目を開けた時、自分の目に映る光景を理解するのに時間がかかった。




「長かった」




　渋しぶみのある低い声。

　屈かがみ込んだユズよりも大きな体たい躯く。

　けれどスマートなその出いで立ちは狼おおかみそのもの。

　毛色こそ変わらないが顔つきは鋭するどく、口を開いた時に見えた牙きばは獣のモノだった。

　特とく徴ちよう的な長い耳と毛の色がなければ、もっと理解に時間がかかっていただろう。

「スピー？　スピーなのか？」

　不思議そうなユズが目の前の狼を優やさしく撫なでる。

「やっと信しん頼らいしたようだな。長かった」

「すごい！　かっこいいのだ、スピー！」

「お嬢じよう、抱だきつかないでくれ。顔を埋うずめないでくれ」

「えっと……スピー？」

　思わず呆ほうける。

　いや変わりすぎだろう、コイツ。

　かわいい系から一気に格好良くなりやがった。

「当然だ、小こ僧ぞう。この姿が本来の姿。未熟なお嬢の力ではあまり長々と維い持じできそうにないがな」

「でもなんで突然……っていうか今までどこに？」

「質問の多い小僧だ。儂わしは彼等がアクだと気づいていた。未まだ信頼してくれてなかったお嬢には話しても無む駄だ。なら一人で見張るしかなかろう」

「スピー……まだ怒ってるのか？」

　楽しそうにモフモフしていたユズがバッと顔を上げて寂しそうな表情を見せる。

「怒ってなどいない。怒っていたらこの姿にはなれん。お嬢が信頼してくれて初めてなれるこの姿。やっとお嬢のために戦えるのに怒るはずもなし」

「スピーこんな姿になれるなんて知らなかったのだ」

「お嬢の母がそう制限したうえ、お嬢に力の使い方を教えることなく逝ゆかれてしまったからな。無理もない」

「なんだかスピー強そうになったのだ！」

「強そうではない。強くなったのだよ、お嬢。お嬢を守るくらいなら容易たやすいな。故ゆえに、小僧。走れ」

「……は？」

「ここは任せて娘むすめを追いかけろと言った。早くしろ」

「いやけど」

　たしかに見た目は強そうになったけど、それで置いていく訳にもいかない。

「大だい丈じよう夫ぶなのだ、修輔！　スピーとなら勝てる！　絶対勝てるのだ！」

　さっきまでの表情とは一変してユズに自信がみなぎっている。

「そういうことだ、隣となりを覗いてみろ。そこにいる」

「さぁ行くのだ、修輔！」

「何を……ごちゃごちゃと！」

　スピーの姿が変わったことに驚いていたアイも平静を取り戻もどし、また突きの体勢を取ってつっこんでくる。

　小細工なしに本命のユズ目がけて刃やいばが伸のびる。

「儂を無視するとはな……『大おお口ぐち真ま神かみ』」

　アイが踏ふみ込んだ先が赤黒く染まった。

　それを見てアイが足を止める。

　アイを囲むように赤黒く染まった地面の周りに、牙が菱ひし形がたを描えがいて浮うかび上がる。

　それを見て気づいた、これは口だと。

　百八十度開いた大きな獣の口。

　獲え物ものが舌の上に立ち止まったことで、その口はバクンッと音を立て勢いよく閉じた。

　それを見て思う、まるでうさぎ罠わなだ。

　違ちがうところはウサギ罠は足を捕とらえるのに対して、この口は丸まる呑のみにしてしまう。

　閉じた口はズズズッと地面に引っ込んでいく。

「ほう、よう避よけた」

　なくなった大きな狼の口の向こうに、ギリギリで抜ぬけ出せたらしいアイが肩かたで息をしながら立っていた。

　それを見てオレもスピーの言っていたことが気休めや虚きよ勢せいじゃなかったと知る。

「これでわかったろう？」

「スピースゴイのだ！」

　少し興奮気味のユズと自じ慢まんげなスピー。

　なるほど、たしかにこれなら……

「安心した。ユズを任せたスピー！」

　オレはスピーに言われた通り隣の駐ちゆう車しや場じようを覗き込む。

　一階分低い五階建ての立体駐車場。

　いたっ！　ハルがこけ、そこにココロが詰つめ寄っていた。

　どうする？　階段を駆かけ下りて、隣まで走る？　それじゃあ時間がかかる！

　下までの高さを考えろ。おそらく三メートルもない。幸い駐車場と駐車場の間はほぼゼロだ。

　それならっ！

　少し距きよ離りを取る。痛む右足に力が入りづらいのが気になるが、やるしかない。

　学校の門よりは低いフェンス。

　しっかりと見つめスタートを切る。




　地を蹴けり、風を切って駆け抜ける。

　高々と飛び上がりフェンスを掴つかむ。

　体は柵さくを越こえ、隣の駐車場へ。

　ふわっ、とした感覚が全身を包む。

「あぁあああああっ！」

　着地地点にココロの姿。

　ハルは膝ひざから血を流しへたり込んでいた。

　そしてその目に涙を見る。

　痛みの涙じゃない、と見て気づく。

　あれは心の涙。初めてみたハルの本当の涙。

　オレは握にぎっていた脇わき差ざしに力を込こめ振ふり下ろす。

「修にぃ！」

「なっ！」

　そりゃ驚おどろくよな、突とつ然ぜん人が降ってきたら。

　ココロがオレの攻こう撃げきを躱かわし一歩下がった。

　ダンッ！　と両足がつきミシミシッという音が体の中を駆け巡めぐる。衝しよう撃げきを殺すため屈み込んだ瞬しゆん間かんに足から血が噴ふき出した。

　全すべての痛みに脳を焦こがされながらオレは立ち上がり、追つい撃げきを放つ。

　一回。二回。三回。

　オレの放つ攻撃をココロは全て黒刀で打ち返した。

　鉄と鉄のぶつかり合う音を鳴らし、お互たがいが大きく後方に跳とぶ。

　まずいな……無茶したせいかめまいがする……

　それとも血を流しすぎたか……どちらにせよ、長くは戦えそうにない……

「馬ば鹿かかおぬしは！　どこに空から現れるヤツがおるのじゃ！」

「……っ、はぁ……一度、流れ星になってみたかったんだ……いややっぱ今のなし……」

「……馬鹿じゃのぉ、修は」

「だから今のなしって言ったのに……」

　冷めた目でココロはオレを見ていたが、不意に視線を落とす。

「……もし……もしおぬしに何か願えば……願いは叶かなうのか？」

「さぁな……聞くだけならいくらでも聞くぞ……」

「ふふっ、頼たよりない流れ星じゃの」

　そう言ったココロは寂さびしそうに笑え顔がおを浮かべた。

「また修はボロボロじゃな……」

「弱いからな……無茶するしかないだろう」

「そうやって傷ついてまで何な故ぜ戦うのじゃ？　ハルを助けたいからか？」

　何故戦うのか。たしかにハルを助けたいとも思っている……けど。

「その前に聞かせてくれ。お前は……お前もハルを攫さらってユズを殺したかったのか？」

　ココロの表情は変わらず、影かげの差した表情。見せる笑顔はどこか弱々しかった。

「その答えは……とうに話しておる。私にアイは止められんのじゃ。生まれてよりこの方ずっと一いつ緒しよにおったからの。考えることが痛いほど分かってしまう」

　……やっぱりそうか。乗り気じゃないんだ、ココロは。

　けれど大切な存在のためにココロは自分を殺して従った。

「だから仕方ないことなのじゃ、修と戦うこともハルを傷つけることも」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしているハルはココロの背中をひたすらに見つめている。一体何を考えているんだろう。

　そんなことを思っていると、ココロの体が沈しずみ一気に間合いを破られる。




　──速いっ！




　咄とつ嗟さに後退するも振り抜かれた刀がオレの腹を掠かすめた。

「ちっ！」

　怪け我がのせいか体の動きが悪い。動かない右みぎ腕うでが邪じや魔まだ。引きずる右足が邪魔だ。

　動く部位のみをフルに動かしなんとかついて行く。

　左手一本で競せり合う訳にもいかず、オレはココロの斬撃を受けては後退、受けては後退を繰くり返す。壁かべ際ぎわに追い詰められないように気をつけながら。

　右、左、斜ななめ、上、下、突つき。あらゆる角度からの攻撃を当然受けきれるわけがなく、着実に傷が増えていく。いい加減霞かすむ視界。目をこする暇ひまもなく追い詰められていく。

「やめて！　ココロ！」

　不意に聞こえたハルの叫さけび声。

「こんなのいやなの！　修にぃと戦うのなんて見たくないの！　ハルはみんなで一緒に遊びたいだけなの！　ココロだってそうなんでしょ！　ねぇ！　ココロ！」

　表情を変えず、ココロはオレへの追撃の手を緩ゆるめない。

「ずっと仲良くって約束したのに！　修にぃ達とも仲良くしたいって言ってたのに！　ねぇ！　ココロ！」

　ボロボロ、ボロボロとその心の内と共に少女は涙なみだを流す。

「だからもうやめて！　ココロ！　お願い！　やめてぇええ！」

　泣きながらオレとココロの名を呼ぶ少女。

　その姿を見て、オレの心に様々な思いがなだれ込んだ。




　オレは知っている。その涙がどれだけ心を苦しめているのか。どれだけ哀かなしい思いをしているのか。オレだってずっと一人で泣いていたんだからよく分かる。

　見たくないんだろう？　友達が仲間を傷つける姿を、戦う姿を。お前はその友達が嫌いや々いや戦っているのを知っているから。だから止めたくて仕方ないのに、止められない弱さが辛つらいんだ。

　ならオレが、オレが代わりに止めてやるっ！

　お前がもう泣かないでいいように！

　自分を呪のろわなくていいように！

　あの日、ココロに問われ答えることのできなかった理由。

　オレが武器を握る理由は、それでいい！

「泣いてるヤツがいればソイツのためにオレは戦う！　たとえ人だろうとアクだろうと泣いてる姿は見たくない！」




　横よこ薙なぎに振るわれる黒刀。オレはもう、弾はじかない。逃にげるのも止やめ、左腕を伸ばして間合いを詰める。力の差を埋うめるには身を捨てる。

　肘ひじで柄つかを、左手でココロの手を押さえ込む。それ以上進むことのできなくなった刃がオレの脇わき腹ばらに食い込んだ。

　ココロの動きが止まる。予想外という表情。

　オレは振りかぶっていた脇差で斬きりつける、つもりだった。




　不意に、脳のう裏りに過よぎったあの日の姿。

　沈む夕日に照らされ寂しそうな、哀しそうな表情をしたココロの顔。




　そうして一つ、オレの心が告げる。──斬れない。




　脇差が止まる。

　その瞬間にココロはオレを蹴け飛とばし、後退してしまった。

「っ！」

「……千せん載ざい一いち遇ぐう。なぜ斬らなんだ」

「…………」

　オレは答えない。答えられるはずもない。

　けれどそれが答えにもなってしまう。

「甘いの。修……」

　そういったココロの表情は、寂しそうでもあり、けど優やさしくもあり。

「さっきおぬしは『アクも』と言ったのか？」

「……あぁ、言ったよ。誰だれだろうと泣いてたらオレはそいつのために戦いたい」

「馬鹿なヤツじゃ。アクが泣いたりするわけ」

　アクが泣かない？　そんなはずないだろう、だって……

「お前が！　お前が泣いてるんじゃないか。ここに来てからずっと」

　そう言われたココロは返事をしない。ただ顔を伏ふせて黙だまりこんだ。

「だからオレはもうお前と戦いたくはないんだ。オレはお前のために戦いたい。アイに言えないことがあるならオレが伝える」

「伝えてどうするのじゃ。アイは人を憎にくんでおる。殺し合うのは必至。おぬしは私の気持ちを伝えてアイを殺すと申すか？」

「……伝えて分かってもらえばきっと戦わなくても済むだろう！　ハルと遊ぶお前達を見て、オレは平和な日々だって送れると思う。だから」

「ふふっ……」

　不意にココロが笑う。

「あははははっ！　何を言うか！　甘いぞ、修！　間ま違ちがっておる！」

「間違い？」

「そう、間違いじゃ。いろいろの、アクはアク。人とは違うのじゃ。それにの、修。私が泣いている？　そんなことあるはずないのじゃ！　私はアク！　心なんぞ持ち合わせてはおらぬ！」

「嘘うそだっ！　じゃなけりゃあの日なんでオレにあんな話を！」

「戯ざれ言ごとじゃ！　見ておれ！　私はハルだって斬れる！　アクに友など必要ないのじゃ！」

　激高したココロが黒刀を振りかざし、ハルに向かう。

　その刃やいばは倒たおれたハルを睨にらんだ。

　一片の情もない、冷れい徹てつな刃。




「っ、あぁあああああああああああああっ！」




　ココロの叫びと共にそれは振り下ろされた。

　直後、耳に残る肉を裂さく音。

　手に伝う生々しい感かん触しよく。

　この先、何があっても忘れることなどできないこの感触。この光景。

　オレの脇わき差ざしは深々とココロの背中に突き立てられた。

　脇差を引き抜ぬくと、それが支えだったかのようにココロの体が崩くずれ落ちる。

「ココロッ！」

　足を引きずりすぐ側そばで倒れ込んだココロにハルが抱だきつく。目には大おお粒つぶの涙をたくさん浮うかべて。

「っ……ひどいのぉ、修は。痛いではないか……」

　そうやって微笑ほほえんだココロの表情はかつて見せた笑顔。

「ぁ……オレ……」

　偉えらそうにココロのために戦うと言っておきながら、オレはハルを助けるためにココロを斬った。オレはっ……

「ふふ、気にせずともよい。よく斬ってくれた……あと少しで本当にハルを斬るところじゃった……」

　寝ね転ころがったまま微び笑しようを浮かべる少女。

「修は優しいからのぉ。アクまで助けるなんて言い出すとは思いもしなんだ。そんなことでは敵が斬れるかどうかも怪あやしいのじゃ……」

　差しのばした手をオレはしっかりと握にぎる。

　小さな手。ただ友達が欲ほしかっただけの小さな少女の手。

「全く世話の焼けるヤツじゃ」

　その言葉でオレは気づいた。

「私達はいるだけでおぬしらに害を成す……それくらい知っておる……故ゆえに、斬らねばならぬぞ、修……辛くともの」

　この少女は自分を斬らせることでオレから甘さを取り除こうとした。

　自分が命を捨てることで。

「なんで、お前はそこまで……」

「……言うたろ？　おぬしに興味を持った……行く末を見とうなった……」

　ココロが微笑む。

「そして修、お願いじゃ、アイを救ってやってほしい。アイは人を憎んでおる。愛されたいのに愛されなくて……アイの心に私の声は届かなんだ……だから」

「けどオレはお前を……お前すら救ってやれていないのに……」

「ふふっ……それは……お門かど違ちがいじゃ。私はもう……救われておる。のう、ハル？」

　ココロが傍かたわらで泣いていたハルの手を取った。

「ココロッ！　死んじゃうの？　ヤダよ？　ヤなの！　まだ全然遊んでないのに！　なんで？」

「ハルは優しいのぉ……斬りかかった……私、でも……まだ友達……なんじゃな」

「当たり前なの！　ずっとココロ、ハルに優しかったの！　連れて来られる時だって、ここに来てからだってずっとずっと！　初めて会ったときからずっと！　大事なお友達なのに！」

　泣き叫さけぶハルの姿を見て、優しく微笑んだココロはオレに視線を移した。

「のう？　救われておるじゃろう？」

　ただ頷うなずくしかできなかった。

　たしかにあの日言っていた通り、ココロはもう救われていた。

　この小さな少女によって。

「大だい丈じよう夫ぶじゃ、ハル……私はいつも近くにおる」

　そう言ってココロは握っていた刀を鞘さやに納めるとオレに差し出した。

「私の……アク玉を入れて……使うとよい。おぬしが言うたこと……ずっと見張っておる……道違えた時、切り捨てる故……覚かく悟ごする……がいい」

　ココロがずっと使い続けた黒刀。

　それを受け取ると、ココロの体が少しずつ消えていく。

「これで……ハルを……私も……守れる……共に戦える」

　そう言ったココロは嬉うれしそうな顔を浮かべ、ハルの頬ほおを撫なでた。

「ココロッ！　ヤダよッ！」

　ココロの目から流れたのは一ひと粒つぶの涙。つーっと頬を伝い地面に落ちる。

「……ふふふっ……よき夢だった……ハル、また……遊ぼう……の」

「ココロッ！　ココ……ロ……」

　ハルに触ふれていた手が落ち、風に吹ふかれキラキラと舞まう粉雪みたいにさらさらと吹かれ散っていく。

　さらさら、さらさら……と。




　北風がやけに冷たく感じ、残されたオレたちに容よう赦しやなく吹き付ける。

　なんと声をかければいいのかわからず立ち尽つくした。

　どうしようもない自分の無力を呪う。

　偉そうなことを言っておきながら何もできない弱さ。

　──力が欲しい。

　目の前で溢あふれるものを拾える力が。

　今はただ、ただただ悔くやしいっ……




「…………」

　ハルが黙ったままココロの涙なみだが落ちた辺りから何かを拾う。

　そしてハルは涙を拭ぬぐった。

　いつもの表情とは違い引き締しめた顔つきでオレを見上げる。

「修にぃ、今から是ぜ非ひ観かん器きを作るの」

　そう言って、さっき拾ったモノをオレの手の平に載のせた。

「それがココロのアク玉なの」

　ハルの口調はいつもより語気が強かったが、オレにアク玉を渡わたした手は震ふるえていた。

　その目に溜たまった涙がこぼれないように、ハルはオレの顔を見上げ続ける。

　言葉にこそしないが、その様子からオレは悟さとった。

　ハルがまだ泣きたいのを我が慢まんして、ココロの遺志をオレに継つがせようとしていることに。

　大事な友達の死、その友達の残した想おもい。

　オレが唇くちびるを噛かんでいる間に、ハルはそれらすべてを飲み込んでいた。




　オレに文句の一つも言いたいだろう。

　友達の死に声を上げて泣きたいだろう。

　けどそれらを堪こらえて、ハルは大事な友達の想いを遂とげようとしている。

　様々な悲しみをこの少女は受け入れた。

　優しいハルだからこそ、誰だれも恨うらまずオレやココロの気持ちを想って悲しみを受け止めた。

　その強さに、オレの方が泣きそうになる。

　オレが本当に得なきゃいけない強さをこの子は持っていた。

　リーダーやセイタの持つただ敵を倒す強さではなく、ハルだからこそ持つことのできた優しい強さ。

『敵を救う強さ』

　それを持っていたからこそ、この小さな掬すくい人はココロを救えた。




　それがきっと『正しいアクのすくい方』。




　下を向いている時ではない。

　オレよりも小さな少女が二人、オレのために悲しみを飲み込んだ。

　なら今度は、オレが二人の悲しみを背負う番だ。

　そして二人の代わりに戦おう。

　もう二度と、目の前でこの二人のような悲しみを生ませないために。

　ハルの持つ優しさという強さ、ココロが自分を救ってくれたというその強さ。

　二人の想いを、オレはかならずっ……




　受け取ったココロのアク玉を握りしめる。

　初めて見るアク玉というモノは、思ったよりも真っ白で温かいキレイな丸い玉だった。

「これをどうすればいいんだ？」

「それをその刀の刃に押し当てるの」

「押し当てる……」

　言われた通り、鞘から刀を抜きアク玉を押し当てると染みこむように玉が刃に入っていった。

「あとは契けい約やくの儀ぎ。刀に自分の血を付けるの」

　オレは刃を左手で握り込み手の平に押しつけ、ゆっくりと引き抜く。

「っ！」

　熱を持った痛み。手から出る真っ黒な刃にオレの血を吸わせる。

　この痛みを刻み込め、今日道を示してくれた二人の少女の心をこの手に。

　切っ先まで引き抜くと、黒刀が光を発する。優しくまばゆい光。

　ココロの心を表わすような光。

　オレの将さ来きを照らす光にお前はなってくれたんだ。

　戦おう、共に。守れるだけの心を守るために。強さを持って。




「ココ……ロ？」

　頭上で聞こえた、アイの声。

　フェンスの上に立ったアイが呆ぼう然ぜんとこちらを眺ながめていた。

　その姿はさっきまでと違ちがい服の至るところは破れ、コートの端はしがちぎれている。

「ココロを！　ココロをどうしたぁあああああああああああああっ！」

　絶ぜつ叫きようを上げ、勢いよく飛び降りてくるアイの剣けんをオレは黒刀で弾はじいた。

　体の動きは鈍にぶく体中にけだるさが押し寄せていたが、それはアイも同じようだった。

　おそらくスピーにやられたのだろう。そのスピーから逃にげようとしてココロがいないことに気づいたのだろうか？

　お互たがいが片手で何度も凶きよう刃じんを振ふり、金属音を木霊こだまさせる。

「答えろっ！」

「……オレが、斬きった」

「なっ！　お前如ごときにココロが斬れるか！　お前なんかに！」

「ココロは……友達のために死を選んだ……」

「ふざけるなぁ！　そんなわけない！　あのココロが死ぬなんてそんなこと！」

　力一いつ杯ぱい横袈け裟さ斬ぎりに振るわれた刀を受け止め競せり合い、至し近きん距きよ離りでにらみ合う。

　ギリギリ、ギリギリと音を立て、憎ぞう悪おに満ちた顔を近づけてくる。

「僕はお前を許さない」




　──ココロはオレの友達だ。

　そしてその友達がアイを救ってほしいと言って死んでいった。

　……だからコイツにどれだけ憎にくまれようとオレは、

「オレはお前を救ってみせる」

　お互いの言葉が混ざり合い、刃やいばと刃の間で刻まれる。

　そして同時に凶きよう器きを振るいながら後方へと飛んだ。

　距離を取ったのは自分の技わざを撃うつため。

　案の定剣を引き、半身になって身構えたアイ。

　オレは刀を大きく振りかぶり自身の背中で隠かくすようにして身構える。

　初めてココロと戦った日、ココロがオレに対して放った技。

「お前にココロの技が使えるわけ！」

　アイの言葉は聞こえていたが、気にならなかった。

　ココロ──お前はアイに声が届かなかったと言っていた。だから今度は、オレがお前の伝えたかった想いを全すべて乗せてアイツにぶつける！　正面から、全力で！

　見えるはずのない背後で刀が光を放つのが分かった。

　大きな力、温かく優やさしい力。

　この刀に宿った少女の光。




「光こう撃げき──」

「影えい撃げき──」




「光こう芒ぼう一いつ閃せん！」「剣けん影えい刺し殺さつ！」

　横よこ薙なぎに振るった刀から飛ぶ光の斬撃と、突つき出された剣から飛び出した影の突き。

　二つの力がちょうどオレ達の間で激しくぶつかりあい、凄すさまじい轟ごう音おんと共に爆はぜた。

　巻き起こった突とつ風ぷうに体が攫さらわれ、後ろにあったフェンスに全身を打ち付ける。

「がっ──はっ」

「ぐあぁああっ！」

　打ち付けたせいで呼吸が止まり、頭を打ったせいで吐はき気けを催もよおす。おまけに斬られた様々な部位からはドクドクと血が流れ、立ち上がる気力を奪うばわれる。

「修にぃ！」

　ハルが足を引きずり寄ってくるのがぼんやりと映る。

「アイ……は？」

「今立ち上がったの……でもふらふらで……」

「く……そっ……」

　立ち上がろうにも力が入らない。完全に血を流しすぎた……

　早く……立たないと……ハルが……

　ゆっくりと近づいてくるアイの姿。くそ……立て、立つんだ。

　フェンスに寄りかかり震える体を支えながら立ち上がる。

「修輔！」

　ユズの声。スピーの背中に乗ったユズがアイの後ろに飛び降りた。

　アイが振り向き剣を構える。

　ちょうどその時、けたたましいバイクの排はい気き音が聞こえてハイライトがアイを照らした。

　目を細め手で影を作り、アイがバイクの走ってくる方向を睨にらんだ。

　猛もうスピードでアイ目がけて突き進むバイク。

　突とつ然ぜん現れたフルフェイスのヘルメットをかぶったライダーは鉄の棒を振りかぶりアイを通り過ぎ様に殴おう打だする。

「ぐぉおおっ！」

　その攻こう撃げきを間かん一いつ髪ぱつ受け止めるもアイはその威い力りよくに飲まれ倒たおれ込んだ。

　ライダーはタイヤを滑すべらしながら止まると、再びライトをアイに向けた。

「ちっ……」

　囲まれたアイ。

　ライダーが再びアクセルを回し、バイクが呻うなりを上げる。

「やめろぉおおっ！」「白しろにぃ、ダメェエエ！」

　オレとハルの叫さけび声が木霊する。

　このままアイを倒したらオレはココロとの約束を破ってしまう。

　それだけは絶対に、誰にもさせない。

　オレの叫びに驚おどろいたアイとハル以外の人間がこちらを向いた。

　その隙すきをアイは見み逃のがさなかった。素す早ばやくフェンスに飛び移る。

「アイッ！　待って！　待ってなの！」

　ハルの叫び声。

「…………」

　ハルを見つめたアイの寂さびしそうな瞳ひとみ。

　けれどそれも一いつ瞬しゆんのことで、直後に躊ちゆう躇ちよなくフェンスから飛び降り、闇やみの中へと溶とけ込んでいった。

「修輔！　大だい丈じよう夫ぶか？」

　スピーから下りたユズが駆かけ寄ってくる。

「ボロボロだな。小こ僧ぞう」

「まぁな……平気ではないけれど。それよりも……」

　オレは突然現れたライダーに目を移す。

　大型のバイクには『小春日和びより』と張られたステッカー。もうこれ誰かわかりやすいバイクだな。

　フルフェイスを脱ぬぎ現れたのはやはり真っ白に染まった髪かみ。ただなんか雰ふん囲い気きが違うような……

　つかつかとリーダーがこちらに歩み寄ってくる。その表情は硬かたい。なんだろう？　怒おこられる気がする。ふつふつと。

　オレの元までやってきて屈かがみ込んだリーダー。心臓がいやに高鳴ってる、なんか怖こわい。

「……怪け我がは大丈夫かい？」

「え？　あ、あぁ大丈夫じゃないかも……だけど大丈夫」

「ふむ」

　あれ？　怒られないの？　勝手なことしたのに？

「うん、ならよかった。行くぜー修輔、歯ぁ食いしばれー」

　あ、やっぱり？　と思った瞬間にはリーダーの鉄てつ拳けんがオレの頭上に容よう赦しやなく炸さく裂れつした。

「うぉおおおおおおお」

　痛いけど抑おさえる力も出ないオレは悶もん絶ぜつするしかない。

「心配させるな、馬ば鹿か野や郎ろう！　オレがどんだけ心配したと思ってんだ！　一人で突っ走って死んじまったらどうするつもりだったんだ！　オレたちを泣かせたいのか！」

　初めて聞く、リーダーの怒ど鳴なり声。

「……ごめん、なさい」

「り、リーダー。そそそそその、わたしがしゅ修輔を誘さそってそのあの、だからえっと修輔だけが悪いんじゃなくて、わたしもごめんなさいで、だからえっと……ごめんなさいぃいいいい」

　初めて見るリーダーの怒いかりに完全に恐きよう怖ふしたユズがなんか壊こわれた。上に泣き出した。

「ん、じゃユズちんデコピン」

　ユズは自分の前まえ髪がみを上げぷるぷると震ふるえながらギュッと目を閉じてリーダーのデコピンを待つ。

　リーダーはピンと軽く人差し指でユズのおでこを叩たたいた。

「ったく、今回のはマズそうだから修ちんをあてる気はなかったってのに。まだ尋じん常じようは早いと思ったのぜ。案の定ボロボロになってるし。セイタと深み雪ゆき置いて一人単車で急行なんて初めてだぜよ」

「ゴメン……リーダー」

　肩かたを落として地面を見つめる。そうとう心配させたんだな、オレ。

「ふぅ……まぁいいさ、さっきのゲンコでお仕置き終わり」

　そういったリーダーの笑え顔がおはいつも通りでなんだか落ち着いた。やっと戦いが終わったんだと思えた。と、同時に全身に痛みと疲ひ労ろうが襲おそいかかる。

　頭はなんかくらくらするし、体中痛いし……これ実はけっこうヤバイ？

　自然にまぶたが落ちていく……

　少しずつ遠のく意識。ずぶずぶとぬるま湯につかるように落ちていく。

　かすかに聞こえたリーダーの声。

「よくやったよ、修ちん。今はお休み……」

　その言葉を最後に、オレは意識を手放した。








　隠し味




「ココロ……ココロぉ……」

　暗い夜道。僕は一人でふらふらと徘はい徊かいする。

　ナメクジのようにずるずるずるずるとボロボロになったコートを引きずりながら。

『何をしてるのじゃ、アイ！　早く来ぬか！』

「ココ……ロ」

　いつも僕の前を歩いていた僕の分身はもういない。なんでいなくなっちゃったの？　なんで死んじゃったの？　ずっとずっと一いつ緒しよにって約束したのに……

「ココロ……ココロォ……」

　ずっとずっと、どんなアクに襲われてもどんな掬すくい人に襲われても二人っきりで生きてきたのに……

　僕にはココロがいなくちゃダメなのに……

　なんでいなくなっちゃったの？　どうしていなくなっちゃったの？

　それはアイツが僕から奪ったから……

　ココロを……

　……アイツがココロを奪ったから……アイツがココロを殺したからっ！

「シュウスケ……シュウスケ……シュウスケぇえええええッ！」

　アイツを殺す力がいる。消し去る力がいる。もっともっともっと！

「分けてやってもいいよぉ。力はたくさんあるからぁ」

「？」

　振ふりかえると、そこには細身で背の高いシルクハットを被かぶった男が立っていた。

「殺すんだろうぉ？　シュウスケをぉ」

「殺す……そう、僕はアイツを殺すっ！　絶対に！　ココロを取り戻もどすんだっ」

「ならついて来いよぉ。力が手にはいるぞぉ」

　語ご尾びを伸のばすその話し方に嫌けん悪お感かんを抱いだいたけど、僕は従う。シュウスケが殺せるならなんだっていい。

　けれど、一つどうしても気になった。

「……なんで君もシュウスケを知ってるんだ？」

「あれはボクのおもちゃだったんだけどねぇええ」

　コイツのおもちゃ？　何を言ってるかよくわからないけど……

「僕に殺させてくれるんだよね？　シュウスケを」

「もちろんん。盗とられたおもちゃは壊さなくちゃぁああ、ボクは壊せればそれでぃい、ひひひひひひっ」

　くるりと踵きびすを返して歩き始めたシルクハット。

　変なヤツだけど──ボクもついて歩き始める。

　アイツさえ殺せる力をくれるなら、相手は誰だれだって構わないっ！








　最後の一掬すくい　消える雪




　屋や敷しきに着くとオレは目を覚ました。

「……さむっ」

　どうやら寝てる間に雪が降り始めたらしく、あまりの寒さに目が覚めた。帰り道はリーダーのバイクに乗って帰って来たそうで、紐ひもで結ばれて落ちないようにして後部座席に座らせてたとか。それでも危ないと思うんだけどなぁ。

　ちなみにユズたちはスピーの背中に乗ってゆっくり帰ってくるんだとか。

「そういやこの扉とびら早く直さないとねぇ……余計な出費なのぜ。買うか悩なやんでたフィギュアはなしかなぁ」

　開け放たれた扉を見てリーダーがぽつりと呟つぶやいた。まぁ、雪も降ってるしね。

「本当は今日は疲つかれたし、明日やり……」

　とまで言って玄げん関かんから上がり回かい廊ろうに出たリーダーの体が凍こおる。

「リーダー？」

　嫌いやな予感がしてオレもすぐに靴くつを脱いでリーダーの横に並んだ。

　そして目を疑う。言葉を失う。

　赤く染まった回廊。めくれ上がった床ゆか板いた。庭の地面は抉えぐれ、木々は枝からボロボロにへし折られている。

　そして回廊の柱には無数の刀傷が刻まれていた。

　そんな柱に寄りかかるようにして倒たおれたセイタの姿。

「セイタっ！」

　リーダーが駆け寄ってオレも我を取り戻した。

「どうしたセイタ！　何があった！　深み雪ゆきは！」

　リーダーが血にまみれたセイタの体を抱だきかかえる。

　なにがあったらこんなことになるんだ。どんなヤツが現れたら、あのセイタをここまで完かん膚ぷ無きまでにたたきのめせるんだ。

「っ……白しろ……か……」

「何があった！　怪我は！　この血は全部お前のか！」

「心配するな……深雪が……治ち癒ゆはしてくれた……」

「深雪はどこに行った！　アイツは無事なのか！」

「アイツに怪我はない……が……一人で……ヤツらを追いかけていった」

「ヤツら？　複数か？　どんなヤツだった、アクか！」

「一人はアク……もう一人は掬い人。アク落ちした掬い人だ……隣となり町まちで掬い人を殺してやってきたと自じ慢まんしていた……」

「ちっ……アク落ちした掬い人か……」

　なっ……隣町で掬い人を……殺した？

　それは美み桜おうさんが言っていた二人組……？

　じゃあ美桜さんが言っていたのはココロとアイじゃなかった……？

「とにかく深雪を追え……敵の狙ねらいは深雪だ」

「深雪さんが？　なんで深雪さんが！」

「相手の掬い人は……深雪が掬い人になった理由の人間だ」

　深雪さんが掬い人になった理由の人間？　その人が深雪さんを狙ってる？

「行け、白……深雪はもう帰ってこない気だ……」

　深雪さんが帰ってこない？　なんなんだ、一体。

　やっと一段落したと思った矢先にこれかよ。くそっ。

　気づけばオレは駆かけだしていた。全身がズキズキと痛むがそんなことよりも、今は深雪さんの笑え顔がおが見たかった。

「修ちん！　あぁもう！　いいか、セイタ、そこで大人しくしてろ！　手当てはハルに頼たのむといい！」

　それだけ告げてリーダーがオレの後ろから駆け寄ってくる。

「修ちん、体は」

「気にしていられない」

「……わかった。マズイと思ったら引き返すんだぞ。もし二人組を見つけてもだ」

「あぁ、分かってる」

　なんせ相手は掬い人を殺しているんだ。その上セイタをあそこまで追い込んだんだ。今のオレが勝てるとは思えない。

「じゃあオイラはこっちに行く」

「わかった」

　オレはリーダーの駆けだした方向と逆に走り出す。




　深雪さん──どこにっ。







　オレの体が音を上げるのは早かった。十分も経たっていないだろう。

　ずるずると体を引きずるようにして動物公園に入る。

　特にここに来た意味はなかった。強しいて言うなら深雪さんに抱きしめてもらったこの公園で、ココロたちと遊んだこの公園で、落ち着きたかった。

　冷え切った外気とは裏腹に、オレの体は熱を帯び体中から流れる汗あせが傷を痛ませる。

　少しだけベンチで休もう。それからまた探しに出かけようと思っていた。




　だから、そこに深雪さんがいるだなんて思いもしないことだった。

　道着を着て凜りんとした雰ふん囲い気きを纏まとい街灯のところに薙なぎ刀なたを携たずさえ立っていた。

「修しゆう輔すけ君……」

「よかった、深雪さん……見つけられた……」

「来ちゃダメ！」

　ふらふらと近寄ろうとして、深雪さんに怒ど鳴なられる。予想だにしていなかったことに戸と惑まどってしまう。

「来ちゃダメなんです……」

　深雪さんの声には悲しみが隠れている気がした。こんな声初めて聞くぞ。

「修輔君、ハルちゃんは……」

「ユズもハルも無事に帰ってきてますよ」

「よかった……それが気がかりだったんです」

　オレの言葉を聞いて深雪さんが心の底から安心した表情を見せる。

　やっぱりそういうところはいつも通りの深雪さんだ。なのにどこか雰囲気が違ちがうように感じて仕方ない。

「修輔君、お願いがあります」

「……なんですか？」

「みんなにさよならを伝えてくれませんか？」

「え？　さよ……なら？」

「私にはやるべきことができました。そしてあなたたちの側そばにいてはいけないんです。だからお別れです」

　そんな、突とつ然ぜん言われてハイさようならなんて言えるはずがない。

「なんなんですか！　そのやるべきことって！」

「……ゴメンなさい。秘密です」

　深雪さんはそう言って人差し指を唇くちびるに当ててオレに微笑ほほえむ。

　その微笑みが儚はかなくて、本当にこのままいなくなってしまう気がした。

「なんでですか！　困りごとならオレ達だって力に！」

「ダメなんです」

　雪が強まる。ぴしゃりと告げられオレは口をつぐんだ。

「これは私一人の問題なんです……」

　なんで深雪さんはあんなに寂さびしそうな顔をするんだ。本当はさよならなんかしたくないんじゃないのか。なのになんで……

「私がいればみんなが殺されるかもしれない。だからさよならです、修輔君。もし……また会えたら、抱きしめて叱しかってくれると嬉うれしいかもです。なんて」

　その言葉を最後に弱々しく微笑んだ深雪さんは走り去る。

「深雪さんっ！」

　反射的に追いかけるがとうに限界を迎むかえていたオレの体は崩くずれ落ち、ただ深雪さんの後ろ姿を眺ながめるだけ。




　それは二月の終わり。春はまだ遠く。雪は深く……








　あとがき




　お久しぶりの方はお久しぶりです。初めましての方は初めまして、柊ひいらぎ晴せい空くうと申します。いろいろな方に支えられ、なんとか二巻を無事出せることになりました。これも読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。




　今回はあとがきを四ページ頂き、ちょっと余裕があるのでこの本の打ち合わせ中にボクが脚あしフェチだとバレた話でも一つ。




　それは打ち合わせ中、いわゆるサービスシーンの部分を話していた時のことです。

　担当さんから「深み雪ゆきさんのおっぱいやユズちんの下乳の描びよう写しやが書き足りないです」と指示を受けまして、『そういや、あんま書かなかったなぁ。趣しゆ味みが出たか。まぁそんなに胸興味ないしなぁ……どっちかっていうと脚の方が』なんて思ってたんです。

　そうしたら直後に担当さんが、

「柊さん、太ももの描写とだいぶ差が出てますよ」と。

　この一言でなんか変な汗をかきまして、心の内で、

『なっ、心を読まれた？』

「あれですね、もろにフェチが出てますね。柊さんのフェチが担当にばれましたよ。あはははは」

『おわあああああああ！　なんか恥はずかしいいぃいいいい！』

　まさにお手上げ。

　もうそのあと笑ってた記憶しかないです。

　だっていったいどこの誰が原稿のおっぱい描写と太もも描写の差で自分のフェチがバレると想像できるでしょうか！

　こんなバレ方が世の中にはあったのです！　油断ならない！

　鉄てつ壁ぺきのガードを見せたつもりでも穴は開いてたりするものなんですね……

　……「鉄壁なら穴開くはずないよ」なんてツッコミは受け付けません。




　しかしまぁ、バレてしまったものは仕方ないので、もう開き直ります。

　えぇ、脚フェチですとも。思わず太もも描写に力が入っちゃうくらいの脚フェチですとも。

　さらに暴ばく露ろすると太ももも好きですが、スパッツも好きなのです。なんか元気な女の子（二次元）が着てるのを見ると癒いやされます。

　この熱い想いは作中にてリーダーが熱弁してくれたので、ここでは省かせていただきます。基本あんな感じです。

　正直なところ、『スパッツ』が好きなのか『スパッツを穿はいている女の子』が好きなのかは自分でもよくわかりません。たぶん後者だと思うのですが……

　そもそも前者だとなんか変態っぽさがハンパないですよね。

　ちなみにリーダーは前者です。




　さて、ちょっとまじめに二巻の中身にも触ふれておこうと思います。

　今回は双ふた子ごとハル、ユズとスピーのお話でした。

　まずメインになる双子とハルのお話について。

　内容を簡単に説明すると、修しゆう輔すけがハルとココロから『正しいアクのすくい方』と、修輔が手に入れるべき『強さ』の二つを学んで掬すくい人としての指針を見つける、というお話でした。

　二巻はハル推し！　と考えていたのと、はたしてハルはアクを掬えるのか？　という思いから書いてみた結果、このような内容になりました。

　……そういえば担当さんに「これ一巻でやるべきでした！」と言ったら「そうなんですよ……そうなんですよ？」と諭さとすように言われたのを覚えています。本当に至らないところばかりで申し訳ありません。




　さて、今回もまたいろんな人にお世話になりながらこの二巻を出させていただきました。




　心の内を鋭く読み取りズバリと名探たん偵ていばりに脚フェチだと見抜いてみせた担当女史の山やま田ださん、可愛かわいらしいイラストでボクに癒しとやる気を与えてくれるイラストレーターの白しら羽はね奈な尾おさんをはじめ、この本に関わってくださった皆様、そして手にとって下さった読者の皆様のおかげでこの二巻を出させていただけました。

　この場を借りて、心よりお礼申し上げます。

　それではまたお会いできることを祈いのって、ありがとうございました。





柊　晴空　　
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正ただしいアクのすくい方かた２















柊ひいらぎ　晴せい空くう
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